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はじめに

国土交通省国土政策局では、国土調査の一環として、全国の都道府県と協力して「土地

分類基本調査」を実施し、５万分の１地形図を単位に、土地の自然的条件（地形、表層地

質、土壌）等について調査した結果を、調査図及び調査簿として整備・提供してきました。 

近年、集中豪雨や大地震の多発により、毎年のように水害や地盤災害が発生しています

が、これらの災害の中には、土地本来の自然条件を無視した開発や利用に起因するものも

あり、土地の安全性対する関心が高まっています。 

このため、平成 22 年度から新たな土地分類基本調査として、地域ごとの土地の改変履歴

や本来の自然地形、過去からの土地利用変遷状況、自然災害の履歴等に関する情報を総合

的に整備し、土地の安全性に関連する自然条件等の情報を、誰もが容易に把握・利用でき

る土地分類基本調査（土地履歴調査）に着手しました。 

この「磐田・掛塚」図幅の調査成果は、中部圏の土地分類基本調査（土地履歴調査）の

２年目の成果として、平成 24 年度に実施した調査の結果をとりまとめたものです。本調査

成果については、行政関係者や研究者等の専門家だけでなく、学校教育・生涯学習・地域

の活動等に取り組む団体や住民の方々、居住地域の地形状況を知りたい方、新たに土地の

取引をされようとする方々、不動産の仲介・開発等に関係する企業の方々、その他地域の

自然環境、土地利用、災害等に関心を持つ方々等に、幅広く利用していただきたいと考え

ています。 

最後に、調査の実施にあたり終始ご指導をいただいた地区調査委員会の皆様をはじめ、

ご協力をいただいた関係行政機関等の方々に深く感謝申し上げます。 

平成 25 年 3 月 

国土交通省 国土政策局 国土情報課 
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１ 調査の概要 

1.1 調査の目的 

本調査は、自然災害等に対する土地の安全性に関連して、土地本来の自然条件等の情報

を誰もが容易に把握・活用できるように、過去からの土地の状況の変遷に関する情報を整

備するとともに、各行政機関が保有する災害履歴情報等を幅広く集約し、総合的な地図情

報として分かりやすく提供することにより、災害等にも配慮した土地取引、災害時の被害

軽減、被災しにくい土地利用への転換を促すなど、安全・安心な生活環境の実現を図るこ

とを目的とする。 

1.2  調査方法及び成果の概要 

これまでの土地分類基本調査の調査項目に加え、土地の開発等により不明となった土地

本来の自然地形や改変履歴等を明らかにするとともに、過去からの土地利用変遷情報を整

備し、災害履歴情報を編集するため、主に次の方法により以下の土地状況変遷及び災害履

歴情報からなる調査成果を作成した。 

調査成果図は、概ね縮尺５万分１の精度で編集し、同縮尺の地形図を背景図として地図

画像（PDF ファイル）を作成した。 

(1) 調査方法 

土地状況変遷情報は、５万分の１都道府県土地分類基本調査成果や国土地理院作成の土

地条件図等既存の地形分類図、明治以降に作成された旧版地図、昭和 20年頃の米軍撮影

空中写真、最新の空中写真等を活用して作成した。 

災害履歴情報は、地方公共団体や関係行政機関等が調査した水害、地震災害等の現地調

査図等の資料より編集した。 

(2) 本調査による調査成果 

① 土地状況変遷情報 

ⅰ．自然地形分類図 

土地本来の自然地形である山地・丘陵地、台地、氾濫原低地、自然堤防、旧河道、湿

地、三角州・海岸低地等に分類した図である。なお、現況の人工改変地にあっては改変

前の自然地形を復元し分類している。 

ⅱ．人工地形分類図 

人工改変地を埋立地、盛土地、切り盛り造成地等に分類した図である。なお、本調査

成果図では、人工地形及び自然地形を重ねて「人工地形及び自然地形分類図」にまとめ

て作成している。 

ⅲ．土地利用分類図（２時期分） 

過去に作成された５万分の１地形図を利用して、明治・大正期（現在から概ね 120

年前）と昭和 40 年代（同概ね 50 年前）の２時期の土地利用状況を復元し分類した図で

ある。 
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② 災害履歴情報 

ⅰ．災害履歴図 

浸水状況、地震被害等の既存資料図を基に、被害分布等の図にとりまとめて編集した

ものである。 

ⅱ．災害年表・災害関連情報 

年表形式の災害記録、災害に関する文献情報等をとりまとめたものである。 

③ 調査説明書 

調査成果図等の利用の参考とするため、本説明書を作成している。 

④ 調査成果図 GIS データ 

各調査成果図の GIS データを作成している。 

  
1.3 調査実施体制 

(1) 地区調査委員会 （敬称略）         

委員長                

海津 正倫  奈良大学文学部 教授（名古屋大学名誉教授） 

委員 

（学識経験者） 

藤本  潔  南山大学総合政策学部 教授 

堀  和明  名古屋大学大学院環境学研究科 准教授 

（関係県・政令市） 

絹村 敏美  静岡県交通基盤部農地計画課 課長 

立花  充  三重県地域連携部水資源・地域プロジェクト課 課長 

中山 貴裕  静岡市総務局危機管理部 防災対策課 課長 

曽我 廣秀  浜松市産業部農林業振興課 課長 

(2) 実施機関 

① 計画機関 

国土交通省国土政策局国土情報課

② 受託機関 

地形分類調査・土地利用履歴分類調査

国際航業株式会社

災害履歴調査

昇寿チャート株式会社

実施管理

株式会社 パスコ
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２ 調査地域の概要 

2.1 地域の位置 

「磐田・掛塚」の対象地域（以下「本図幅」という。）は、国土交通省国土地理院発行

５万分の１地形図の「磐田」（北緯 34°40′～50′、東経 137°45′～138°00′）の全域

及び「掛塚」（北緯 34°30′～40′、東経 137°45′～138°00′）の全域（座標は日本測

地系※）の、静岡県西部に位置する面積約 401.2km の範囲である。 

図 2-1 に本図幅の位置図を示す。 

図 2-1 調査位置図 

                                                                                                                                                    
※世界測地系(日本測地系 2000)では、「磐田」図幅は 34°40′11.9″～34°50′11.9″Ｎ、137°44′49.1″～137°59′

49.0″Ｅ、「掛塚」図幅は 34°30′12.0″～34°40′12.0″Ｎ、137°44′49.1″～137°59′49.1″Ｅの範囲。

35°10′ 

35°00′ 

34°50′ 

34°40′N 

137°30′ 137°45′ 138°00′ 138°15′ 138°30′E
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2.2 地域の行政概要 

本図幅に関係する市区町村は、静岡県の４市１町（浜松市、磐田市、掛川市、袋井市、、

周智郡森町）である（図 2-2、表 2-1）。 

図 2-2 関係市町村 

表 2-1 関係市町村（面積、人口、世帯数） 

 図幅内面積 行政面積 行政区域内世帯数 同 人口総数 

計 44,360ha 223,015ha 462,152 世帯 1,213,022 人

磐田市 13,831 16,408 63,181 172,073 

浜松市 11,186 155,804 320,085 815,614 

袋井市 10,774 10,856 31,337 86,859 

掛川市 6,458 26,563 41,189 118,559 

周智郡森町 2,111 13,384 6,360 19,917 

1.図幅内面積は、本調査における図上計測値。 

2.行政面積は国土地理院「平成 23年全国都道府県市区町村面積調」（平成 23年 10 月 1日現在）による。 

3.人口、世帯数は平成 22年国勢調査人口集計結果による。 

浜松市 
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2.3 地域の特性 

(1) 沿革 

本図幅は、全域がかつての遠江国に属し、明治４（1871）年の廃藩置県により、浜松県

となった。その後、明治９（1876）年に旧駿河国、伊豆国からなる静岡県と合併し、現在

の静岡県となった。 

本図幅の中心部に位置する磐田市は、奈良時代以前から遠江国の国府が置かれ、以後室

町時代まで「遠江府中」とも呼ばれ、遠江国の中心地であった。江戸時代には、江戸と京

都とを結ぶ東海道の宿場町として、本図幅内では袋井宿（現袋井市）、見附宿（現磐田市）

が整備された。 

明治期以降は、江戸時代宿場町であった袋井宿、見附宿を中心に町村合併が繰り返され、

昭和 23（1948）年に磐田市が、昭和 29（1954）年に掛川市が、昭和 33（1958）年に袋井

市がそれぞれ市制施行された。両市は、その後も周辺町村との合併で市域を拡大し、現在

に至っている。 

本図幅内では、ＪＲ東海道新幹線、ＪＲ東海道本線、東名自動車道、国道１号など、日

本の交通の大動脈がほぼ東西に通過し、交通の要衝としても重要な位置を占めている。 

(2) 気候 

磐田の気候を 1981～2010 年の磐田気象観測所（アメダス）の平年値（表 2-2）からみ

ると、年降水量は 1，723.4mm で、月降水量は 12 月、１月に 50mm／月前後と少ないが、

梅雨期の６月と秋霖期の９月には多く、それぞれ 200mm／月を超えている。年平均気温は

16.0℃、最寒月（１月）の日最低気温の月平均は 2.1℃、最暖月（８月）の日最高気温の

月平均は 30.2℃となり、太平洋岸の温暖な気候となっており、冬季も比較的暖かい。 

平均風速は１月、２月に強くそれぞれ 2.9m/s となっており、最も弱い８月（1.9m/s）

に比べ 1.0m/s も強くなっている。最多風向は、西北西の月が多く、８月を除く各月とも

西寄りの風が卓越している。また、年間日照時間は 2,197.4 時間で、梅雨期の６月に少な

くなるものの、８月には 230 時間／月を超え、他の月も 180 時間／月を超えている月が多

い。 
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表 2-2 磐田の気候表（1981～2010 年の平年値） 

降水量 気温 風向・風速 日照時間

(mm) (℃) (m/s) (時間) 要素 

合計 平均 最高 最低 平均 最多風向 合計 

1981    1981    1981    1981    1981    1981    1986    
統計期間 

  ～2010   ～2010   ～2010   ～2010   ～2010   ～2010   ～2010 

資料年数 30 30 30 30 30 30 25 

1 月 52.1 6.1 10.7 2.1 2.9 西北西 184.9

2 月 74.3 6.6 11.4 2.3 2.9 西北西 183.8

3 月 136.8 9.7 14.3 5.1 2.8 西北西 191.3

4 月 155.1 14.3 18.7 9.8 2.5 西北西 197.9

5 月 167.4 18.2 22.2 14.3 2.2 西 192.6

6 月 229.8 21.5 25.0 18.5 2.0 西南西 145.1

7 月 181.9 25.0 28.4 22.3 2.0 西南西 179.8

8 月 152.6 26.5 30.2 23.4 1.9 西 236.4

9 月 226.3 23.8 27.9 20.4 2.0 東北東 170.1

10 月 154.7 18.6 23.2 14.6 2.0 西北西 164.8

11 月 106.7 13.4 18.3 9.1 2.2 西北西 167.3

12 月 49.5 8.4 13.3 4.2 2.6 西北西 183.2

年 1,723.4 16.0 20.3 12.2 2.3 西北西 2,197.4

「日本気候表（気象庁,2011）」による磐田気象観測所（アメダス）の平年値。 

統計期間は 1981～2010 年の 30年間。但し日照時間は、1986～2010 年の 25年間。 

(3) 地形及び地質の概要 

本図幅の範囲は、静岡県の西部に位置し、本州中央部の高山地の一つである赤石山地の

南に接する丘陵地・台地と、それらの間にひらける天竜川・太田川流域の低地とからなっ

ている。 

丘陵地・台地は、磐田原、三方原の２つの台地（砂礫台地）が、天竜川をへだててその

東西に配置し、図幅東部から中北部にかけては、標高 250ｍ以下の丘陵地で構成されてい

る。これら丘陵地・台地の間には氾濫原低地が発達し、図幅西側には天竜川の形成した低

地が、また図幅東側には太田川水系の各河川によって形成された低地が広がる。 

地質的にみると、本図幅ではほとんどが未固結堆積物及び半固結堆積物からなり、固結

堆積物は図幅北東部の丘陵地に砂岩、泥岩など部分的にみられるのみである。その他の丘

陵地においては、砂質、礫質の半固結堆積物が表層を覆っている。台地においては、図幅

東部に広がる磐田原台地では厚さ 30～60ｍの礫層で構成され、層厚は南部で厚い。表層

部は、礫層を覆って厚さ１～２ｍのローム質土層が堆積している。また、図幅北西端の三

方原台地も磐田原台地と同様に礫層で構成されている。低地においては、天竜川沿いが扇

状地性の地形がより顕著なことから礫質、砂質で覆われている地域が広いのに対し、太田

川流域の低地では勾配が比較的小さく、泥質の堆積物が厚く堆積している。 

（５万分の１土地分類基本調査「磐田・掛塚」説明書による）。
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３ 調査地域の地形及び土地の開発、保全及び利用との関係 

本調査では土地条件図などの既往資料や空中写真判読、精密標高データなどに基づき自然

地形分類図（図 3-1）及び人工地形分類図（図 3-5）を作成した。

自然地形分類図については、現在、改変済みの範囲についても、終戦直後の空中写真や明

治期の旧版地形図などから元々の地形を復元して図化している。また、人工地形については

低地での宅地開発等による盛土地、丘陵地などでの大規模改変地（人工平坦地）や人工平坦

地での元々の谷の位置、宅地開発等による切土地などを新旧の空中写真や地形図の比較から

抽出・図化している。

3.1 地形概説 

 (1)地形分布の概要 

  本図幅の南端は遠州灘の海域となっていて、海岸線の背後には低平な海岸平野がみられ

る。図幅の西側の３分の１ほどの範囲は天竜川沿いの低地となっていて、その東側には磐

田原の台地があり、図幅の東側３分の１ほどには山地や丘陵地とそれらを開析する谷底平

野や氾濫原低地が分布している。東部の山地や丘陵地は春野山地、袋井丘陵地、小笠山丘

陵地に分けられ、低地は磐田原台地を境に、太田川平野と浜松平野に分けられ、海岸沿い

の砂丘や砂州は遠州海岸砂丘地に区分される。(図 3-3) 
  本図幅の東側の山地・丘陵地は稜線高度が北東部の春野山地や小笠山丘陵地の小笠山周

辺で 200m 前後、袋井丘陵地や小笠山丘陵の外縁部では 100m 未満となり、基盤の地質

としては前期中新世～鮮新世にかけての堆積岩類がみられ、北側がより古く、南にかけて

新しい時代の地層がみられるようになる。小笠山丘陵地は中期更新世の堆積物が基盤を覆

って堆積しており、磐田原台地にも同時期の堆積物がみられる。山地や丘陵地を流下する

河川は南～南西に向かって流下しており、太田川平野に流下してから遠州灘に流出する河

川が多い。磐田原台地は天竜川と太田川の分水界となっており、北側の段丘面の高度は

130m に達し、南側では 10m 未満となり、低地と連続している。浜松平野は天竜川沿い

の扇状地や氾濫原低地などからなり、旧河道や自然堤防が数多く、広範囲にみられ、太田

川平野は上流側に谷底低地や氾濫原低地がみられ、下流側には三角州・海岸低地や湿地が

みられ、数は少ないが、旧河道や自然堤防もみられる。海岸側には、古い時期の砂州の高

まりが２列ほどみられる。

  人工地形としては磐田や袋井の市街地周辺の低地での盛土地や、山地・丘陵地での工場

などの大規模改変地（人工平坦地（宅地等））、茶などの栽培のための大規模改変地やゴル

フ場（人工平坦地（農地等））がみられる。沿岸部ではあるが、外洋に面した海岸のため、

埋立地は福田港周辺にわずかにみられる程度ある。
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図 3-1 磐田・掛塚地域の自然地形分類図 

凡  例
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3.2 地形細説 

本図幅における山地や丘陵地、低地などの地形地域区分は、20 万分の１土地分類調査

や５万分の１土地分類基本調査（地形分類図）（図 3-2）、その他の文献（町田ほか編，2006）
などを参考に、土地履歴調査として、対象地域全域で統一の区分及び呼称を採用した（図

3-3）。

資料：経済企画庁(1965) 
図 3-2 1/5 万土地分類基本調査における地形地域区分 
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図 3-3 本図幅における地形地域区分 

(土地履歴調査おいて設定した区分及び呼称) 

凡  例 
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(1) 山地 

春野山地

  本図幅の山地は北東側に、大井川と天竜川の間に広がる春野山地の外縁部が分布してお

り、春野山地は太田川の源流域にあたる春埜山(883.0m:図幅外)周辺を中心とする山地で、

春埜山周辺の稜線高度は 800～1000m ほどで、稜線高度は南や西側に向かって徐々に減

じ、本図幅にかかる南西側外縁部では稜線高度 100～200m ほどの起伏の小さな山地とな

り、南側の丘陵地に漸移している。春野山地の北部は始新世から漸新世の堆積岩などから

なり、本図幅が含まれる南部は中新世から鮮新世にかけての砂岩や泥岩などの堆積岩が広

く分布している。山地を流下する河川は北東から南西方向に向かって流下する河川が多く、

本図幅内では太田川、原野谷川、一宮川などが北東から南西方向に向けて流下している。

本図幅内では谷底と稜線との比高が 50m 前後の起伏が小さな山地が広くみられ、ゴルフ

場や工業団地に造成されている箇所が多い。

(2) 丘陵地 

  本地域では丘陵地は春野山地の南側に連続して分布する袋井丘陵地と図幅南東部に分

布する小笠山丘陵地が分布している。

袋井丘陵地

  袋井丘陵地は春野山地と袋井市街地の間に広がる丘陵地で、稜線高度 40～100m ほど

の開析が進んだ丘陵地となっている。丘陵地には数多くの開析谷がみられ、主谷は北東及

び北から南西及び南方向に流下しており、幅 200～500m ほどの比較的幅広い谷底低地と

なっており、谷底の勾配は緩く、谷出口付近は原野谷川や太田川の氾濫原低地に閉塞され

る形となって低湿な低地となっており、湿地として採用した。袋井丘陵地は起伏が小さい

ためゴルフ場や工業団地、住宅団地などに造成された箇所が多くみられる。

小笠山丘陵地

  小笠山丘陵地は袋井や掛川(図幅外)の市街地の南側に位置する丘陵地で、小笠山

(264.8m)を中心とする東西約 12km、南北約９km の、袋井丘陵と比較すると開析が進ん

でいない丘陵地で、本図幅には西側半分が含まれる。丘陵の稜線高度は小笠山周辺で 250
～265m ほどで最も高く、南西側に向かって高度を減じ、南西側の丘陵地縁辺部では 40
～60m ほどになり、全体的に突出する部分がみられない。また、谷底の低地と尾根との

比高は丘陵の中心部(各河川の上流側)では 100m 前後、丘陵地縁辺部では 30～50m ほど

となっている。水系は小笠山周辺から南～西方向にかけて流路長が長い小笠沢川や西大谷

川の谷が発達しており、丘陵の北側は流路長が短い小河川の谷が多くみられる。南～西方

向に延びる谷は延長６～７㎞ほどで谷底面の勾配は約 20‰(20/1000≒1.15°)前後、丘陵

の北側の谷の勾配は約 35‰(35/1000≒2.00°)前後となっている。土(1968)は小笠山丘陵

地(小笠丘陵)の元となった堆積物の堆積面は南西側に大きく傾いていることを示し、小笠

山丘陵地は古い時代からの隆起域で新しい地形面と比べると強く変位しているとしてい

る。小笠山丘陵から流下する河川は下流部に扇状地を形成するものが多く、北側の小河川

や南側の西大谷川などでは丘陵地の縁辺部に土石流堆積地形や扇状地を形成している。
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(3) 台地 

 本地域の台地には磐田原台地と三方原台地の広い台地がみられ、そのほか、小笠丘陵の

縁辺部や原野谷川流域に局所的な段丘がみられる。なお、浜北区新原付近の更新世段丘は

沖積面との比高が２～数 m であるので低地に含めた。

磐田原台地

  磐田原台地は天竜川の東側に広がる東西２～４km、南北約 12km の更新世段丘で最終

間氷期最盛期(ステージ 5e;約 13 万年前)に形成された河成段丘とされる。段丘面の高度は

北側で 130m に達し、南側に向かって徐々に高度を減じ、段丘の南端では 10m 未満とな

り、南側の沖積低地と連続して接している。段丘面の勾配は 10‰(10/1000≒0.57°)ほど

で、現在の天竜川沿いの低地の勾配 1.7‰(1.7/1000≒0.10°)と比べて極めて勾配が大き

くなっており、これは段丘面の形成期以降の傾動運動のためとされる。台地の西縁は天竜

川の河食崖を起源とする直線的な斜面が連続し、上流側では比高が 100m 近くに達して

いる。台地の東縁は太田川の支川に開析され、谷の出入りが多くなっており、北側の春野

山地に連続している。磐田原の台地には台地の長軸と平行な南側へ流下する小河川がみら

れ、段丘面との比高が 20～25m で幅が 100m 前後の谷底低地を形成している。これらの

谷の上流部は段丘面との比高が小さくなり、浅い谷となっている。また、下流側は西側か

ら回り込んだ天竜川の氾濫原低地や太田平野の自然堤防などに閉塞されて低湿な低地と

なっており、このような箇所は湿地として採用した。磐田台地の周辺には東側の岩井付近

にも同様な湿地がみられる。

三方原台地

  三方原台地は天竜川の西側に広がる東西約 16km、南北約 17km(大半は図幅外)の更新

世段丘で最終間氷期最盛期(ステージ5e;約13万年前)以降に形成された河成段丘とされる。

本図幅には北東端部が位置しており、最も高位で広く分布する三方原面(ステージ 5e)のほ

か、富岡面(ステージ 5c;約 10 万年前)、姥ガ谷面(ステージ 5a;約８万年前)が分布してい

る(小池・町田編,2001)。三方原面は図幅内では標高 85～105m の比較的開析が進んでい

ない段丘面であり、東西 1.5km、南北３km ほどの範囲が図幅内に位置している。三方面

の東側は段丘崖の斜面で区切られており、斜面を挟んで富岡面、姥ガ谷面の段丘面が連続

して分布している。富岡面は図幅内では標高 45～65m の段丘で、幅は 200～500m ほど、

姥ガ谷面は富岡面の下位の標高 35～55m の段丘で、幅は 100～600m ほどの段丘で、段

丘面の勾配は最高位の三方原面とあまり変わらないとされる(小池・町田編,2001)。
その他の台地

  小笠丘陵の縁辺部には標高 20～50m ほどの比較的開析が進んだ段丘が分布しており、

袋井市浅羽から貫名地にかけては東西約２km、南北約２km にわたって開析された段丘

が分布し、段丘面は西側に向かって傾斜している。原野谷川流域には局所的な段丘が所々

にみられ、和田岡古墳群付近や岡津の北側、袋井駅周辺などに原野谷川の氾濫原低地から

の比高が 25～30m の段丘や 10～15m の段丘がみられる。比較的まとまって分布する和

田岡古墳群付近の段丘は東西１km、南北 2.5km ほどの２面の段丘面で、和田岡古墳群が

位置する高位の段丘は標高 45～65m ほどで茶畑などとして利用されており、低位の段丘

は標高 40～55m ほどで高田集落が立地している。
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(4) 低地 

本地域の低地は大きく分けると、天竜川沿いの扇状地や氾濫原低地などからなる浜松平

野と、太田川流域の谷底低地や氾濫原低地、三角州・海岸低地などからなる太田川平野に

分けられ、それらの南側の遠州灘の沿岸部には砂州・砂堆や砂丘からなる遠州海岸砂丘地

が細長く広がっている。

浜松平野

  浜松平野は天竜川沿いの扇状地や氾濫原低地などからなり、天竜川を挟んだ東西の幅は

北端で約６km、南側では 10km 以上に達し、広い低地を形成している。低地には天竜川

の網状流の痕跡の旧河道や自然堤防が広範囲にみられ(写真 3-1)、北部の緩扇状地では幅

50m 前後の数多くの網状の細流の跡がみられ、中～南部の氾濫原低地では幅 100～200m
ほどの旧河道がより大きく回り込むようになり、蛇行するようになる。緩扇状地と氾濫原

低地をとおした勾配は 1.7‰(1.7/1000≒0.10°)で、緩扇状地の区間は 2.2‰(2.2/1000≒
0.13°)、氾濫原低地の区間では 1.1‰(1.1/1000≒0.06°)となっている。北西部には浜北

区新原付近に沖積面との比高が２～数 m のごく低い更新世段丘が東西４km、南北４km
ほどの範囲に広がっているが、背後から扇状地に覆われており、南側は段丘崖の斜面がな

く、緩扇状地面に連続する。氾濫原低地の最下流部は磐田原台地の段丘より海側に張り出

しており、段丘の南側に回り込むように広がっている。既存のボーリング資料によると北

部の緩扇状地の地域では砂礫層が厚く堆積しており(柱状図№41～44)、中～南部の氾濫原

低地では、シルト～砂質の堆積物がみられるようになり(柱状図№32,33,38～40,45～52)、
場所によっては 細粒堆積物が優占し、有機物が混じる低湿な環境を示す箇所もみられる

(柱状図№46)。

写真 3-1 旧河道(手前の水田)と自然堤防(奥の畑や宅地) 
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太田川平野

太田川平野は太田川やその支川の流域に広がる低地で、上流側は春野山地や袋井丘陵地

の間を流下する谷底低地であり、中流は磐田原台地や小笠山丘陵地に境された比較的広い

氾濫原低地、下流側は遠州海岸砂丘地の背後の三角州・海岸低地や湿地となっている。上

流側の谷底低地は太田川本川の上流や支川の原野谷川の上中流は幅 500m～1km ほどの

谷底低地がみられ、それらの支川にも幅 200～500m ほどの谷底低地が発達している。太

田川の中流や原野谷川の下流には幅 700m～３km ほどの氾濫原低地が広がり旧河道や自

然堤防が所々にみられ、袋井丘陵地や小笠山丘陵地、磐田台地の支谷の谷出口付近では溺

れ谷地形による湿地が形成されている。太田川下流域の三角州・海岸低地は、国土地理院

(1982)や林(2010)によると JR 東海道本線のやや上流の標高７～８m 付近まで及び、低地

の勾配は氾濫原低地では 3.7‰(3.7/1000≒0.21°)、三角州・海岸低地では 0.7‰(0.7/1000
≒0.04°)となっていて、大きく違っている。三角州・海岸低地では太田川沿いなどに旧

流路や自然堤防が連続してみられ、海岸側の松原や太郎助付近には海岸線と平行に伸びる

幅100～300mほどの古い時期の砂州の高まりがみられる。三角州・海岸低地の周辺には、

周囲の台地や丘陵地と自然堤防や古い時期の砂州などに囲まれた低湿な低地がみられ、湿

地として採用した。また、三角州・海岸低地のうち、東側の弁財天川の周辺は 1707 年宝

永地震の前までは広い入江が存在し、横須賀湊と呼ばれる港があったが、地震によって地

盤が隆起して水深が減少し、港が衰退されたとされる(図 3-4;藤原ほか,2007)。既存のボ

ーリング資料によると氾濫原低地の地域では基本的に粘土やシルト、砂からなる細粒堆積

物がみられるが、所々に砂礫層が挟在し、河川の蛇行により堆積環境が変化したものと考

えられる(柱状図№１～11)。三角州・海岸低地のうち、海側の古い砂州・砂堆がみられる

地域では上部に砂礫が優占する箇所が多く(柱状図№23,23,27,29)、その背後には粘土やシ

ルト、砂からなる堆積物が厚く堆積しており(柱状図№13～15,18～22,34,35)、閉塞され

た低地では有機質な堆積物がみられる(柱状図№16,17,22,34,36)。

資料：藤原ほか(2007) 

図 3-4 太田川平野下流域の古環境図 
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遠州海岸砂丘地

  遠州海岸砂丘地は遠州灘沿岸の砂州・砂堆や砂丘からなり、幅は 600m～1.5km で、本

図幅内では海岸部に連続して発達している(写真 3-2)。砂州・砂堆を構成する堆積物は天

竜川から流出した土砂が沿岸流で流されて堆積したものとされ(経済企画庁,1965)、砂や

砂礫が主体となる(柱状図№28)。また、この地域の砂丘は人為が加わったものとされ、弁

財天川河口右岸側の標高 30m ほどの高まりも、漂砂、飛砂による河口閉塞を防ぐ意図で

作られた砂丘とされる(経済企画庁,1965)。

写真 3-2 斜行砂丘と堤間の低地 



16

3.3 地形と土地の開発、保全及び利用との関係 

本図幅は第二次大戦後大きく成長した自動車関連産業が盛んな地域であり、市街地やそ

の周辺では、扇状地、台地などを中心に宅地や工業用地などが広がっている。また、比較

的低地が少ないため、近年は山地や丘陵地も開発されており、工業団地や大規模改変によ

って平坦化された農地、ゴルフ場などが整備されている(図 3-5)。
  山地や丘陵地では、図幅東側の中～南部の丘陵地を中心に工業団地や農地等の開発が行

われ、山地や丘陵の傾斜地を大きく切り盛り造成して平坦な土地を作り出し、工場や茶畑

などの用地を確保している。静岡県内の大規模なニュータウン整備は高度成長期の昭和

40 年代にから始まっていて(表 3-2)、1990 年代まで盛んに行われている。 国土交通省

の「全国のニュータウンリスト」では、袋井市の堀越地区や、磐田市の安久路第二地区の

みあげられているが、袋井丘陵地や小笠山丘陵地だけでも、家代の里、秋葉路、春岡、可

睡の杜、愛野町などに住宅団地がみられ、そのほか、静岡スタジアム周辺、久能周辺など

に工業団地や大規模な工場がみられる。大規模な切り盛り造成地では、地震の際に盛土部

分が変形し、建物に被害が発生することがあり、他地域の事例では平成 23 年（2011 年）

東北地方太平洋沖地震や平成７(1995)年の兵庫県南部地震などで各地に被害が生じたこ

とが知られている。

  台地や段丘では山地や丘陵ほどの大規模な切り盛り造成が行われることは少ないが、浅

い谷に盛土をして段丘面と一連となった平坦地を造成するなどの改変がみられ、磐田市街

地に隣接する磐田原台地の南部では、スズキやヤマハなどの大規模な工場が立地している。

 天竜川沿いの扇状地や氾濫原低地では、元々水田などに利用されていた浅い谷や旧河道に

盛土をして工場用地や宅地等に用いられる箇所がみられる。
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図 3-5 磐田地域の人工地形分類図 

凡  例 
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表 3-2 静岡県における年度別の主要宅地開発状況 

資料：「全国のニュータウンリスト」(平成 22 年度作成),国土交通省土地総合情報ライブラリーホームページ(http://tochi.mlit.go.jp/) 

～1954 1955～1964 1965～1974 1975～1984 1985～1994 1995～2004 2005～

裾野市
千福ニュータウン地区(83ha)

三島市
加茂地区地区(41.2ha) 佐野見晴台地区(45ha)

三島ビューティータウン地区(45ha)

富士市
依田原新田地区(89.6ha)
富士見台地区(75ha)

富士中部地区(90ha)

静岡市
池田地区(41.9ha)

焼津市
石津地区(53ha) 小川第二地区(61.6ha) 焼津市南部地区(166.4ha)

藤枝市
藤枝地区(ふじえだ駿河台118ha) 清里住宅団地地区(30.9ha)

菊川市
南部第二地区(40.8ha)

掛川市
長谷地区(63.9ha)
東名掛川ＩＣ周辺地区(61.8ha)

袋井市
堀越地区(44.7ha)

磐田市
安久路第二地区(47.3ha)

浜松市

都田地区(243.1ha)
佐鳴湖西岸地区(159.7ha)
半田地区(62.5ha)

浜北新都市地区
    (きらりタウン浜北161.7ha)
和地地区(96.3ha)
西都地区(75.3ha)
浜松市船明地区(44ha)

事業開始年
市
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3.4 地形と災害及び保全との関係 

本図幅において地形条件と密接な関係を有する自然災害としては、地震における低地部

の建物被害（軟弱地盤地での建物被害、液状化被害など）、及び人工平坦地における地盤

災害（地震動による造成地の地盤変形等）、津波による低地部の浸水・流失被害、大雨の

際の浸水被害、土砂災害（旧河道での浸水被害、麓屑面及び崖錐でのがけ崩れ、土石流堆

積地での土石流・土砂流出など）をあげることができる。特に山地・丘陵地の人工平坦地

は、盛土箇所の地盤災害と背後の山地斜面からの土砂災害の両方で注意が必要となる。

(1) 地震災害 

  本図幅を含む東海地方は、たびたび海溝型の大規模な地震災害に見舞われ、江戸期の慶

長地震(1605 年：M7.9) 、宝永地震(1707 年：M8.4)、安政東海地震(1854 年：M8.4)は遠

州灘周辺を震源とする地震であり、県内に大きな被害を生じた。本図幅でも、比較的記録

が残っている袋井については、宝永地震では袋井町御伝馬屋敷で 100 戸のうち 97 戸が倒

れ、死者 35 人の被害があり、近辺の百姓家も過半が倒れたとされる。安政東海地震では

袋井宿では残らず焼失して死者 200 人ほどの被害があり、周辺の山梨東西・森町・宇刈

谷・各和村などではほとんどが潰れたとされる (静岡県地震防災センターHP)、その後も

昭和 19 年の東南海地震などの際には広域にわたって大きな被害が発生し、太田川流域で

は住家被害率が大きかったとされる(宇佐美,2003)。また、海溝型の地震と比べると被災

範囲が限られる直下型と思われる地震も発生しており、1686(貞享３)年には浜名湖付近を

震源とする地震があり、遠州横須賀城の石垣が 14 箇所で崩れはらみだしたとされる(宇佐

美,2003)。

 (2) 降雨災害 

  本図幅付近の大まかな地形は南側が遠州灘、北側が比較的標高がある山地となっており、

南側から湿った空気が流れ込んだ際に上昇気流が発生し、雨が降りやすい地形となってい

る。1974(昭和 49)年７月の七夕豪雨(台風８号による豪雨)の際には、赤石山脈に連なる山

地の南縁部にあたる、天竜－静岡－富士を結ぶ地域を中心に記録的な大雨となり、太田川

流域では広範囲で浸水被害が発生し(図 3-6)、太田川堤防決壊 3 ヵ所、家屋全壊流出 87
戸、浸水家屋 2,240 戸、農地浸水 989ha の被害を生じている(静岡県袋井土木事務所 HP)。
その後も 1982(昭和 57)年などに浸水被害を生じている。

  山地・丘陵地では斜面の下部に斜面から崩れ落ちた土砂が堆積した麓屑面・崖錐が分布

し、異常降雨時などにはがけ崩れの危険がある地域となっている。また、渓流や水が集ま

る谷地形の下部には土石流によって運ばれた土砂が堆積して、小規模な扇状地(沖積錐)や
勾配のある谷底低地が形成されており (これらをあわせて「土石流堆積地」とした) 、異

常降雨時には土石流が発生したり、渓流から土砂が流出する危険がある地域となっている。
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資料：国土庁・静岡県(1984) 

図 3-6 狩野川台風及び七夕豪雨による浸水域 
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４ 土地利用の変遷の概要 

4.1 過去の土地利用状況の概要 

(1) 明治 23（1890）年頃（現在から概ね 120 年前）の土地利用 

本図幅では、明治 23（1890）年に全域にわたって５万分の１地形図が作成されており、

また、２万５千分の１地形図に関しては大正６年(1917 年)に測図されている。このため、

本図幅においては、明治期の土地利用分類図（第 1期）として、５万分の１地形図を基礎

資料にして地形図の読図による土地利用分類を行い、５万分の１地形図で読図が難しい範

囲については、２万５千分の１地形図を補足的に用いて土地利用分類を行った。作成した

明治 23（1890）年頃の土地利用分類図を図 4-1 に示す。 

                 ※行政界・鉄道・道路などは現在の情報 

図 4-1 本図幅における約 120 年前(明治 23(1890)年頃)の土地利用 
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①山地、丘陵地における土地利用 

本図幅の東側に広がる春野山地、袋井丘陵地、小笠山丘陵地の土地利用をみると、広

く森林が広がるが、袋井丘陵地を中心に荒地がみられ、一部の山林が荒廃していたこと

が伺われる。山麓の緩斜面や谷あいには集落が立地して、山地や丘陵地を開析する谷は

水田や茶畑として利用されており、袋井丘陵地では水田としての利用が多いが、小笠山

丘陵地では茶畑として利用が多い(図 4-2)。 

図 4-2 明治 23(1890)年頃の小笠山丘陵地の地形図 

②台地における土地利用 

本図幅には天竜川の東側に広がる磐田原や天竜川の西側の三方原の段丘や、袋井丘陵

地、小笠山丘陵地の周辺の小規模な段丘などの台地が広くみられる。明治期には磐田原

や三方原の台地の大半は森林となっており、台地の縁辺部や台地を刻む谷の周辺には集

落が立地して、その周辺には茶畑や桑畑がみられる(図 4-3)。袋井丘陵地、小笠山丘陵

地周辺の小規模な台地は主に茶畑として利用されている。 

図 4-3 明治 23(1890)年頃の磐田原周辺の地形図 
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③低地における土地利用 

本図幅には天竜川沿いに広がる浜松平野と太田川流域に広がる太田川平野の低地が

みられ、それらの低地を構成する扇状地や谷底低地、氾濫原低地、海岸平野、湿地等に

は広く水田がみられる。天竜川沿いの浜松平野には水田の他に耕地としては畑も多くみ

られ、北側の扇状地の範囲では水田は旧河道に限定され、扇状地の大半は畑として利用

されている。太田川平野では低地には水田が広くみられ、畑は河道周辺の自然堤防や高

水敷に限られる。集落は天竜川沿いの浜松平野ではパッチ状に点在するのに対し、太田

川平野では周辺の山地との境界部や河道沿いに細長く発達していて、海岸近くでは砂

州・砂堆の高まりに沿って集落が伸びている。遠州灘と接する海岸線付近は幅 500m 以

上の広い海浜がみられ、その内陸側には湿地、森林、畑が帯状に分布している。天竜川

には大きな分流路がいくつもあり、本流と分流路に挟まれた大きな中州には集落や耕地

もみられ、河口付近の掛塚村は大きな中州が１つの村となっていた(図 4-4)。東海道線

の袋井駅、中泉駅(現在の磐田駅)が開業しているが、駅周辺には顕著な市街地の発達は

みられず、旧東海道の街道沿いのなどに比較的大きな集落がみられる。 

図 4-4 明治 23(1890)年頃の掛塚周辺の地形図 
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(2) 昭和 45（1970）年頃（現在から概ね 40年前）の土地利用 

昭和期の土地利用分類図（第２期）は、空中写真測量により改測が行われた２万５千分

の１地形図を編集して作成された５万分の１地形図を基礎資料として、地形図の読図によ

る土地利用分類を行った。本図幅では昭和 45(1970)年に２万５千分の１地形図の改測が

行われ、それに基づき５万分の１地形図が作成されている。５万分の１地形図で読図が難

しい範囲については、２万５千分の１地形図を補足的に用いて土地利用分類を行った。作

成した昭和 45（1970）年頃の土地利用分類図を図 4-5 に示す。 

                 ※行政界・鉄道・道路などは現在の情報 

図 4-5 本図幅における約 40年前(昭和 45(1970)年頃)の土地利用 
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①山地、丘陵地における土地利用 

山地、丘陵地の土地利用をみると、森林が広範囲に広がり、明治期に荒地がみられた

袋井丘陵地でも森林が広くみられる。茶畑や果樹園も増加しており、袋井丘陵地では集

落は以後の山地、丘陵地が茶畑として利用されており、小笠山丘陵地では麓の集落から

離れた山地の奥まで茶畑がみられるようになっており、小笠山丘陵地では果樹園も多く

みられる。また、本図幅では自動車関連産業が発展しつつあり、袋井丘陵地にはテスト

コースが造成され、小笠山丘陵地には工場が進出している。 

②台地における土地利用 

明治期には森林が広がっていた天竜川の東側に広がる磐田原や天竜川の西側の三方

原の段丘には茶畑や果樹園が広がっており、磐田原では明治期以降、深井戸を掘削して

水を確保するなどして開拓を進めたとされ(磐田市ホームページ,図 4-6)、袋井丘陵地、

小笠山丘陵地の周辺の小規模な台地でも茶畑が拡大している。また、磐田原台地では南

部を中心に鈴木自動車やヤマハ発動機などの大規模な工場が進出していて、見附や中泉

を中心に市街化が進んでいる。 

                            注：基図は最新の地形図 

図 4-6 昭和 45(1970)年頃の磐田原周辺の土地利用 

③低地における土地利用 

東海道本線や遠州鉄道、国道１号沿線を中心に市街地化が進みつつあり、袋井駅の北

側、磐田駅の周辺、浜松駅の周辺、遠州貴布祢駅周辺に市街地が形成されており、東名

高速道路のインターチェンジ周辺では大規模な工場がみられる。浜松平野、太田川平野

のうち、南側の地域は明治期には比較的多く畑がみられたが、天竜川から取水する磐田

用水、寺山用水などの整備に伴い水田として利用されるようになっている。また、海岸

付近の海浜や湿地は畑やゴルフ場、自動車テストコースとして利用されるようになって

いる。天竜川にみられた大きな分流路は締め切られるなどして消滅し、明治期には中州

に位置していた松之木島や大塚町、掛塚は周辺の低地と連続している。元々分流路であ

った箇所は主に水田や畑として利用されているが、宅地など利用されている箇所もみら

れる。
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4.2 土地利用変遷の概要 

(1) 土地利用面積の推移 

現在から概ね 130 年前及び 40年前の２時期の土地利用分類図と、国土数値情報として

提供されている 2006 年の土地利用細分メッシュデータに基づき、本図幅における田、畑

(畑・その他農用地)、森林等(森林・荒地・水面)、宅地等(建物・その他の用地)の４つの

主要な土地利用区分毎の面積集計を比較することによって土地利用面積の推移を確認し

た。 

農地をみると 1890(明治 23)年ごろには、田は太田川平野や浜松平野などに広く分布し、

畑は天竜川沿いの低地の自然堤防や遠州灘沿岸の砂州・砂堆になどに分布し、小笠山丘陵

地の谷筋や磐田台地の縁辺部には茶畑を中心にした樹木畑が比較的まとまって分布して

いる。1970(昭和 45)年には袋井、磐田、浜北、浜松東部の市街化が進み、田や畑は比較

的大きく減少している。茶畑を中心にした樹木畑やみかん畑を中心にした果樹園は

1890(明治 23)年ごろには樹木畑が小笠山丘陵地の谷筋や磐田台地の縁辺部の比較的集落

に近い箇所に広く分布しているのに対し、果樹園はほぼみられない状態であったが、

1970(昭和 45)年には磐田原や三方原などで農地の開発が進み、茶畑を中心とした樹木畑

は大きく面積を増加させ、果樹園も三方原を中心に面積が増え、普通畑と同程度まで面積

を増やしている。2006(平成 18)年には田は低地における市街化の進展により減少してい

るが、樹木畑を含む畑などの農用地は田と比較すると減少は少ない。 

森林等は 1890(明治 23)年ごろには春野山地や袋井丘陵地、小笠山丘陵地の山地・丘陵

地のほか、磐田原台地や三方原台地にも広く分布している。また、この当時は山地や丘陵

地には荒地も多くみられる。これらの森林等は第二次大戦後の開拓になどにより、1970(昭

和 45)年には茶畑を中心にする樹木畑やみかん畑を中心とする果樹園となり大きく減少

し、2006 年には山地・丘陵地への工場団地などの開発により若干面積が減少している。 

一方、宅地等は基本的に増加傾向にあり、特に袋井、磐田、浜北、浜松東部周辺では

1890(明治 23)年ごろから 1970(昭和 45)年にかけて増加しており、1970(昭和 45)年以降は

低地や台地の広範囲に宅地化が進んでいる。 

(2) 地形分類別土地利用面積の推移 

明治期、昭和 40 年代、現在の３時期の土地利用面積を自然地形分類毎に整理して地形

分類別の土地利用面積の推移を整理した。 

全体的に田、森林等はどの地形要素においても減少傾向にあるが、田は氾濫低地等にお

いて 1970(昭和 45)年以降の減少が目立ち、森林等は山地や丘陵地、台地おいて 1890(明

治 23)年から 1970(昭和 45)年にかけて第２次世界大戦後の開拓などにより大きく減少し

たが、2006(平成 18)年には比較的変化が少なくなっている。 

樹園を含む畑等は 1970(昭和 45)年には、戦後の開拓により、山地や丘陵地の斜面にお

いて増加しているが、2006(平成 18)年には台地上の市街化などにより面積を減じている。 

一方、増加傾向にある宅地等は、高度成長期に低地への市街地拡大がみられ、その後、

低地のほか、台地においても増加がみられる。 
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(3) 人口集中地区の変遷 

国勢調査では、1960（昭和 35）年以降５年ごとに「人口集中地区」（DID 区域）が設定

されている。本図幅を含む静岡県中部の 1960（昭和 35）年、1980（昭和 55）年、2005（平

成 17）年の 3時期の人口集中地区を図 4-7 に示す。 

1960(昭和 35)年では人口集中地区は袋井、磐田、浜北中心部や浜松市街地の東部にみ

られ、1980(昭和 55)年には既往の市街地の周辺部を中心に拡大し、浜松市東部の人口集

中地区は天竜川沿いまで達している。2005(平成 17)年には既存の人口集中地区の周囲で

の拡大のほか、飛び地的に人口集中地区がみられるようになっている。 

 資料：国土数値情報(人口集中地区) 

図 4-7 本図幅周辺における人口集中地区の推移(1960 年・1980 年・2005 年) 
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５ 調査地域の災害履歴概要 

5.1 災害履歴概説 

(1) 地震 

静岡県に被害を及ぼす地震には、主に相模、駿河、南海トラフ沿いで発生する海溝型巨

大地震と陸域の浅い場所で発生する地震がある（地震調査研究推進本部 2013）。 

本図幅と深い関わりのある巨大地震としては、1498 年明応の地震（M8.2～8.4）、1707

年宝永地震（M8.4）、1854 年安政東海地震（M8.4）、1944 年東南海地震（M7.9）などがあ

げられる。明応の地震は南海トラフ沿いの巨大地震とみられ、津波による全体の被害は、

倒壊流失家屋約 8,500、溺死者数約 51,000 人と推定されている（飯田,1979）。わが国最

大級の地震のひとつと称される宝永地震では、全体で少なくとも死者 20,000 人、家屋の

潰れ 60,000、家屋の流失 20,000、安政東海地震では、全体で死者 2,000～3,000 人、家屋

の潰れ・焼失が約 30,000 と言われている（理科年表,2012）。東南海地震については、次

の詳説にて述べる。いずれも地震の揺れ・津波・火災・山崩れ等によって甚大な被害が生

じた。1946 年南海地震（M8.0）では津波による家屋浸水等があった。 

1944 年の東南海地震では駿河湾は震源域とならず、1854 年の安政東海地震以来その付

近のひずみは蓄積されたままであると考えられている。よって、駿河トラフ周辺を震源域

とした M8程度の「東海地震」の発生が懸念されており、静岡県では全市町村が「東海地

震」の地震防災対策強化地域に指定されている。東南海・南海地震についてもおよそ 100

～150 年の周期で発生しており（図 5-1）、本図幅にかかる全市町が、著しい地震災害が生

じるおそれがあるとして「東南海・南海地震防災対策推進地域」に指定されている。 

静岡市から浜名湖付近にいたる広い範囲には、深さ 20～30km の定常的な地震活動が点

在している。静岡市付近では、1935 年や 1965 年の静岡地震（それぞれ M6.4、M6.1）など

犠牲者が生じるような地震が発生しており、いずれも震源の深さ 10～20km の直下型地震

で中部地域に被害が集中した。なお、本図幅近辺にはないが、県内の主要な活断層として

神縄・国府津－松田断層帯、北伊豆断層帯、富士川河口断層帯などがあげられる。 

(2) 津波災害 

本図幅の範囲で主な津波災害としては、明応 7（1498）年明応地震、宝永 4（1707）年

宝永地震、嘉永 7 (1854)年の安政東海地震、昭和 19（1944）年東南海地震による津波が

図 5-1 過去に発生したプレート境界型地震 

（中央防災会議 2010） 
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ある。 

明応 7（1498）年明応地震による津波の高さは、旧浅羽町で 5ｍと推定されている。宝

永 4（1707）年宝永地震による津波の高さは、旧浅羽町で 3ｍ程度とされている。嘉永 7 

(1854)年の安政東海地震による津波の高さは、旧福田町福田で 3.5ｍ、旧福田町の海岸で

6ｍ、旧竜洋町掛塚で 4.5ｍとされている（静岡県地震防災センター）。昭和 19（1944）年

東南海地震による津波の高さは、磐田で 1.5～2ｍとされている（飯田汲事．1977）。 

安政東海地震時の津波浸水域を、静岡県地震防災センターが当時の文献を基に津波の到

達点を算出し、浸水域を再現した報告書として取りまとめている。 

(3) 風水害 

本図幅では、一級河川の天竜川と二級河川の太田川が北から南へと流れている。流域で

はたびたび、河川の氾濫による浸水被害が発生している。主なものは、明治 44年 8月、

昭和 49 年 7 月、昭和 50 年 10 月、昭和 57年 9月、近年では平成 10 年 9 月の洪水である。 

明治 44（1911）年 8 月、台風による豪雨により天竜川流域や太田川流域で浸水。静岡

県全域の被害は、死者 21人、行方不明者 6 人、全壊家屋 99戸、半壊家屋 216 戸、流失家

屋 202 戸、住家浸水 12400 戸（静岡地方気象台、静岡県産業気象協会．静岡県異常気象災

害誌．1980）。昭和 49(1974)年 7月、台風 8号(七夕台風)による集中豪雨により天竜川流

域や太田川流域で浸水。静岡県全域の被害は、死者・行方不明者 36人、全壊・流失家屋

104 戸、半壊家屋 117 戸、床上浸水 22,151 棟（静岡県地震防災センター）。昭和 50 年 10

月、低気圧と温暖前線の停滞と通過による大雨により天竜川流域や太田川流域で浸水。静

岡県全域の被害は、死者 5 人、建物全壊 1 棟、半壊 8 棟、床上浸水 2,784 棟、床下浸水

10,006 棟（静岡地方気象台、静岡県産業気象協会．静岡県異常気象災害誌．1980）。昭和

57 年 9 月前線と台風 18号による大雨により天竜川流域や太田川流域で浸水。静岡県全域

の被害は、死者 14 人、行方不明者 1 人、住家の全壊 51 棟、半壊 31 棟、床上浸水 6,578

棟。平成 10 年 9 月、台風と秋雨前線による豪雨により天竜川流域や太田川流域で浸水。

静岡県全域の被害は、全壊家屋 5 戸、半壊家屋 3 戸、床上浸水 233 戸、床下浸水 1,470

戸（静岡県災害年報）。 

(4) 地盤沈下 

本図幅内の中遠の太田川、西遠の天竜川付近において地盤沈下が認められる。 



30

5.2 災害履歴詳説 

(1) 地震 

①作図資料 

本図幅の範囲で、記録が正確な明治以降に、多大な被害をもたらした地震としては、

昭和 19（1944）年の東南海地震がある。この地震について、被害の記録として住家被

害率を図化した。宝永 4（1707）年の宝永地震、嘉永 7（1854）年の安政東海地震につ

いては、磐田、掛塚地区にも大きな被害をもたらしたが、住家被害の資料が少ないため

住家被害率の図化は出来なかった。 

液状化発生地点及び地震によるひび割れ（地割れ）地点は、地震別に発生地点を図化

した。 

表 5-1 地震に関する災害履歴図作成の概要 

出典 （東南海地震） 

大庭正八．1944 年 12 月 7 日東南海地震に見られた遠江地方の

家屋被害分布と地盤との関係．東京大學地震研究所彙報. 第 35

冊第 1号．1957，p240-292 

建物被害率 

図化方法 1944 年東南海地震による部落別被害家屋統計に記載されてい

る、市町村（当時）別の戸数、住家被害数（全潰、半潰別）よ

り被害率を集計し地図上に示した。旧市町村名は、旧版地図よ

り特定した。 

出典 若松加寿江．日本の液状化履歴マップ 745-2008．東京大学出

版会，2011.製品シリアル番号:JLM0973 

（東南海地震、天竜川以東） 

中部建設協会浜松支所．天竜川 治水と利水．中部地方建設局

浜松工事事務所，1990 ,p.84 

東南海地震記録集編集委員会．昭和 19 年東南海地震の記録．

静岡県中遠振興センター，1982, p.216 

液状化発生地点 

図化方法 文献に整理された液状化の発生地点を、地震別、精度別に図化

した。 

（東南海地震、天竜川以東） 

文献の地図に記載されている地点を地図上に示した。 

出典 （宝永地震、安政東海地震） 

静岡県地震対策課．静岡県地震対策基礎調査報告書．1978，

P42-44,62 

（東南海地震） 

中部建設協会浜松支所．天竜川 治水と利水．中部地方建設局

浜松工事事務所，1990, p.82 

東南海地震記録集編集委員会．昭和 19 年東南海地震の記録．

静岡県中遠振興センター，1982, p.216 

地震によるひび

割れ（地割れ）

地点 

図化方法 文献に記載されている地点を地図上に示した。 

②東南海地震 

ⅰ．地震の震源・規模 

昭和19(1944)年 12月 7日に発生した東南海地震の規模は地震の規模はマグニチュー

ド 7.9 で、震源域は三重県から愛知県沖とされる。南海トラフに沿った地域で、プレー

トの沈み込みで発生した低角逆断層地震であり、断層は紀伊半島の先端から御前崎まで

伸びている。 

ⅱ．被害の概要 

被害の概要を表 5-2 に示す。 

被害は、静岡、愛知、三重各県に多い。住家被害率が最も大きかったのは静岡県であ
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り、特に太田川流域の被害は著しかった。 

表 5-2 東南海地震による府県別被害 

府県名 

死者 

行方不明者 

（人） 

負傷者

（人）

住家全壊

（戸） 

住家半壊

（戸） 

非住家全壊

（棟） 

非住家半壊

（棟） 

愛知県 438 1,148 6,411 19,408 10,121 15,890

静岡県 295 843 6,970 9,522 4,862 5,553

三重県 406 607 3,776 4,537 1,417 2,228

岐阜県 16 38 406 541 459 388

奈良県 3 17 89 177 244 224

滋賀県 7 76 28 38

和歌山県 51 74 121 604 46 63

大阪府 14 135 199 1,629 124 63

山梨県 13 11 14 3

石川県 3 11 6 8

福井県 1 2 2 3

兵庫県 2 3 23 9

長野県 12 47 1 2

計 1,223 2,864 17,611 36,565 17,347 24,473

（飯田汲事, 1977 による） 

ⅲ．建物被害率 

大庭正八．1944 年 12 月 7日東南海地震に見られた遠江地方の家屋被害分布と地盤と

の関係に記載されている、市町村（当時）別の戸数、住家被害数（全潰数、半潰数）（表

5-3）より全潰率（全潰数/全戸数）、半潰率（半潰数/全戸数）を計算して地図上に示し

た（図 5-3）。 

災害履歴図には、災害発生当時の市町村名を表示している。図中で、市町村名のみを

記載した市町村は、資料中に被害報告の記載はないものの、実際には被害が生じていた

可能性がある。なお、災害履歴図に表示した市町村界は、災害発生時期に近い年代の状

況を既存資料により参考表示したものであり、災害発生当時の市町村とは一致しない場

合がある。 
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図 5-2 静岡県における住家被害率分布図（飯田汲事, 1976） 

表 5-3 東南海地震による家屋被害（大庭正八, 1956） 
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図 5-3 東南海地震による建物被害率 

③液状化発生地点 

若松加寿江．日本の液状化履歴マップ 745-2008（図 5-4）より、液状化の発生地点

を、地震別、精度別に図化した（図 5-6）。東南海地震、天竜川以東については、中部

建設協会浜松支所．天竜川 治水と利水の情報（図 5-5）を追加採用し、移写した。な

お、横須賀町（当時）内については、上記資料該当調査地域外のため、東南海地震記録

集編集委員会．昭和 19年東南海地震の記録より、液状化発生地点（西大渕）（表 5-4）

を旧版地図より位置を特定し追加した。 

図 5-4 日本の液状化履歴マップ磐田（若松加寿江, 2011） 
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図 5-6 液状化発生地点 

④地震によるひび割れ（地割れ）地点 

宝永４（1707）年宝永地震、嘉永７（1854）年安政東海地震による地割れ地点は、静

岡県地震対策課．静岡県地震対策基礎調査報告書の情報より移写した。 

図 5-5 東南海地震による太田川、天竜川

付近で見られた液状化現象の場所 

（中部建設協会浜松支所, 1990） 

表 5-4 昭和 19年東南海地震の記録 

（東南海地震記録集編集委員会, 1982） 
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昭和 19（1944）年東南海地震よる地割れ地点は、中部建設協会浜松支所．天竜川 治

水と利水（図 5-7）より移写した。なお、横須賀町（当時）内は、上記資料該当調査地

域外のため東南海地震記録集編集委員会．昭和 19年東南海地震の記録より、地割れ地

点（西大渕）（表 5-4）を旧版地図より位置を特定し追加した（図 5-8）。 

図 5-8 地震によるひび割れ（地割れ）地点 

図 5-7 東南海地震による太田川、天竜川付近で見られた地割れの場所 

（中部建設協会浜松支所, 1990）
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(2) 津波災害 

①作図資料 

嘉永 7（1854）年安政東海地震の津波の浸水域は、静岡県地震防災センター作成の、

浸水域再現図データを使用した。 

また、再現データを補足するために、当時の文献から安政東海地震と東南海地震の津

波到達地点情報を基に地図上に示した。 

表 5-4 津波災害に関する災害履歴図作成の概要 

出典 （安政東海地震） 

静岡県地震防災センター．第3次地震被害想定報告書．2001（GIS

データ） 

津波の浸水域 

図化方法 報告書データを地図上に移写した。 

出典 土地分類基本調査図（土地履歴調査）土地利用分類図 第 1期 明治期の海岸線 

図化方法 図面の海岸線を移写した。 

出典 （東南海地震） 

飯田汲事．昭和 19年 12 月 7日東南海地震の震害と震度分布．

愛知県防災会議．1977, p.540 

沿岸での津波観

測値 

図化方法 文献に整理された到達地点図を地図上に移写した。 

②嘉永 7(1854)年安政東海地震津波浸水域 

本図幅では、報告書として作成されたデータの海岸線を現在のものと一致させ、併せ

て、往時の海岸部地形を参照できるようにするため、土地利用分類図 第 1 期（図 5-10）

より明治 23（1890）年の海岸線を移写した（図 5-9）。 

図 5-9 安政東海地震による津波の浸水域 
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図 5-10 土地利用分類図 第 1期 

③昭和 19(1944)年東南海地震の津波観測値 

津波浸水域データを補足するために、飯田汲事．昭和 19年 12 月 7日東南海地震の震

害と震度分布に記載されている津波到達地点（表 5-5）を、地名より位置を特定して地

図上に移写した（図 5-11）。数値は T.P 上波高（ｍ）。数値に関しては資料に記載のま

ま表記している。 

表 5-5 東南海地震の津波の波高 

（飯田汲次, 1977） 

図 5-11 東南海地震による津波観測値
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(3) 風水害 

①作図資料 

本図幅の範囲での風水害による災害は、昭和 49(1974)年台風 8 号(七夕台風)による

洪水、堤防決壊及び橋梁流出などである。静岡県全域に渡って被害をもたらしたが、主

に静岡県警察本部監修の文献や、各河川事務所の資料を基に浸水域を図化した。なお、

洪水による浸水域は、浸水域が図面資料として残されているものについて図化した為、

磐田、掛塚地区に浸水被害をもたらした災害でも、浸水域が図化されていない場合があ

ります。また、図化した各災害についても、全ての浸水域が図面資料として残されてい

る訳では無く、浸水被害を網羅したものでは無いことに留意して下さい。 

表 5-6 風水害に関する災害履歴図作成の概要 

出典 静岡県警察本部．昭和 49年 7月 7日～8日台風 8号及び梅雨前

線による大雨に伴う災害警備の概況.1974, p.33 

津田川河川改修促進協議会．繰り返すまい、七夕災害記録総集．

1977 

国土交通省．天竜川系流域及び河川の概要，第 4章水害と治水

事業の沿革．2008，p.5,6 

静岡県．天竜川水系安間川河川整備計画．2004，p.11 

静岡県．天竜川水系一雲済川河川整備計画．2002，p.5 

静岡県．太田川水系河川整備計画．2001, p.11,12 

洪水による浸水

域 

図化方法 文献に整理された浸水範囲を、地図上に移写した。 

出典 旧版地図 明治期の天竜川

の旧流路 図化方法 地図を移写した。 

②明治 44年 8月 4日洪水による天竜川左岸の浸水 

ⅰ．気象状況 

台風の影響により、雨量は大井川から天竜川流域にかけて 300～800mm 達した。 

ⅱ．災害規模 

静岡県全域の被害の概要を表 5-7 に示す。 

天竜川では 4 日夜半広瀬村一貫地～三家間で約 600m、岩田村寺谷新田で約 180m およ

び勾阪上で堤防が破壊し、濁流は南下して鉄道路線 2 個所を破壊し、今之浦川以西の各

村は浸水した。 

表 5-7 明治 44年 8月台風による被害 

各数値は静岡地方気象台、静岡県産業気象協会．静岡県異常気象災害誌．1980 による。 

ⅲ．浸水域、堤防決壊地点 

浸水域、堤防決壊地点は、国土交通省．天竜川系流域及び河川の概要，第 4 章水害と

治水事業の沿革に記載されている図面（図 5-12）を移写し、旧版地図の地名と地形に

死者（人） 21 住家浸水（戸） 12,400

負傷者（人） 19 非住家浸水（戸） 1,614

行方不明者（人） 6 道路（個所） 419

全壊（戸） 99 橋（個所） 1,558

半壊（戸） 216 堤防（個所） 808

一部破損（戸） 49 山（がけ）くずれ（個所） 1,804

流失（戸） 202
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合うように調整した（図 5-13）。 

③昭和 36(1961)年 6 月豪雨による浸水 

ⅰ．気象状況 

梅雨前線と熱帯低気圧の影響により、静岡県各地で浸水などの被害が発生した。23

日から 30 日にかけての雨量は山間部で 500～700mm、平野部で 200mm～400mm。 

ⅱ．災害規模 

静岡県全域の被害の概要を表 5-8 に示す。 

図 5-12 天竜川左岸浸水地域 

(国土交通省，2008） 

図 5-13 明治 44（1911）年 8月 4日洪水に

よる天竜川左岸の浸水域、堤防決壊地点 
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表 5-8 昭和 36年 6月豪雨による被害 

各数値は静岡地方気象台、静岡県産業気象協会．静岡県異常気象災害誌．1980 による。 

ⅲ．浸水域 

浸水域は、国土交通省．天竜川系流域及び河川の概要，第 4 章水害と治水事業の沿革

（図 5-14）より移写し、地形に合うように調整した（図 5-15）。 

④昭和 49(1974)年台風 8号(七夕台風)による浸水、堤防決壊  

ⅰ．気象状況 

7 月 1 日 沖の鳥島付近に発生。中心気圧 965 ミリバール、最大風速 35 メートルの

大型台風に発達。 

7 月 6日 日本上陸後、四国、中国に集中豪雨が襲い死傷者多数出る。  

7 月 7日 梅雨前線を刺激し集中豪雨は静岡県西部から県下を縦断した。特に静岡市

内では、8 日、AM2：50～3：50 の時間雨量 84.5mm を記録した。また、7 月 7 日午前 9

時から 8 日午前 9 時までの静岡市の 24時間連続雨量は 508mm を記録し、これは静岡地

方気象台観測史上最高記録となった。六百年に一度の大雨という。 

死者（人） 24 床上浸水（むね） 6,854

行方不明者（人） 2 床下浸水（むね） 15,752

負傷者（人） 50 非住家浸水（むね） 1,049

全壊家屋数（むね） 77 道路決壊（個所） 518

半壊家屋数（むね） 227 橋梁決壊（個所） 95

一部破損家屋数（むね） 71 堤防決壊（個所） 280

流失家屋数（むね） 65 山崩れ（個所） 695

図 5-14 昭和 36年 6月洪

水時の浸水地域 

(国土交通省，2008） 

図 5-15 昭和 36(1961)年 6 月豪雨による浸水域
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ⅱ．災害規模 

静岡県全域の被害の概要を表 5-9 に示す。 

この雨により、赤石山脈・木曽山脈という日本の屋根に挟まれ、その急峻な地形ゆえ

に古来より水害に悩まされた天竜川水系は、多くの災害をもたらした。 

表 5-9 七夕台風による被害 

各数値は静岡県地震防災センターによる 

ⅲ．浸水域、堤防決壊地点 

浸水域は、静岡県警察本部．昭和 49 年 7 月 7 日～8 日台風 8 号及び梅雨前線による

大雨に伴う災害警備の概況、津田川河川改修促進協議会．繰り返すまい、七夕災害記録

総集より移写した。また、天竜川水系安間川流域は、天竜川水系安間川河川整備計画, 

2002（図 5-16）より、天竜川水系一雲済川流域は、天竜川水系一雲済川河川整備計画, 

2002（図 5-17）より、太田川流域は、太田川河川整備計画, 2001（図 5-18）よりそれ

ぞれ移写して追加した。各浸水域は、地形に合うように調整した（図 5-19）。 

             

死者・行方不明者（人） 36 床上浸水（棟） 22,151

負傷者（人） 34 床下浸水（棟） 42,940

全壊・流出家屋数（戸） 104 道路・橋梁決壊（個所） 590

半壊家屋数（戸） 117 山崩れ（個所） 741

図 5-17 七夕台風による浸水域

（天竜川水系一雲済川河川整備計

画, 2002） 

図 5-18 七夕台風による浸水域 

（太田川河川整備計画, 2001） 

図 5-16 七夕台風による

浸水域 

（天竜川水系安間川河川

整備計画, 2002） 
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図 5-19 七夕台風による浸水域、堤防決壊地点 

⑤昭和 50年 10 月 7～8日洪水による浸水域 

ⅰ．気象状況 

日本海の低気圧と台風 14 号崩れの南岸の低気圧及びこれらを結ぶ温暖前線の停滞と

通過による大雨で、西部沿岸で 200～300mm。 

ⅱ．災害規模 

静岡県全域の被害の概要を表 5-10 に示す。 

浜松市、磐田市、袋井市、掛川市などで浸水被害が発生した。 

表 5-10 昭和 50年 10 月 7～8日大雨による被害 

各数値は静岡地方気象台、静岡県産業気象協会．静岡県異常気象災害誌．1980 による。 

ⅲ．浸水域 

浸水域は、静岡県．天竜川水系安間川河川整備計画（図 5-20）より移写し、地形に

合うように調整した（図 5-21）。 

死者（人） 5 床下浸水（棟） 10,006

負傷者（人） 5 道路破損（箇所） 70

住家全壊（棟） 1 橋梁流出（箇所） 11

住家半壊（棟） 8 堤防決壊（箇所） 37

床上浸水（棟） 2,784 山（崖）くずれ（箇所） 145
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⑥平成 10年 9月 23～24 日洪水による浸水域 

ⅰ．気象状況 

台風 7・8号及び秋雨前線の影響により静岡県全域で激しい雨に見舞われ、雨量は 23

日 0 時から 24 日 24 時までに福田 273mm、掛川 212mm、浜松 143mm を記録した。 

ⅱ．災害規模 

静岡県全域の被害の概要を表 5-11 に示す。 

表 5-11 平成 10年 9月 23～24 日大雨による被害 

各数値は静岡県災害年報による 

ⅲ．浸水域 

浸水域は、天竜川水系安間川流域は、静岡県．天竜川水系安間川河川整備計画（図

5-22）より、天竜川水系一雲済川流域は、静岡県．天竜川水系一雲済川河川整備計画（図

5-23）より、太田川流域は、静岡県．太田川水系河川整備計画（図 5-24）より移写し、

地形に合うように調整した（図 5-25）。 

住家全壊（棟） 5 住家床下浸水（棟） 1,470

住家半壊（棟） 3 道路（カ所） 172

住家一部破損（棟） 33 橋梁（カ所） 7

住家床上浸水（棟） 233

図 5-21 昭和 50年 10 月 7～8日洪水による浸水域 
図5-20 昭和50年10月洪水に

よる浸水域 

（天竜川水系安間川河川整備

計画, 2002） 
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図 5-23 平成 10年 9月洪水による浸水域 

（天竜川水系一雲済川河川整備計画, 2004）

図 5-22 平成 10年 9月洪水による浸水域

（天竜川水系安間川河川整備計画, 2002）

図 5-24 平成 10年 9月洪水による浸水域 

（太田川水系河川整備計画，2001）
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図 5-25 平成 10年 9月 23、24 日洪水による浸水域 
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(4) 地盤沈下 

①作図資料 

静岡県くらし・環境部環境局水利用課．平成 16年度中遠地域地盤沈下調査変動量図

（図 5-26）及び平成 19年度西遠地域地盤沈下調査変動量図（図 5-27）より、水準点・

水準基標番号を地図上に示した（図 5-28、図 5-29）。また、静岡県くらし・環境部環境

局水利用課．静岡県地盤沈下調査結果中遠地域（表 5-13）及び静岡県地盤沈下調査結

果西遠地域（表 5-14）より、調査地点の集計期間、集計期間の累積沈下量、集計期間

の最大沈下年、集計期間の最大沈下量をそれぞれ表示した。 

集計期間中に移転・改埋があった水準点・水準基標は集計対象外とした。 

調査期間詳細は以下のとおり。 

＜中遠地区＞

昭和 55 年，昭和 57年，昭和 59 年，昭和 62 年，平成 2年，平成 6 年，平成 10 年，

平成 16 年 

＜西遠地区＞

昭和 54 年，昭和 57 年，昭和 59 年，昭和 61 年，平成 1年，平成 5年，平成 9 年，平

成 12年，平成 19 年 

※「144」の数値については、この地点で磐田バイパス工事が行われており、その影響

により大きな数値となっていると考えられる。 

※「チ-17」の数値については、標石の人為的な移動形跡が認められるため、他の地点

より大きな沈下傾向が認められるが、その影響が含まれていると考えられる。 

表 5-12 地盤沈下に関する災害履歴図作成の概要 

出典 静岡県くらし・環境部環境局水利用課．静岡県地盤沈下

調査結果中遠地域．2004 

静岡県くらし・環境部環境局水利用課．平成 16 年度中

遠地域地盤沈下調査変動量図．2004 

静岡県くらし・環境部環境局水利用課．静岡県地盤沈下

調査結果西遠地域．2007 

静岡県くらし・環境部環境局水利用課．平成 19 年度西

遠地域地盤沈下調査変動量図．2007 

地盤沈下調査地点 

図化方法 文献の地図に記載されている地点を地図上に示した。
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表 5-13 静岡県地盤沈下調査結果中遠地域 

（静岡県くらし・環境部環境局水利用課, 2004） 
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表 5-14 静岡県地盤沈下調査結果西遠地域 
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（静岡県くらし・環境部環境局水利用課, 2007） 

図 5-26 地盤沈下調査変動量図 中遠地域 

（静岡県くらし・環境部環境局水利用課, 2004） 
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図 5-27 地盤沈下調査変動量図 西遠地域 

（静岡県くらし・環境部環境局水利用課, 2007） 

図 5-28 地盤沈下調査地点 
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図 5-29 地盤沈下調査地点 
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６ 調査成果図の見方・使い方 

6.1  地形分類図 

(1) 自然地形分類図 

自然地形分類図は、既存の地形分類図等を参考に、空中写真、地形図等を利用して、宅

地造成等により土地の人工改変が行われる前の自然地形を含め、地形の形態・形成時期・

構成物質等により土地を分類した地図である（表 6-1）。 

これまでの地形分類図では、現状の人工地形が優先して表示される場合があり、改変前

の自然地形の詳細が把握できない等の問題を抱えていた。そのため、この調査で提供する

自然地形分類図は、地形改変により不明瞭になった地形界線を明確に定めると同時に、か

つて存在していた池沼や河川の状況、盛土される前の低地の地形等を分類・復元すること

で、現在は失われた過去の地形を読み取ることができるようにしている。土地をその成り

立ちや、生い立ち、形態等により分類した地形分類図からは、災害に対するそれぞれの土

地の潜在的可能性を知ることができる。 

表 6-1 自然地形分類区分 

分類 定義 

山地斜面等 山地・丘陵地の斜面や台地縁辺の斜面等をいう．海岸の磯や岩礁，離れ岩等を含む． 

麓屑面及び崖錐 斜面の下方に生じた岩屑または風化土からなる堆積地形． 
山
地

土石流堆積地 岩塊，泥土等が水を含んで急速に移動，堆積して生じた地形で，溪床または谷の出口にあるもの． 

砂礫台地（更新世段丘） 
更新世に形成された、地表の平坦な台状または段丘状の地域で，表層が厚く，且つ未固結の砂礫層からなるもの．

台
地

砂礫台地（完新世段丘） 
完新世に形成された、地表の平坦な台状または段丘状の地域で，形成時期が新しく、未固結の砂礫層からなるも

の 

緩扇状地 山麓部から氾濫原低地へと広がる，主として砂や礫からなる，傾斜の緩やかな扇状の堆積地域．  

扇状地 山麓部にあって，主として砂や礫からなる，やや傾斜の急な扇状の堆積地域． 

谷底低地 山地，丘陵地，台地を刻む河川の堆積作用が及ぶ狭長な平坦地． 

氾濫原低地 
扇状地と三角州・海岸低地の中間に位置し，河川の堆積作用により形成された広く開けた平坦地で，自然堤防、

旧河道または湿地を除く低地． 

自然堤防 河川により運搬されたシルト～中粒砂が，河道及び旧河道沿いに細長く堆積して形成された微高地． 

旧河道 過去の河川流路で，周囲の低地より低い帯状の凹地． 

湿地 
自然堤防や，砂州等の後背に位置するため，河川の堆積作用が比較的及ばない沼沢性起源の低湿地．現況の湿地

を含む． 

三角州・海岸低地 河口における河川の堆積作用で形成された低平地． 

砂州・砂堆、礫州・礫堆 波，河流または潮流によって生じた砂または礫の堆積した微高地． 

砂丘 風によって生じた，砂からなる波状の堆積地形． 

天井川及び 

天井川沿いの微高地 

堤防設置によって周囲の地形面より高くなった河床及びこれに沿って形成された微高地． 

河原・河川敷 現況の河原及び河川敷（低水敷・高水敷）をいい，堤内地の旧河原・旧河川敷を含む． 

低
地

浜 汀線付近の砂や礫で覆われた平坦地（砂浜及び礫浜）をいい，人工改変地内の旧浜を含む． 

現水部 現況が海，または河川，水路，湖沼等の水部．干潟を含む． 水
部 旧水部 過去の海または湖沼等で，現存しないもの． 

崖 長く延びる一連の急傾斜の自然斜面． 副
分
類 凹地・浅い谷 細流や地下水の働きによって台地または扇状地等の表面に形成された凹地や浅い谷． 

(2) 人工地形分類図 

人工地形分類図は、宅地造成等に伴って地形が改変されている範囲を最近の空中写真や

地形図等を利用して抽出し、土地の改変状況によって「人工平坦地」や「盛土地」等に分
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類した地図である(表 6-2)。 

昨今、特に都市地域では、市街地の拡大に伴って、従来の地形の多くが大きく改変され

るとともに、開発から年月が経過し、最近は土地本来の自然の状況（自然地形）がわから

なくなっている地域が各地で見られるようになっている。 

丘陵地等で住宅団地の開発のため、切り盛り造成等により宅地整備が行われた「人工平

坦地」の中には、現在ほとんど平坦な土地であっても、開発前には尾根や谷が入り組んだ

起伏のある土地だったところがある。この調査では、そうした人工平坦地内について、か

つて谷があった場所を、開発前の状況がわかる地形図や空中写真から調査し、「旧谷線」

として表示している。 

また低地では、かつて水田等に利用されていた低湿地等に土を盛って造成した「盛土地」

や、池沼を埋め立てた「埋立地」等の人工地形を分類している。こうした情報を自然地形

分類と組み合わせて活用することにより、土地の安全性に関する情報を得ることができる。 

表 6-2 人工地形分類区分 

大分類 小分類 摘要 

宅地等 
山地・丘陵地や台地等の斜面を切土または盛土により造成した平坦地や緩傾斜地のうち，主として住宅や工業

団地等の造成によるもの．造成に伴って生じた人工斜面を含む． 

農地等 上記のうち，主に農地整備，ゴルフ場造成等によるもの．造成に伴って生じた人工斜面を含む． 

人工平坦地 

（切り盛り造成地）

旧谷線 人工平坦化地内の山地・丘陵地にかつて存在した谷線． 

改変工事中の区域 人工的な地形改変が進行している区域及び採石・採土場，採鉱地等及びその跡地． 

盛土地 低地等に 0.5ｍ以上盛土して造成された土地．台地上の凹地・浅い谷部分の盛土地を含む． 

埋立地 水部等を埋め立てして造成された土地． 

切土地 山地・丘陵地や台地等の斜面を人工的に切土して生じた平坦地及び急傾斜の人工斜面． 

(3) 地形分類図から見た土地の安全性 

自然地形分類図及び人工地形分類図からは、災害に対するそれぞれの土地の潜在的可能

性を判断することができる。特に人工地形が分布する地域では自然地形分類を合わせて参

照し、その土地の元々の地形条件を把握することにより、土地の安全性に関する詳細な情

報を得ることができる。 

例えば低地の盛土地は、谷底低地、氾濫原低地、旧河道・三角州・海岸低地・湿地とい

った、盛土施工前の地形を自然地形分類図から判断することにより、表 6-3 に示すような

地震の揺れの大きさや液状化の可能性、高潮や洪水氾濫による浸水の可能性等を知ること

ができる。 



54

表 6-3 地形分類と潜在的な自然災害の可能性 

分類 地震に際して予想される災害 大雨・洪水に対して予想される災害 

山地斜面 
崖や急斜面の近くでは，斜面崩壊や落石の可能性がある． 急斜面等では斜面崩壊の可能性があり，上流部の地質や崩

壊の状況により，豪雨時には谷沿いや谷の出口付近で土石

流発生の可能性がある． 

麓屑面及び崖錐 

背後に崖や急斜面がある場所では，斜面崩壊や落石の可能

性がある．また，地質や傾斜等の状況によっては地すべり

が発生する可能性がある． 

谷沿いや谷の出口付近では，上流部に崖錐や麓屑面が多数

存在する場合，豪雨時に土石流発生の可能性がある．また，

地質や傾斜等の状況によっては地すべりが発生する可能

性がある． 

山

地

土石流堆積地 
傾斜のある場所では，斜面崩壊や落石の可能性がある．地

質や傾斜等の状況によっては地すべりが発生する可能性

がある． 

豪雨時に土石流発生の可能性がある．また，地質や傾斜等

の状況によっては地すべりが発生する可能性がある． 

台

地 砂礫台地 

（更新世段丘） 

（完新世段丘） 

台地の縁辺部の斜面では崩壊や地すべりの可能性がある． 通常は洪水時に浸水することはないが，凹地などでは浸水

することがある．また、低地や近くの水路との間に十分な

高さがない台地では，洪水時に冠水することがある．逆に

低地との間に高さがある台地では，縁辺部での斜面崩壊や

地すべりの可能性がある．こうした地域では過去の浸水実

績や土砂災害実績を知ることも有効である． 

緩扇状地 

扇状地 

一般的に地盤は良好だが，末端部では液状化の可能性があ

る． 

豪雨時に砂礫の浸食・堆積の可能性があるが，排水は良好

である．上流部の状況により，洪水時には土石流発生の可

能性がある． 

谷底低地 
低地の中でも堆積物の状況により地震の揺れが増幅され

る可能性がある．また，斜面の近くでは，斜面崩壊の危険

性がある． 

洪水時に冠水することもあるが，概ね排水は速やかであ

る．斜面の近くでは，斜面崩壊の可能性がある． 

氾濫原低地 
低地の中でも地震の揺れが増幅されやすく，液状化の可能

性がある。 

河川洪水，内水氾濫の可能性がある． 

自然堤防 
低地の中でも地震の揺れが増幅されやすく，液状化の可能

性がある．  

異常の洪水時に浸水することがあるが，周囲の氾濫原低地

と比べ高く，排水も速やかである． 

旧河道 
低地の中でも地震の揺れが増幅されやすく，液状化の可能

性が特に高い地域である． 

明瞭な凹地では洪水の通り道となる場合があり，排水状況

も悪いため，浸水時には長く湛水することがある． 

三角州・海岸低地
低地の中でも地震の揺れが増幅されやすく，液状化の可能

性が特に高い地域である．また，沿岸部では津波により浸

水することがある． 

洪水時に湛水したり，高潮による浸水の可能性がある．

砂州・砂堆， 

礫州・礫堆 

地震の揺れが増幅され，砂州と砂州の間の低地では液状化

の可能性がある．沿岸部では津波の影響を受けることがあ

る． 

比高のさ小さい砂州・砂堆では洪水や以上の高潮等で冠水

することがあるが，排水は速やかである． 

湿地 
地震の揺れが増幅され，地盤変異の可能性がある．  盛土の状況により違いはあるが，洪水時には排水がきわめ

て悪く，長時間湛水する可能性がある． 

砂丘 
地震の揺れが増幅され，液状化の可能性がある．傾斜地や

造成した土地では崩壊の可能性がある． 

比高の小さい砂丘では洪水等で冠水することがあるが，排

水は速やかである． 

自

然

地

形

が

分

布

す

る

地

域

低

地

天井川及び天井川沿

いの微高地 

地震の揺れで天井川の堤防が崩壊、決壊等した場合，周辺

の低地部への流水の可能性がある． 

河川の増水による，周辺の低地部への流水の可能性があ

る． 

人工平坦地 
（宅地等） 

特に谷埋め盛土地やその周辺では，地盤が変形したり盛土

部分が崩壊する可能性がある． 

背後に急傾斜面がある場合では，斜面崩壊の可能性があ

る．また，盛土地では崩落や地すべりの可能性がある．

人工平坦地 

（農地等） 

特に谷埋め盛土地やその周辺では，地盤が変形したり盛土

部分が崩壊する可能性がある． 

背後に急傾斜面がある場合では，斜面崩壊の可能性があ

る．また，盛土地では崩落や地すべりの可能性がある．

山
地

・

台

地

等 改変工事中の区域
採石・採土中の切土地周辺では，斜面崩壊の可能性がある． 採石・採土中の切土地周辺では，斜面崩壊の可能性がある．

谷底低地の 

盛土地 

低地の中でも地震の揺れが増幅されやすく，高い盛土地で

はさらに揺れが増幅される可能性がある． 

十分な盛土の高さがない土地では，洪水時に浸水すること

があるが，概ね排水は速やかである． 

氾濫原低地の

盛土地 

低地の中でも地震の揺れが増幅されやすく，高い盛土地で

はさらに揺れが増幅される可能性がある．  

十分な盛土の高さがない土地では，河川洪水，内水氾濫の

可能性がある． 

旧河道，湿地等

の盛土地 

低地の中でも地震の揺れが増幅されやすく，液状化の可能

性がある．高い盛土地では，さらに揺れが増幅される可能

性がある． 

十分な盛土の高さがない土地では，河川洪水，内水氾濫の

可能性がある． 

盛

土

地

旧河道、三角州・

海岸低地、湿地

等の盛土地

低地の中でも地震の揺れが増幅されやすく，液状化の可能性

がある．高い盛土地では，さらに揺れが増幅される可能性があ

る．沿岸部では,津波の影響を受けることがある．

十分な盛土の高さがない土地では，河川洪水，内水氾濫のほ

か，沿岸部では高潮による浸水の可能性がある．

埋立地 
低地の中でも地震の揺れが増幅されやすく液状化の可能

性が特に高い土地である． 

周囲の水面に比べ十分に盛土の高さがない土地では，河川

洪水，内水氾濫等により浸水する可能性がある． 

低

地

切土地 
切土斜面が半固結・未固結の場合，地震の揺れによる崩壊

の可能性がある． 

切土斜面が半固結・未固結の急斜面の場合，斜面崩壊の可

能性がある． 

人
工

地

形

が

分

布

す

る

地

域

旧谷線 
旧谷線の周辺は厚い盛土の可能性があり，地震の揺れが増

幅され，地盤が変形したり盛土部分が崩壊する可能性があ

る． 

旧谷線の周辺は厚い盛土の可能性があり、異常降雨時には

地盤が緩み、盛土部分が崩壊する可能性がある。 

6.2 土地利用分類図 

土地利用分類図は、現在から概ね 120 年前（明治期）及び概ね 40 年前（昭和 40年代）
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の２時期の旧版地図を判読し、地形図作成当時の土地利用を分類し、その分布状況を表示

した地図である。 

(第１期) 現在から概ね 120 年前の明治期の地形図には、当時の市街地や集落、森林・

農地・河川等が詳細に描かれている。土地利用分類図では、それらを判読し、主要な土地

利用ごとに色分けして表示している。 

(第２期) わが国では、1960 年代後半から空中写真を利用した精度の高い地形図の整

備が全国的に開始された。その時代の地形図から作成した土地利用分類図では、現在から

概ね 40 年前の土地利用の状況を読み取ることができる。 

なお、明治期、昭和期の２時期の土地利用分類図は、共通の凡例で分類している。その

ため、現在の地形図を背景に２時期の土地利用分類図を見比べることにより、その都市の

現在の市街地で、かつてどのような土地利用がなされていたかを知ることができる。 

表 6-4 土地利用分類区分 

分類 定義 

田 水稲，い草などを栽培している田．季節により畑作物を栽培するものを含む． 

沼田 泥が深く，ひざまでぬかるような田（この分類は明治期だけに適用）． 

畑 麦・陸稲・野菜などを栽培する土地をいい，牧草地，芝地を含む． 

果樹園 りんご・梨・桃・ブドウなどの果樹を栽培する土地． 

樹木畑 桑，茶を栽培している土地．桐・はぜ・こうぞ・しゅろ等を栽培している畑を含む． 

森林 高さ２ｍ以上の多年生植物の密生している地域．植林地においては樹高が２ｍ未満であっても森林とする．高さ２ｍ以下の竹，笹の

密生している土地． 

荒地・海浜等 自然の草地からなる土地及び露岩地，崩壊地，砂礫地などで植物に覆われていない土地．万年雪で覆われた土地を含む． 

湿地 干上がった湖沼の跡などの排水の悪い土地で，雨期には水をたたえるところ． 

建物用地 住宅や建物類似の構築物，商業・業務・工業・公共・流通・通信・各種の処理施設等に利用されている土地． 

交通施設用地 鉄道，道路，空港などに利用されている土地． 

その他の用地 空地，公園緑地，墓地，採石地，採鉱地，自衛隊などの特別な用途に利用されている土地． 

水部 河川，湖沼，ため池等の内水面および海面や干潟． 

6.3 災害履歴図 

災害履歴図は、国、地方公共団体、その他関係各機関等が調査した資料に基づき、地域

に大きな影響を与えた災害の発生状況や、その被害の様子を示した地図で、災害の種類ご

と分けて作成している。この図では、比較的信頼性の高い情報のうち、最低でも縮尺

1/50,000（図上の１cｍが現地の 500ｍに相当）レベル以上の精度を持つ資料を選定して

表示している。なお、地図には災害状況等の情報とともに、対象とした資料で扱った調査

範囲を示している。引用する被害調査図等の資料が不十分なため、地図に掲載されていな

い災害があるほか、災害の種類や規模等の条件により、調査範囲外の地域でも被害が生じ

ているような場合があり、この地図に全ての災害が表示されているわけではないことに留

意する必要がある。 

なお、災害履歴図の作成にあたり参照した資料の詳細や、被害の場所等を特定できない

災害の状況等、その他参考になる事項を、この説明書に記述している。災害履歴図は、地

形分類図や土地利用図等と見比べたり、さらに詳しい文献を調べたりすることで、その土

地の安全性について理解を深めることができる。 
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なお、災害発生後の堤防整備や下水道整備、地盤の改良等の防災対策が行われている場

合などには、災害発生当時に比べて、現在は土地の安全性が向上している可能性があるこ

とにも留意する必要がある。 

6.4 成果図面の使い方 

本図幅内で今後も想定される自然災害被害としては、本調査の災害履歴等からみて、異

常降雨時の浸水被害・土砂災害と、大規模地震発生時の建物倒壊、液状化等の地震災害の、

大きく２つが考えられる。これらの被害想定については、国や各自治体が作成している各

種ハザードマップにより、現時点で災害が発生した場合の被害の規模について、ある程度

予測することが可能である。 

しかし、今後も地形改変をともなう土地利用の変化が続くと仮定した場合、ハザードマ

ップ等からでは、新たに地形改変が行われた場所でどのような災害被害が発生するかを予

測することは困難である。本図幅においては、地形的には地形改変の行われていない山麓

部の小起伏地や低地部の氾濫原低地等もまだ多く残っており、これからも開発余地がある

地域といえる。また、すでに人工改変が行われているような場所でも、建築物の更新や再

開発等が行われることも考えられる。 

そのような場合において、その土地本来の地形や過去の災害履歴から、自然災害に対す

る危険度が高い地域なのかどうかを事前に知っておくことは非常に重要であり、災害が発

生した場合でも被害を最小限に留めるための対策を取ることが可能となる。 

本成果図面の使い方としては、一例として以下のような利用方法が考えられる。 

・現在、本図幅内の土地に住む住民、あるいはこれから住まいを構える住民に対し、そ

の土地の地形特性からみた災害に対する危険性をあらかじめ認識いただき、住民自ら、

災害が発生した場合を想定した避難行動や被害を最小限にするための安全対策を考

える機会を提供する。 

・各地域における自治会や自主防災組織等が、自分たちが住む地域の自然災害に対する

危険性や過去の被害状況を把握することにより、より具体的な災害状況を想定した避

難訓練の実施や、防災物資等の備蓄に役立てることができる。 

・学校教育や生涯学習等の場を通して、自分たちの住む地域の自然地誌を学ぶとともに、

災害と地形との因果関係や過去の災害履歴等から、災害から身を守るための防災教育

での資料として活用する。 

・低地部で新たな開発等を行う場合、地形分類より地盤強度が想定できることから、軟

弱地盤の土地においては、計画場所の変更や軟弱地盤対策工法の選択等、事前に対策

を講じることが可能となる。また、災害履歴から、その土地における過去の被害程度

の把握ができることから、防災・減災に向けた対策の必要性についても事前に検討で

きる。 

・緩斜面で切り盛り造成等により人工改変を行う場合、地形分類より地盤強度が想定で

きることから、麓屑面や崖錐などの落石や地すべり等土砂災害の危険性が高い場所で

は、計画場所の変更や土砂災害対策の実施等、事前に対策を講じることが可能となる。

また、災害履歴から、その土地と似た地形条件の場所の土砂災害発生履歴が分かるこ
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とから、防災・減災に向けた対策の必要性についても事前に検討できる。 

防災に関しては、これまでは行政の側から語られることが多かったが、近年の市町村合

併による行政単位の拡大や、行政職員数や防災関連費用の制約等により、行政のみではき

め細やかな防災対策の実施が困難な状況となっている。 

また、近年では集中豪雨などによる災害の局所化、都市部への人口集中などによる被害

の甚大化が予測され、事前の防災対策の必要性・重要性がますます高まっている。 

そのため、上記で述べたように、本成果図面を活用することにより、行政だけでなく、

地域住民が主体となった防災・減災対策を立てるとともに、新たな土地利用を計画する際

に、事前に自然災害に対する危険性を予測し、計画の変更や防災・減災対策の導入に役立

てることが望まれる。 
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馬

3
匹

も
死

ん
だ

。
街

道
の

両
側

か
ら

家
が

倒
れ

、
通

行

で
き

な
く

な
っ

た
。

ま
た

近
辺

の
百

姓
家

も
過

半
が

倒
れ

、
負

傷
者

も

出
た

が
、

死
者

は
な

か
っ

た
。

囲
堤

が
わ

れ
崩

れ
、

川
除

籠
出

し
も

震

動
で

崩
れ

、
所

々
に

地
割

れ
も

で

き
た

。
震

度
は

7
。

 

長
溝

村
で

は
、

地
所

は
裂

け
て

溝

と
な

り
、

井
戸

や
溝

か
ら

は
大

水
が

揺
れ

出
し

た
。

西
の

流
れ

川
は

こ

の
こ

ろ
渇

水
の

と
こ

ろ
、

に
わ

か
に

水
が

湧
き

出
し

て
川

い
っ

ぱ
い

に

溢
れ

た
。

石
据

え
の

家
は

皆
同

じ
 

 
掛

川
で

は
本

丸
天

主
が

大
破

し
、

二
重

櫓
1
箇

所
潰

、
櫓

門
2
箇

所
が

大
破

し
た

。
侍

屋
敷

：
全

壊
1
1
4
戸

, 

破
損

1
2
4

戸
、

足
軽

家
：

全
壊

3
8

戸
、

破
損

3
7
戸

、
町

家
：
全

壊
3
2
6

戸
、

半
壊

7
6
戸

、
死

者
5
人

、
負

傷

者
4
6
人

。
民

家
：
全

潰
1
,1

1
8

戸
、

半
潰

1
,5

5
7
戸

（
と

も
に

寺
社

を
含

む
）
、

死
者

4
人

、
負

傷
者

1
1
人

。

日
坂

宿
で

も
家

々
が

破
損

し
た

が
、

潰
家

は
な

く
、

人
馬

も
無

事
で

あ
っ

た
。

各
地

の
震

度
は

、
掛

川
で

6
～

7
、

日
坂

で
6
。

 

横
須

賀
城

内
外

で
塀

・
石

垣
、

所
々

崩
れ

た
。

（
城

下
の

被
害

）
川

原
町

：
全

壊
1
戸

、
半

壊
6
戸

、
十

六

資 － 9



震
央

位
置

（
°

）
 

被
害

の
あ

っ
た

地
域

 
西

暦
 

（
和

暦
）
 

北
緯

 
東

経
 

規
模

 

（
M

）
 

地
域

 

（
地

震
名

称
）
 

湖
西

市
浜

松
市

磐
田

市
袋

井
市

森
町

掛
川

市

死
2
4
人

。
ほ

か
に

橋
本

村
・
大

倉

戸
村

な
ど

で
、

流
失

4
1
戸

、
潰

家

2
2

戸
。

御
役

船
も

1
1
0

隻
中

8
0

隻

が
流

失
破

損
し

た
。

津
波

の
高

さ

は
3
m

程
度

。
（
旧

新
居

町
）
 

5
m

。
（
旧

舞
阪

町
）
 

気
賀

の
関

所
御

門
か

た
む

き
、

柵

塀
は

残
ら

ず
倒

れ
、

石
垣

も
破

損

し
た

。
祝

田
村

も
強

く
ゆ

れ
、

道
路

が
通

行
で

き
な

く
な

っ
た

所
も

あ

る
。

震
度

は
気

賀
で

5
。

気
賀

で
は

本
高

2
,6

0
0
石

余
の

土
地

が
、

津
波

で
田

畑
1
,7

0
0

石
余

荒
地

に
な

っ

て
、

長
く

潮
が

引
か

な
か

っ
た

。
津

波
の

高
さ

は
推

定
で

5
～

6
m

。
（
旧

細
江

町
）
 

 
よ

う
に

倒
れ

、
倒

れ
な

い
家

は
村

中
で

2
～

3
戸

し
か

な
く

、
掘

っ
立

て

柱
の

家
は

傾
い

て
も

倒
れ

な
か

っ

た
と

い
う

。
震

度
は

浅
羽

で
6
～

7
。

高
さ

3
m

程
度

の
津

波
が

来
襲

し

た
。

（
旧

浅
羽

町
）
 

 
軒

町
：
全

壊
1
戸

、
半

壊
3
戸

、
新

屋

町
：

半
壊

1
戸

、
東

本
町

：
全

壊
5

戸
、

中
本

町
：

全
壊

3
戸

、
半

壊
7

戸
、

西
本

町
：
半

壊
4
戸

、
東

田
町

：

全
壊

1
戸

、
西

田
町

：
半

壊
3
戸

、
大

工
町

：
全

壊
1
戸

、
半

壊
6
戸

、
軍

全

町
：

全
壊

1
戸

、
東

新
町

：
全

壊
2

戸
、

半
壊

3
戸

、
西

新
町

：
全

壊
2

戸
、

半
壊

8
戸

、
石

津
町

：
全

壊
2

戸
、

半
壊

4
戸

。
ま

た
弁

財
天

川
河

口
部

の
入

江
が

地
盤

隆
起

に
よ

っ

て
干

上
が

り
、

港
と

し
て

の
機

能
を

失
っ

た
。

当
地

の
震

度
は

6
～

7
。

（
旧

大
須

賀
町

）
 

 
 

 
 

 

わ
が

国
最

大
級

の
地

震
の

ひ
と

つ
。

東
海

道
・
伊

勢
湾

・
紀

伊
半

島
で

震
害

が
最

も
ひ

ど
く

、
津

波
が

紀
伊

半
島

か
ら

九
州

ま
で

の
太

平
洋

沿
岸

や
瀬

戸
内

海
を

襲
っ

た
。

 

1
8
5
4

年
1
2

月
2
3

日

（
安

政
1
）
 

3
4
.0

 
1
3
7
.8

 
8
.4

 
東

海
・

東
山

・
南

海
諸

道
 

（
安

政
東

海
地

震
）
 

白
須

賀
二

川
で

は
人

家
被

害
な

し
、

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
各

地
の

震

度
は

入
出

で
6
～

7
、

利
木

・
白

須

賀
で

5
と

考
え

ら
れ

る
。

本
白

須
賀

は
津

波
が

あ
っ

た
が

人
家

は
無

難

で
死

者
も

な
か

っ
た

と
い

わ
れ

る
。

白
須

賀
の

海
岸

で
は

6
m

程
度

の

津
波

が
あ

っ
た

と
思

わ
れ

る
。

 

新
居

で
は

北
側

の
家

は
痛

み
少

な

く
、

南
側

の
家

1
3
戸

ば
か

り
半

潰

し
、

ま
た

割
れ

目
か

ら
泥

を
3
尺

も

噴
き

上
げ

た
。

関
所

付
近

で
は

屋

敷
に

潰
・

半
潰

・
大

破
な

ど
の

被

害
。

新
居

で
は

地
震

と
津

波
で

、

8
0
0
戸

の
う

ち
4
0
戸

全
潰

、
1
3
0
戸

半
潰

、
家

形
船

・
渡

船
過

半
流

失

そ
の

他
漁

船
残

ら
ず

流
失

・
破

損
、

漁
師

1
4
～

1
5
人

行
方

不
明

、
5
人

死
亡

し
た

。
今

切
は

2
0
0
間

の
と

こ

ろ
津

波
に

よ
り

7
0
0
間

に
な

っ
た

。

（
津

波
の

高
さ

）
大

元
屋

敷
：

約

3
m

、
関

所
跡

：
2
.5

m
、

新
福

寺
：

3
m

、
東

福
寺

：
3
.8

m
、

高
師

山
：

4
.0

m
、

大
倉

戸
：
6
m

。
 

古
記

録
に

よ
る

と
津

波
は

地
震

後

1
5
分

位
で

襲
っ

た
と

い
う

。
（
旧

新

居
町

）
 

浜
松

で
城

の
門

1
つ

、
角

矢
倉

1
つ

が
落

ち
た

。
寺

院
や

瓦
の

家
は

残

ら
ず

倒
れ

た
。

入
野

村
で

3
2
戸

皆

潰
れ

、
そ

の
他

の
過

半
は

大
破

し
、

死
者

1
人

。
伊

場
・
西

鴨
江

・
志

都
呂

で
は

潰
家

は
な

か
っ

た
が

、

山
崎

村
で

は
家

が
つ

ぶ
れ

、
下

じ

き
に

な
る

も
の

が
あ

っ
た

．
（
各

地

の
震

度
）
入

野
：
 
7
、

篠
原

：
 
6
～

7
、

 
白

羽
・
中

田
島

・
新

橋
・
天

神
・

竜
禅

寺
・

下
飯

田
・

頭
陀

寺
・

馬

郡
・
市

野
：
6
、

本
郷

・
金

折
・
有

玉
・

浜
松

：
5
～

6
、

高
塚

：
5
、

伊
場

・
西

鴨
江

・
志

都
呂

：
4
。

（
津

波
の

高
さ

）

馬
郡

：
3
.2

m
、

坪
井

：
3
.7

m
、

篠
原

：

3
.9

m
程

度
。

 

麁
玉

村
で

全
壊

7
戸

、
半

壊
3
0
戸

、

中
瀬

村
で

半
壊

3
戸

、
小

松
村

で

は
3
0
0
戸

余
の

う
ち

1
0
0
戸

余
が

潰

れ
破

損
し

た
。

ま
た

田
畑

が
裂

け
、

泥
水

を
噴

き
出

し
た

。
（
各

地
の

震

度
）
小

松
：
6
、

中
瀬

：
5
～

6
。

（
旧

浜

北
市

）
 

片
町

・
本

町
・
山

中
辺

な
ど

は
格

別

の
こ

と
は

な
か

っ
た

。
気

賀
御

関

所
、

石
垣

・
御

屋
敷

・
土

塀
が

崩

れ
、

清
水

で
は

3
～

4
戸

倒
れ

た
。

震
度

は
気

賀
で

5
程

度
。

気
賀

で

は
田

畑
2
,8

0
0
石

程
の

地
が

塩
水

に
つ

か
っ

た
。

津
波

の
高

さ
は

気

賀
で

1
～

1
.5

m
。

（
旧

細
江

町
）
 

当
地

で
は

か
た

む
い

た
家

、
屋

根
・

庇
の

落
ち

た
家

な
ど

が
出

て
、

ま
た

即
死

者
も

あ
っ

た
。

震
度

は
4
～

5
。

（
旧

三
ケ

日
町

）
 

当
地

の
震

度
は

6
。

舞
阪

で
流

失
8

戸
、

潰
家

8
戸

、
半

潰
家

5
8
戸

、
地

引
船

9
隻

流
失

、
破

船
3
0
隻

の
被

害
。

（
津

波
の

高
さ

）
舞

阪
：
5
.6

m
、

一
里

塚
：

2
.5

m
、

弁
天

島
：

3
～

4
m

。
（
旧

舞
阪

町
）
 

金
指

で
震

度
5
。

（
旧

引
佐

町
）
 

山
崎

で
震

度
5

程
度

。
（

旧
雄

踏

町
）
 

見
付

宿
で

3
分

位
潰

れ
、

三
本

松

で
も

か
な

り
の

家
が

潰
れ

、
境

松
で

2
3
戸

、
下

前
野

、
保

六
島

近
辺

は

残
ら

ず
全

壊
し

た
。

ま
た

中
泉

で
は

陣
屋

が
潰

れ
そ

の
他

寺
院

を
含

め

東
町

で
全

壊
1
8
戸

、
半

壊
2
0
戸

、

西
町

で
全

壊
2
0
戸

、
半

壊
2
9
戸

。

（
各

地
の

震
度

）
下

前
野

・
保

六

島
：
7
、

見
付

宿
・
三

本
松

・
境

松
・

中
泉

：
 
6
。

 

福
田

の
駒

場
近

辺
は

こ
と

に
全

壊

家
屋

が
多

か
っ

た
と

い
わ

れ
、

ま
た

下
大

原
で

も
村

中
皆

潰
れ

て
し

ま

い
地

蔵
堂

・
郷

蔵
・
土

蔵
ば

か
り

が

残
っ

た
と

い
わ

れ
て

い
る

。
震

度
は

福
田

・
下

大
原

と
も

7
。

古
記

録
に

よ
る

と
地

震
直

後
に

津
波

が
き

た

が
、

海
岸

で
の

津
波

の
高

さ
は

6
m

、
太

田
川

河
口

で
3
.5

m
。

（
旧

福

田
町

）
 

掛
塚

で
は

家
屋

の
潰

れ
2
0
0
戸

、

ま
た

潰
れ

同
様

に
破

損
し

た
家

3
0
0

戸
と

い
う

大
被

害
で

、
駒

場
で

も
村

中
の

家
は

9
5
戸

潰
家

、
そ

の
他

半

潰
、

十
束

村
で

家
屋

の
倒

壊
お

び

た
だ

し
か

っ
た

と
い

う
。

そ
の

他
、

地
割

れ
か

ら
の

泥
水

噴
出

、
土

地

の
陥

没
、

天
竜

川
の

堤
の

破
壊

な

ど
が

各
所

で
起

こ
っ

た
。

（
各

地
の

震
度

）
掛

塚
・
駒

場
：
7
、

中
島

：
5
。

駒
場

村
で

津
波

が
天

竜
川

を
さ

か

の
ぼ

り
、

海
岸

か
ら

3
0
町

で
汐

高

は
平

水
よ

り
1
.5

丈
高

く
、

川
口

の

中
ノ

浜
(中

河
)が

崩
壊

し
た

。
掛

塚

で
の

津
波

の
高

さ
は

4
.5

m
。

（
旧

竜

洋
町

）
 

天
竜

川
沿

い
の

池
田

は
案

外
潰

れ

少
な

く
、

上
本

郷
で

は
1
7
戸

中
1
1

戸
全

壊
、

6
戸

半
壊

し
た

と
い

わ
れ

る
。

（
各

地
の

震
度

）
上

本
郷

：
6
～

7
、

池
田

：
6
。

（
旧

豊
田

町
）
 

下
野

部
・
山

田
な

ど
で

震
度

5
～

6
。

（
旧

豊
岡

村
）
 

袋
井

宿
で

は
残

ら
ず

焼
失

し
て

死

者
も

2
0
0
人

ば
か

り
生

じ
た

。
宿

に

小
屋

1
つ

な
く

原
の

よ
う

に
見

え
た

と
い

う
。

ま
た

山
梨

東
西

・
森

町
・
宇

刈
谷

・
各

和
村

な
ど

ほ
と

ん
ど

が
潰

れ
た

。
各

地
で

の
震

度
は

、
袋

井

宿
で

7
、

山
梨

・
宇

刈
・
萱

間
で

6
～

7
で

あ
る

。
 

浅
羽

の
内

は
家

が
残

ら
ず

潰
れ

、

所
々

水
が

噴
き

出
し

た
と

い
わ

れ

て
い

る
。

震
度

は
7
。

（
旧

浅
羽

町
）

佐
夜

の
中

山
の

茶
屋

 
1
軒

も
残

ら

ず
潰

れ
、

日
坂

宿
で

は
2
、

3
軒

潰

れ
た

。
掛

川
宿

で
は

出
火

し
て

火

災
と

な
り

、
焼

失
5
9
7
戸

、
潰

家
3
7
4

戸
、

死
者

5
8
人

と
い

わ
れ

て
い

る
。

ま
た

原
川

町
は

焼
失

2
4
戸

、
潰

家

2
4
戸

、
各

和
村

は
焼

失
4
戸

、
潰

家

1
0
戸

、
梅

橋
村

・
岡

津
村

は
ほ

と
ん

ど
全

壊
。

（
そ

の
他

各
村

の
潰

家
）

領
家

村
：
1
2
戸

、
細

田
村

：
5
6
戸

、

沢
田

村
：
1
9
戸

、
高

御
所

村
：
1
～

2

戸
、

長
谷

村
南

：
全

8
戸

、
大

池
村

：

9
1

戸
、

同
北

側
：
5
3
戸

、
新

村
：
4

戸
、

下
又

村
松

原
：
7
戸

、
上

張
村

：

5
戸

、
仁

藤
村

：
小

破
1

戸
、

道
脇

村
：
1
3
戸

、
増

田
村

：
4
8
戸

、
馬

喰

村
：
全

2
4
戸

、
印

内
村

：
全

1
0
戸

、

成
滝

村
：

全
3
7

戸
、

宮
脇

村
：

1
4

戸
、

薗
ヶ

谷
村

：
1
3
戸

、
池

下
村

：
2

戸
、

午
頭

村
：
1
戸

、
千

羽
村

山
鼻

：

2
6
戸

、
本

所
村

：
4
戸

、
伊

達
方

村
：

2
戸

。
地

割
れ

は
領

家
村

・
高

御
所

村
・
長

谷
村

南
・
大

池
村

・
薗

ヶ
谷

村
・
千

羽
村

・
伊

達
方

村
な

ど
各

所

に
生

じ
た

。
（
各

地
の

震
度

）
佐

夜

中
山

・
原

川
町

・
梅

橋
村

・
岡

津

村
・
細

田
村

・
沢

田
村

・
大

池
村

・

大
池

村
北

・
道

脇
村

・
増

田
村

・
馬

喰
村

・
印

内
村

・
成

瀧
村

・
宮

脇

村
・
山

鼻
：
7
、

掛
川

宿
・
新

村
・
薗

ヶ

谷
村

：
6
～

7
、

各
和

村
・
領

家
村

・

長
谷

村
南

・
下

又
村

上
張

村
・
池

下
村

・
本

所
村

：
6
、

日
坂

宿
・
高

御

所
村

・
午

頭
村

・
伊

達
方

村
：

5
～

6
、

仁
藤

村
・
倉

真
：
5
。

 

横
須

賀
で

二
の

丸
の

住
居

悉
く

潰

れ
、

本
丸

・
三

の
丸

も
破

損
し

た
。

（
各

地
の

被
害

）
河

原
町

：
全

壊
4

戸
、

十
六

軒
町

：
全

壊
1
戸

、
半

壊
1

戸
、

新
屋

町
：

全
壊

3
戸

、
半

壊
2

戸
、

東
本

町
：

全
壊

1
戸

、
半

壊
1

戸
、

西
本

町
：

全
壊

3
戸

、
半

壊
2

戸
、

東
田

町
：

全
壊

1
0
戸

、
軍

全

町
：

全
壊

2
戸

、
半

壊
3

戸
、

東
新

町
：

全
壊

5
戸

、
半

壊
3

戸
、

西
新

町
：
全

壊
5
戸

、
半

壊
2
戸

、
石

津
：
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震
央

位
置

（
°

）
 

被
害

の
あ

っ
た

地
域

 
西

暦
 

（
和

暦
）
 

北
緯

 
東

経
 

規
模

 

（
M

）
 

地
域

 

（
地

震
名

称
）
 

湖
西

市
浜

松
市

磐
田

市
袋

井
市

森
町

掛
川

市

 
 

 
 

全
壊

6
戸

、
半

壊
1
戸

。
震

度
は

横

須
賀

で
6
。

（
旧

大
須

賀
町

）
 

 
 

 
 

 

被
害

は
関

東
か

ら
近

畿
に

及
び

、
特

に
沼

津
か

ら
伊

勢
湾

に
か

け
て

の
海

岸
が

ひ
ど

か
っ

た
。

津
波

が
房

総
か

ら
土

佐
ま

で
の

沿
岸

を
襲

い
、

沿
岸

で
は

著
し

い
地

殻
変

動
が

認
め

ら
れ

た
。

1
8
5
5

年
1
1

月
7

日
 

（
安

政
2
）
 

3
4
.5

 
1
3
7
.7

5
 

7
.0

～
7
.5

 
遠

州
灘

 
前

年
の

安
政

東
海

地
震

の
最

大

余
震

。
遠

州
灘

沿
岸

に
高

潮
あ

り
。

舞
阪

～
相

良
の

沿
岸

地
域

で

震
度

5
以

上
に

な
り

、
浜

名
湖

口
で

は
隆

起
し

た
。

浜
松

で
町

方
全

潰

7
、

本
堂

庫
裡

潰
6
箇

寺
、

山
門

潰
2

箇
寺

、
土

蔵
大

破
多

く
、

長
屋

潰
れ

多
し

。
死

者
2
人

。
米

津
村

で
は

全

潰
2
7
と

も
い

う
。

 

掛
塚

、
下

前
野

、
袋

井
・
掛

川
辺

の
被

害
が

ひ
ど

く
、

ほ
と

ん
ど

全
滅

。
 

 
掛

塚
、

下
前

野
、

袋
井

・
掛

川
辺

の

被
害

が
ひ

ど
く

、
ほ

と
ん

ど
全

滅
。

 

東
海

道
筋

見
附

町
よ

り
浜

松
町

に
到

る
間

諸
処

に
破

損
有

り
。

遠
江

で
、

家
屋

全
壊

3
2
戸

、
半

壊
3
1
戸

、
道

路
破

損
1
9
箇

所
、

橋
梁

損
落

1
箇

所
、

堤

防
崩

壊
2
4
箇

所
。

 

掛
塚

村
地

内
天

竜
川

改
修

護
岸

堤
馬

踏
に

長
さ

約
3
0
間

、
腹

附
に

約
9
0

間
、

幅
6
、

7
寸

の
割

れ
目

を
生

じ
、

犬
走

り
な

ど
を

破
損

し
た

。
（
旧

竜
洋

町
）
 

 
 

 
1
8
9
1

年
1
0

月
2
8

日

（
明

治
2
4
）
 

3
5
.6

 
1
3
6
.6

 
8
.0

 
岐

阜
県

西
部

 

（
濃

尾
地

震
）
 

仙
台

以
南

の
全

国
で

地
震

を
感

じ
た

。
わ

が
国

の
内

陸
地

震
と

し
て

は
最

大
の

も
の

。
 

1
9
4
4

年
1
2

月
7

日
 

（
昭

和
1
9
）
 

3
3
.6

 
1
3
6
.2

 
7
.9

 
紀

伊
半

島
沖

 

（
東

南
海

地
震

）
 

鷲
津

駅
西

方
1
,5

0
0
m

地
点

か
ら

約

2
km

の
東

海
道

線
の

築
堤

(高
さ

4
.5

～
2
0
m

)に
大

沈
下

を
起

こ
し

た
。

2
km

区
間

の
数

箇
所

が
陥

没

し
、

北
側

へ
土

が
4
0
～

5
0
m

、
最

大

1
0
0
m

流
れ

出
た

。
そ

の
他

涸
井

に

噴
水

田
に

砂
水

を
噴

出
す

る
な

ど
、

地
盤

の
液

状
化

が
目

立
っ

た
。

震
度

は
入

出
で

6
～

7
、

鷲
津

・
白

須
賀

で
6
、

新
所

・
知

波
田

で
5
～

6

で
あ

る
。

三
重

県
沿

岸
で

被
害

が

大
き

か
っ

た
が

、
静

岡
県

沿
岸

は

比
較

的
軽

微
で

、
当

地
の

津
波

の

高
さ

は
1
～

2
m

。
 

新
居

付
近

で
は

西
方

旧
東

海
道

に

沿
う

海
岸

地
帯

に
噴

砂
し

た
所

が

あ
っ

た
。

震
度

は
5
～

6
。

（
旧

新
居

町
）
 

（
人

的
・
家

屋
被

害
）
鷲

津
：
死

亡

1
8
～

1
9
人

、
負

傷
者

6
3
人

、
全

壊

6
8
戸

、
半

壊
1
9
0
戸

、
知

波
田

：
全

壊
2
戸

、
半

壊
1
戸

、
入

出
：
全

壊
7
1

戸
、

半
壊

1
9
2

戸
、

新
所

：
全

壊
1

戸
、

半
壊

2
戸

、
白

須
賀

：
全

壊
3
8

戸
、

半
壊

2
1

戸
、

新
居

：
全

壊
2
5

戸
、

半
壊

1
5
戸

。
 

（
家

屋
被

害
）
浜

松
市

中
央

：
全

壊

1
9
8
戸

、
半

壊
4
0
6
戸

、
曳

島
地

区
：

半
壊

1
0
戸

、
白

脇
地

区
：
全

壊
2
3

戸
、

半
壊

3
3
戸

、
富

塚
地

区
：
全

壊

7
戸

、
半

壊
1
8

戸
、

都
田

：
半

壊
1

戸
、

小
野

口
：
全

壊
1
戸

、
積

志
：
全

壊
5
戸

、
半

壊
1
4
戸

、
豊

西
：
全

壊
1

戸
、

半
壊

1
戸

、
笠

井
：
全

壊
2
戸

、

長
上

：
全

壊
4
戸

、
半

壊
1
9
戸

、
中

ノ
町

：
全

壊
9
7
戸

、
半

壊
1
3
7
戸

、

和
田

：
全

壊
1
4
戸

、
半

壊
2
0
戸

、
飯

田
：
全

壊
8
戸

、
半

壊
8
戸

、
芳

川
：

全
壊

6
7
戸

、
半

壊
5
7
戸

、
河

輪
：
全

壊
5
7
戸

、
半

壊
9
7
戸

、
五

島
：
全

壊

4
2
戸

、
半

壊
8
6
戸

、
吉

野
：
全

壊
4

戸
、

半
壊

1
0

戸
、

和
地

：
全

壊
5

戸
、

半
壊

2
戸

、
北

庄
内

：
半

壊
1

戸
、

南
庄

内
：
全

壊
2
戸

、
半

壊
1
2

戸
、

村
櫛

：
全

壊
8
2

戸
、

半
壊

5
8

戸
、

伊
佐

見
：
全

壊
3
戸

、
神

久
呂

：

全
壊

3
戸

、
半

壊
3
戸

、
入

野
：
全

壊

3
4
戸

、
半

壊
3
3
戸

、
新

津
：
全

壊
2

戸
、

篠
原

：
全

壊
3
8

戸
、

半
壊

8
2

戸
。

蒲
地

区
, 

三
方

原
で

は
全

半

壊
と

も
な

し
。

中
ノ

町
・
豊

西
な

ど
天

竜
川

堤
防

沿
い

の
水

田
と

高
塚

の

畑
に

は
無

数
の

噴
砂

・
噴

水
・
地

裂

が
認

め
ら

れ
た

。
村

櫛
の

東
部

埋

立
地

で
赤

褐
色

の
泥

水
を

噴
出

。

南
西

郊
の

志
都

呂
・
西

鴨
江

・
入

野
・
伊

場
な

ど
崖

で
台

地
と

接
す

る

低
湿

地
は

、
小

規
模

の
亀

裂
・
陥

没
を

生
じ

て
家

屋
被

害
が

あ
っ

た
。

（
各

地
の

震
度

）
金

折
町

・
村

櫛
：
6

～
7
、

松
小

池
町

・
白

鳥
町

・
中

里

町
・
中

野
町

・
下

江
町

・
東

町
・
長

田
町

・
吉

野
・
篠

原
：
6
、

半
田

町
・

薬
師

町
・
材

木
町

・
新

貝
町

・
本

郷

町
・
西

島
町

・
伊

場
・
伊

佐
見

・
庄

内
・
可

美
村

：
5
～

6
、

中
郡

町
・
豊

町
・

笠
井

町
・

恒
武

町
・

上
石

田

町
・
大

瀬
町

・
小

池
町

・
市

 

（
家

屋
被

害
）
見

付
：
全

壊
1
3
戸

、

半
壊

1
8
戸

、
中

泉
：
全

壊
4
1
戸

、
半

壊
6
1
戸

、
西

貝
：
全

壊
1
9
戸

、
半

壊

3
2
戸

、
天

竜
：
全

壊
4
6
戸

、
半

壊
3
9

戸
、

磐
田

：
全

壊
1
戸

、
向

笠
：
全

壊

1
2
5
戸

、
半

壊
5
7
戸

、
田

原
：
全

壊

7
6
戸

、
半

壊
5
3
戸

、
御

厨
：
全

壊
4
9

戸
、

半
壊

1
2

戸
、

南
御

厨
：

全
壊

1
1
0
戸

、
半

壊
約

5
0
戸

（
住

家
被

害

率
1
0
1
.2

%
）
、

於
保

：
全

壊
4
5

戸
、

半
壊

約
4
5
戸

、
長

野
：
全

壊
3
5
戸

、

半
壊

1
0
8
戸

。
大

藤
で

は
全

半
壊

と

も
な

し
。

（
各

地
の

震
度

）
下

大
之

郷
・
東

新
屋

・
新

出
・
新

貝
・
玉

越
・

田
原

・
笠

梅
：

7
、

上
岡

田
・

中
大

原
・
三

ヶ
野

：
6
～

7
、

浜
部

・
笠

西
・

向
笠

竹
之

内
原

・
前

野
神

明
：
6
、

鎌
田

・
岩

井
・
笠

梅
原

・
匂

坂
上

・

権
現

町
・
天

竜
：
5
～

6
、

万
正

寺
・

寺
谷

新
田

・
西

北
浦

・
元

天
神

・
狐

塚
・
二

番
町

・
中

央
町

・
東

町
 
：
5
。

岩
田

・
向

笠
・
田

原
・
長

野
な

ど
で

地
割

れ
や

田
か

ら
泥

砂
と

共
に

水

が
噴

出
し

た
記

録
が

多
い

。
 

（
家

屋
被

害
）
東

部
地

区
：
全

壊
8
9

戸
、

半
壊

4
2
戸

、
本

町
地

区
：
全

壊

1
3
5
戸

、
半

壊
7
6
戸

、
西

部
地

区
：

全
壊

3
4
戸

、
半

壊
約

4
0
戸

、
北

部

地
区

：
全

壊
7
3
戸

、
半

壊
約

4
0
戸

。

（
各

地
の

震
度

）
福

田
・
五

十
子

・

於
保

：
6
～

7
、

豊
浜

・
下

太
・
南

田
：

6
。

津
波

の
高

さ
は

1
.5

m
。

ま
た

豊

浜
・

福
田

な
ど

で
田

か
ら

砂
や

水

が
噴

き
出

し
た

。
（
旧

福
田

町
）
 

（
家

屋
被

害
）
掛

塚
：
全

壊
2
5
戸

、

半
壊

8
7
戸

、
十

束
：
全

壊
4
4
戸

、
半

壊
6
7
戸

、
袖

浦
：
全

壊
4
1
戸

、
半

壊

7
3
戸

。
（
各

地
の

震
度

）
松

本
：
6
～

7
、

東
平

松
・

平
松

・
駒

場
：
6
、

金

洗
・
白

羽
・
掛

塚
・
本

町
・
敷

地
：
震

度
5
～

6
。

ま
た

各
所

で
道

路
の

亀

裂
、

庭
の

地
割

れ
を

生
じ

、
田

畑
な

袋
井

地
域

の
被

害
は

特
に

大
き

か

っ
た

。
 

（
家

屋
被

害
）
三

川
地

区
：
全

壊
8
6

戸
、

半
壊

5
0
戸

、
今

井
地

区
：
全

壊

3
2
2
戸

、
半

壊
1
4
戸

（
住

家
被

害
率

は
9
6
.9

％
）
、

山
梨

地
区

：
全

壊
1
2
4

戸
、

半
壊

2
2
4
戸

、
西

地
区

：
全

壊

6
4
2
戸

、
半

壊
1
0
6
戸

、
南

地
区

：
全

壊
6
7
戸

、
半

壊
6
9
戸

、
北

地
区

：
全

壊
1
8
2
戸

、
半

壊
3
1
戸

、
東

地
区

：

全
壊

1
4
6
戸

、
半

壊
1
5
4
戸

、
笠

原
：

全
壊

8
戸

、
半

壊
1
戸

。
（
各

地
の

震

度
）
友

永
・
深

見
・
今

井
・
太

田
・
徳

光
・
横

井
・
西

別
所

・
久

能
新

田
・

堀
越

下
・
袋

井
本

町
・
西

田
・
松

袋

井
・
下

貫
名

・
久

津
部

：
7
、

三
川

・

山
梨

：
6
～

7
、

上
山

梨
・
宇

刈
・
高

尾
・
下

貫
名

：
6
、

見
取

・
小

路
・
大

門
・
岡

崎
・
柏

木
：
 
5
～

6
、

山
田

・

西
之

谷
・

可
睡

・
不

入
斗

・
下

石

野
・
上

石
野

・
法

多
・
菩

提
：
5
。

東

部
、

小
野

田
付

近
で

鉄
道

築
堤

が

低
地

盤
の

基
礎

の
沈

下
に

よ
っ

て

崩
壊

。
北

側
の

田
の

中
に

砂
を

ま

ぜ
た

水
が

噴
出

し
た

。
久

努
西

・
笠

原
で

も
田

・
畑

か
ら

水
を

噴
き

出
し

た
と

こ
ろ

が
多

い
。

 

（
家

屋
被

害
）
北

地
区

：
全

壊
2
1
8

戸
、

半
壊

8
8
戸

、
東

地
区

：
全

壊
7
9

戸
、

半
壊

3
7
戸

、
西

地
区

：
全

壊

1
3
4
戸

、
半

壊
1
4
1
戸

、
南

地
区

：
全

壊
9
9
戸

、
半

壊
3
2
戸

。
（
各

地
の

震

度
）
新

堀
・
豊

住
・
諸

井
・
長

溝
・
浅

岡
・
富

里
・
湊

：
7
、

大
野

・
松

原
・
浅

羽
・
浅

羽
一

色
・
幸

浦
：
6
～

7
、

中

新
田

・
同

笠
・
初

越
・
湊

：
6
。

津
波

の
高

さ
は

2
m

ほ
ど

。
ま

た
西

浅
羽

で
は

川
筋

の
田

に
は

黒
い

砂
が

噴

き
出

し
た

。
幸

浦
で

は
川

岸
や

道

路
が

ひ
び

割
れ

、
き

れ
い

な
砂

が

噴
き

出
し

た
り

、
田

や
小

学
校

校
庭

よ
り

硫
黄

の
よ

う
な

匂
い

の
す

る
 

（
家

屋
被

害
）

森
：

全
壊

1
戸

、
一

宮
：

全
壊

1
2

戸
、

半
壊

2
3

戸
、

園

田
：

全
壊

2
5

戸
、

半
壊

1
1

戸
、

飯

田
：

全
壊

1
2

戸
、

半
壊

6
0

戸
。

三

倉
・
天

方
で

は
全

半
壊

は
な

か
っ

た
。

（
各

地
の

震
度

）
鴨

谷
・
谷

中
・

園
田

・
一

の
宮

・
中

川
：
6
、

飯
田

：
5

～
6
、

新
町

・
草

ヶ
谷

：
5
。

 

（
家

屋
被

害
）
掛

川
：
全

壊
7
4
戸

、

半
壊

2
5
7
戸

、
大

池
：
全

壊
4
戸

、
半

壊
1
1
3
戸

、
南

郷
：
全

壊
1
1
戸

、
半

壊
2
3
戸

、
西

南
郷

：
全

壊
7
戸

、
半

壊
1
9
戸

、
曽

我
：
全

壊
2
戸

、
半

壊

8
6
戸

、
桜

木
：
全

壊
5
戸

、
半

壊
4
4

戸
、

和
田

岡
：
全

壊
2
戸

、
半

壊
1
1

戸
、

原
谷

：
半

壊
4
戸

、
原

田
：
半

壊

1
戸

、
西

郷
：

全
壊

2
戸

、
半

壊
7

戸
、

上
内

田
：

全
壊

7
戸

、
半

壊
4

戸
、

西
山

口
：

全
壊

1
0
戸

、
半

壊

1
0
3
戸

、
東

山
口

：
半

壊
1
戸

、
粟

本

で
は

全
半

壊
な

し
。

（
各

地
の

震

度
）

下
西

郷
・

掛
川

中
央

・
小

山

平
：
6
、

上
西

郷
・
葛

川
・
城

西
・
上

板
沢

・
上

内
田

・
原

川
・
大

池
・
各

和
・
下

垂
木

・
原

谷
：
5
～

6
、

日
坂

・

海
老

名
・

伊
達

方
・

本
所

・
小

原

子
・
薗

ヶ
谷

・
水

垂
・
粟

本
・
初

馬
・

長
間

・
石

ヶ
谷

・
方

の
橋

・
神

明
・
大

谷
・
篠

場
・
徳

泉
・
領

家
・
秋

葉
通

・

和
田

岡
・
細

谷
・
上

垂
木

：
5
で

あ
っ

た
。

 

（
家

屋
被

害
）
大

渕
：
全

壊
3
4
戸

、

半
壊

3
3
戸

、
横

須
賀

：
半

壊
1
2
戸

、

山
崎

：
全

壊
5
戸

、
半

壊
1
5
戸

。
（
各

地
の

震
度

）
石

津
・
笠

原
：
6
、

 
山

崎
・
横

須
賀

・
新

井
：
5
～

6
、

沖
之

須
・
雨

垂
5
。

ま
た

大
渕

で
は

第
1
砂

丘
と

そ
の

北
側

第
2
砂

丘
ま

で
の

間
に

8
7
個

の
噴

水
砂

の
跡

が
残

さ

れ
て

い
た

。
横

須
賀

で
も

井
戸

水

が
噴

水
の

よ
う

に
あ

ふ
れ

出
た

と

い
う

。
（
旧

大
須

賀
町

）
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震
央

位
置

（
°

）
 

被
害

の
あ

っ
た

地
域

 
西

暦
 

（
和

暦
）
 

北
緯

 
東

経
 

規
模

 

（
M

）
 

地
域

 

（
地

震
名

称
）
 

湖
西

市
浜

松
市

磐
田

市
袋

井
市

森
町

掛
川

市

 
野

町
・
天

王
町

・
上

新
屋

町
・
将

監

町
・
大

浦
町

・
三

方
原

：
5
。

 

麁
玉

村
で

半
壊

5
戸

、
龍

池
村

で

半
壊

1
戸

, 
小

野
口

村
で

全
壊

1
戸

, 

北
浜

村
で

は
全

半
壊

な
し

と
記

録

さ
れ

、
損

害
は

比
較

的
軽

微
で

あ

っ
た

。
震

度
は

、
上

善
地

・
新

野
・

宮
口

・
本

村
・
小

松
な

ど
で

5
。

（
旧

浜
北

市
）
 

中
川

で
全

壊
5
戸

、
半

壊
5
戸

、
気

賀
で

全
壊

6
戸

、
半

壊
9
戸

。
（
旧

細

江
町

）
 

金
指

で
2
6
7
戸

の
う

ち
全

壊
3
戸

、

半
壊

1
戸

。
震

度
は

引
佐

で
5
～

6
。

（
旧

引
佐

町
）
 

1
,8

8
8
戸

の
う

ち
全

壊
1
5
戸

、
半

壊

2
2
戸

の
被

害
。

震
度

は
5
～

6
。

（
旧

雄
踏

町
）
 

三
ヶ

日
で

は
柱

の
損

傷
2
戸

、
屋

根

瓦
緩

み
6
戸

程
度

で
軽

微
。

震
度

は
4
～

5
。

（
旧

三
ケ

日
町

）
 

（
人

的
・

家
屋

被
害

）
浜

松
中

央
：

死
者

2
人

、
負

傷
者

1
人

、
中

の
町

：

死
者

2
人

、
和

田
：
死

者
2
人

、
負

傷

者
1
人

、
飯

田
：
死

者
3
人

、
芳

川
：

死
者

3
人

、
村

櫛
：
死

者
2

人
、

可

美
：
死

者
2
～

3
人

、
全

壊
4
戸

、
舞

阪
：
全

壊
1
戸

、
半

壊
1
6
戸

。
 

ど
か

ら
水

や
砂

を
噴

き
出

し
た

。
井

戸
の

中
に

土
砂

を
噴

き
上

げ
て

使

え
な

く
な

っ
た

と
こ

ろ
も

あ
る

。
（
旧

竜
洋

町
）
 

（
家

屋
被

害
）
北

地
区

：
全

壊
2
戸

、

半
壊

7
戸

、
西

地
区

：
全

壊
1
1
戸

、

半
壊

1
8
戸

、
南

地
区

：
全

壊
4
7
戸

、

半
壊

9
0

戸
。

（
各

地
の

震
度

）
赤

池
・

気
子

島
・

宮
之

一
色

・
西

之

島
：
6
、

池
田

・
豊

田
：
5
～

6
。

池
田

で
田

か
ら

の
噴

水
現

象
が

み
ら

れ

た
。

（
旧

豊
田

町
）
 

南
地

区
で

半
壊

5
戸

が
あ

っ
た

が
、

家
屋

の
倒

壊
は

な
か

っ
た

。
広

瀬

で
は

道
路

が
地

割
れ

し
田

か
ら

水

が
噴

き
出

し
た

。
震

度
は

松
之

木

島
・
神

増
・
上

神
増

・
下

神
増

で
5
で

あ
る

。
（
旧

豊
岡

村
）
 

（
人

的
被

害
）
向

笠
：
死

者
2
人

、
重

傷
者

2
人

、
軽

傷
者

1
人

、
田

原
：
死

者
3

人
、

重
傷

者
3

人
、

軽
傷

者
2

人
、

南
御

厨
：
死

者
4
人

、
負

傷
者

7

人
、

福
田

：
死

者
6
人

、
負

傷
者

2
4

人
、

於
保

：
死

者
2
人

、
磐

田
：
死

者

3
人

、
重

傷
者

2
人

、
軽

傷
者

7
人

。

土
砂

が
噴

出
し

た
。

（
旧

浅
羽

町
）
 

（
人

的
被

害
）
宇

刈
：
死

者
2
人

、
山

梨
：
死

者
2
6
人

、
久

努
西

：
死

者
8

人
、

重
傷

者
8
人

、
軽

傷
者

8
人

、

袋
井

：
死

者
6
5

人
、

負
傷

者
1
0
1

人
、

上
浅

羽
：
死

者
9
人

、
負

傷
者

3

人
、

東
浅

羽
：
死

者
1
人

、
三

川
：
死

者
8
人

、
今

井
：
死

者
1
7
人

、
田

原
：

死
者

3
人

、
重

傷
者

3
人

、
軽

傷
者

1

人
。

 

 
 

 
 

 
 

 

静
岡

・
愛

知
・
三

重
な

ど
で

大
き

な
被

害
が

あ
っ

た
。

津
波

が
各

地
に

来
襲

し
、

波
高

は
熊

野
灘

沿
岸

で
6
～

8
m

、
遠

州
灘

沿
岸

で
1
～

2
m

。
 

津
波

に
よ

る
負

傷
者

2
人

、
半

壊
1
戸

、
浸

水
家

屋
2
9
6
戸

、
船

舶
流

失
1
0
5
隻

の
被

害
が

あ
っ

た
。

（
全

県
下

）
 

1
9
4
6

年
1
2

月
2
1

日

（
昭

和
2
1
）
 

3
2
.9

 
1
3
5
.8

 
8
.0

 
紀

伊
半

島
沖

 

（
南

海
地

震
）
 

被
害

は
中

部
以

西
の

日
本

各
地

に
わ

た
り

、
津

波
が

静
岡

県
よ

り
九

州
に

い
た

る
海

岸
に

来
襲

し
た

。
（
高

知
・
三

重
・
徳

島
沿

岸
で

4
～

6
m

）
 

1
9
6
0

年
5

月
2
3

日
 

（
昭

和
3
5
）
 

3
9
.5

 

（
南

緯
）

7
4
.5

 

（
西

経
）

M
s8

.5
 

M
w

9
.5

 

チ
リ

沖
 

（
チ

リ
地

震
津

波
）

 
 

豊
浜

で
津

波
の

高
さ

1
.2

m
。

（
旧

福

田
町

）
 

 
 

 

2
0
0
1

年
4

月
3

日
 

（
平

成
1
3
）
 

3
5
.1

 
1
3
8
.5

 
5
.3

 
静

岡
県

中
部

 
 

細
江

町
で

軽
傷

者
1
人

 
 

 
 

 

2
0
0
4

年
9

月
5

日
 

（
平

成
1
6
）
 

3
3
.8

 
1
3
7
.8

 
7
.4

 
三

重
県

南
東

沖
 

 
 

豊
岡

村
で

軽
傷

者
1
人

 
 

 
 

 
負

傷
者

2
人

 
重

傷
者

1
人

 
軽

傷
者

1
人

 
 

軽
傷

者
7
人

 
2
0
0
9

年
8

月
1
1

日
 

（
平

成
2
1
）
 

3
4
.8

 
1
3
8
.5

 
6
.5

 
駿

河
湾

 
横

ず
れ

成
分

を
含

む
逆

断
層

型
ス

ラ
ブ

内
地

震
（
深

さ
23

km
）
。

最
大

0
.4

m
（
御

前
崎

）
の

津
波

。

舞
阪

で
7
3
c
m

の
津

波
を

観
測

。
 

 
 

 
 

2
0
1
1

年
3

月
1
1

日
 

（
平

成
2
3
）
 

3
8
.1

 
1
4
2
.9

 
9
.0

 
三

陸
沖

 

（
東

北
地

方
太

平

洋
沖

地
震

）
 

三
陸

沖
中

部
か

ら
茨

城
県

沖
ま

で
の

プ
レ

ー
ト

境
界

を
震

源
域

と
す

る
逆

断
層

型
超

巨
大

地
震

。
被

害
の

多
く
は

巨
大

津
波

（
観

測
機

器
は

振
り

切
れ

、
現

地
調

査
に

よ
れ

ば
最

大
3
5
m

以
上

）
に

よ
る

も
の

。

2
0
1
1

年
8

月
1

日
 

（
平

成
2
3
）
 

3
4
.4

 
1
3
8
.3

 
6
.2

 
駿

河
湾

 
重

傷
者

1
人

 
 

 
 

 
軽

傷
者

2
人
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災
害

年
表

 
（
２

．
風

水
害

・
土

砂
災

害
）
 

 
浜

松
・
磐

田
地

域
 

和
暦

 
西

暦
 

被
害

の
あ

っ
た

地
域

 

年
号

年
 

年
 

月
 

日
 

気
象

概
要

 

湖
西

市
 

浜
松

市
 

磐
田

市
 

袋
井

市
 

森
町

 
掛

川
市

 

明
治

1
 

1
8
6
8
 

7
 

8
 

豪
雨

 
 

 
藤

木
村

・
岡

村
・
西

大
塚

村
と

西
堀

村
の

西
新

田
が

流
失

。
掛

塚
村

で
は

死
者

2
0
人

、
流

失
家

屋
7
3
戸

。
西

岸
で

も
上

小
嶋

村
で

田
畑

の
荒

廃
数

百
歩

、
流

失

家
屋

2
0
余

戸
、

中
善

地
村

で
は

家
屋

流
失

1
0
余

戸
。

濁
流

が
天

神
町

辺
ま

で
溢

れ
た

。
 

 
 

 
 

 
 

明
治

1
 

1
8
6
8
 

9
 

9
 

洪
水

 
 

 
袖

浦
村

に
て

天
竜

川
決

壊
、

掛
塚

で

5
0
戸

流
失

。
 

 
 

 

明
治

3
 

1
8
7
0
 

9
 

3
 

大
風

 
大

風
で

新
居

・
中

之
郷

・
内

山
潰

家
あ

り
。

 

宇
布

見
で

1
3
0

戸
、

篠
原

・
坪

井
で

3
4
0
戸

潰
、

大
雨

で
田

畑
荒

あ
り

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

明
治

7
 

1
8
7
4
 

8
 

1
0
 

暴
風

雨
 

県
内

暴
風

雨
、

死
人

出
る

。
（
全

県
下

）
 

明
治

8
 

1
8
7
5
 

8
 

3
0
 

落
雷

 
新

居
町

で
落

雷
が

あ
り

、
死

者
1
人

、

家
破

損
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

明
治

9
 

1
8
7
6
 

7
 

1
5
 

洪
水

 
 

 
天

竜
川

西
岸

、
飯

田
村

、
上

飯
田

地
内

村
東

・
河

輪
村

・
弥

助
新

田
な

ど
で

破

堤
。

東
岸

で
も

池
田

・
掛

塚
な

ど
で

破
堤

、
3
0
戸

流
失

。
 

 
 

 
 

 
 

 

明
治

9
 

1
8
7
6
 

9
 

1
3
～

1
8

台
風

・
暴

風
雨

 
 

 
 

 
天

竜
川

沿
岸

の
掛

塚
町

敷
地

・
井

通

村
に

お
い

て
堤

防
が

決
壊

、
流

失
家

屋
3
0
余

戸
、

田
畑

の
荒

廃
甚

だ
し

く
、

西
之

島
辺

り
か

ら
池

田
村

ま
で

一
円

水
が

押
し

入
っ

て
し

ま
っ

た
。

 

 
 

 
 

 
 

明
治

1
3
 

1
8
8
0
 

1
0
 

4
 

大
風

雨
 

 
 

遠
州

長
上

郡
で

長
屋

潰
れ

死
者

1
人

。
 

 
 

 
 

 
 

 

明
治

1
6
 

1
8
8
3
 

3
 

3
0
 

暴
風

 
 

 
遠

州
豊

田
、

暴
風

で
屋

根
吹

き
飛

ば

さ
れ

怪
我

人
・
死

者
あ

り
。

 

 
 

 

明
治

2
2
 

1
8
8
9
 

9
 

1
1
 

暴
風

雨
・
洪

水
 

 
 

天
竜

川
の

破
堤

に
よ

り
、

中
野

町
の

家
屋

被
害

は
流

失
4

戸
、

浸
水

3
0
0

戸
。

 

暴
風

に
よ

る
家

屋
被

害
は

気
賀

町
で

全
壊

3
9
戸

、
半

壊
2
2
戸

、
引

佐
町

で

全
壊

1
0
戸

、
半

壊
2
6
戸

。
引

佐
町

で

は
農

作
物

の
被

害
も

甚
大

で
あ

っ

た
。

 

天
竜

川
の

破
堤

に
よ

り
、

家
屋

被
害

は
掛

塚
村

で
全

壊
6
戸

、
半

壊
1
1
戸

、

豊
浜

村
で

流
失

3
戸

、
於

保
村

で
倒

壊
数

十
戸

、
長

野
村

で
全

壊
8
戸

、
半

壊
3
0
戸

。
豊

浜
村

で
は

太
田

川
に

架

か
る

全
橋

梁
が

流
失

し
た

。
 

幸
浦

村
で

は
太

田
川

の
破

堤
に

よ

り
、

潰
家

2
戸

、
半

壊
7
戸

。
 

周
智

郡
下

で
は

死
者

1
人

、
家

屋
流

失
3
戸

、
全

壊
7
3
戸

、
半

壊
1
5
3
戸

。
 

 
 

 
 

（
家

屋
被

害
）
引

佐
郡

麁
玉

村
：
全

壊

9
1
戸

、
半

壊
5
9
戸

、
井

伊
谷

村
：
全

壊

4
6
戸

、
半

壊
5
4
戸

、
気

賀
町

：
全

壊
7
6

戸
、

半
壊

7
8
戸

、
金

指
町

：
半

壊
家

屋

多
数

。
引

佐
・
細

江
沿

岸
田

地
に

海

水
入

る
。

 

磐
田

郡
で

死
者

6
人

、
全

壊
1
,7

1
4
戸

、

半
壊

1
,5

0
8
戸

。
 

 
周

智
郡

で
死

者
2
人

、
全

壊
1
4
1
戸

、

半
壊

3
8
2
戸

。
 

 
 

明
治

2
5
 

1
8
9
2
 

9
 

4
 

台
風

 

4
日

よ
り

5
日

に
か

け
て

南
海

・
東

海
道

に
台

風
襲

来
し

、
名

古
屋

―
浜

松
間

に
上

陸
し

た
。

総
雨

量
：
浜

松
1
1
7
m

m
。

 

明
治

3
0
 

1
8
9
7
 

3
 

3
0
 

暴
風

 
 

 
遠

州
豊

田
、

暴
風

で
屋

根
吹

き
飛

ば

さ
れ

怪
我

人
・
死

者
あ

り
。

 

 
 

 

明
治

3
0
 

1
8
9
7
 

9
 

6
～

9
 

台
風

 
 

 
磐

田
郡

で
死

者
3
人

、
負

傷
者

4
人

、
全

壊
1
5
8
戸

、
半

壊
1
1
0
戸

、
床

上
浸

水
2
8

戸
、

床
下

浸
水

1
7
9
戸

。
 

 
 

明
治

3
0
 

1
8
9
7
 

9
 

2
9
 

暴
風

雨
 

 
 

 
 

天
竜

川
大

洪
水

、
磐

田
郡

で
死

者
3
人

、
負

傷
者

4
人

、
全

壊
2
戸

、
半

壊
6
戸

、
床

上
浸

水
8
9
戸

、
床

下
浸

水
1
2
0
戸

。
 

 
 

 
 

 

明
治

3
1
 

1
8
9
8
 

6
 

5
 

洪
水

 
 

 
太

田
川

は
御

厨
村

と
田

原
で

、
原

野
谷

川
は

久
努

村
で

、
瀬

入
川

は
浦

川
村

に

て
堤

防
決

壊
、

敷
地

川
堤

防
決

壊
2
箇

所
。

死
者

4
人

、
床

上
浸

水
1
8
4
戸

。
橋

梁

4
7
箇

所
、

船
舶

3
7
隻

が
流

失
。

 

 
 

 
 

引
佐

郡
井

伊
谷

村
で

全
壊

1
3
戸

、
半

壊
2
1
戸

、
気

賀
町

で
全

壊
2
1
戸

、
半

壊
1
6
戸

。
 

天
竜

川
水

量
1
4
尺

（
4
.2

4
m

）
に

達
し

、
磐

田
郡

下
で

死
者

4
人

、
全

壊
6
5
1
戸

、
半

壊
6
5
2
戸

、
流

失
3
戸

、
床

上
浸

水
1
8
4
戸

、
床

下
浸

水
2
1
7
戸

。
 

周
智

郡
下

で
全

壊
1
2
9
戸

、
半

壊
1
7
9

戸
、

流
失

1
戸

、
床

上
浸

水
1
6
戸

、
床

下
浸

水
1
2
2
戸

。
 

明
治

3
1
 

1
8
9
8
 

9
 

6
 

台
風

 

6
日

か
ら

7
日

に
か

け
て

紀
州

方
面

よ
り

浜
松

付
近

に
上

陸
、

北
上

。
浜

松
の

最
低

気
圧

9
5
8
.7

m
b
。

 

明
治

3
3
 

1
9
0
0
 

7
 

8
 

台
風

 
 

 
 

 
磐

田
郡

・
周

智
郡

に
て

家
屋

の
浸

水
・
倒

壊
等

の
被

害
。

特
に

三
川

・
敷

地
・
西

見
・
見

付
・
中

泉
・
山

名
・
笠

西
・
今

井
・
向

笠
・
広

瀬
な

ど
の

町
村

で
被

害
が

最
も

多
か

っ
た

。
磐

田
郡

で
全

壊
2
戸

、
半

壊
5
戸

、
流

失
2
戸

、
床

上
浸

水
3
6
8
戸

、
床

下

浸
水

6
8
4
戸

。
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和
暦

 
西

暦
 

被
害

の
あ

っ
た

地
域

 

年
号

年
 

年
 

月
 

日
 

気
象

概
要

 

湖
西

市
浜

松
市

磐
田

市
袋

井
市

森
町

掛
川

市

 
 

 
 

磐
田

郡
で

負
傷

者
3
2
人

、
全

壊
4
1
5
戸

、
半

壊
5
2
8
戸

、
床

上
浸

水
6
戸

、
床

下
浸

水
2
4
戸

。
 

周
智

郡
で

死
者

1
人

、
全

壊
4
5
戸

、
半

壊
8
2
戸

。
 

明
治

3
3
 

1
9
0
0
 

9
 

2
8
 

台
風

 

台
風

は
2
8
日

紀
伊

半
島

南
端

を
か

す
め

大
王

崎
を

へ
て

浜
松

付
近

に
上

陸
、

金
華

山
沖

に
去

っ
た

。
浜

松
で

最
大

風
速

2
5
.2

m
/
sを

観
測

。
 

明
治

3
5
 

1
9
0
2
 

3
 

1
 

竜
巻

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
全

壊
4
9
戸

、
半

壊
1
4
戸

、
死

者
5
人

、

負
傷

者
2
3
人

。
（
旧

大
須

賀
町

）
 

（
1
2
時

1
0
分

こ
ろ

磐
田

郡
字

湊
村

に

竜
巻

が
上

陸
、

北
東

に
進

み
大

野
・

横
須

賀
を

通
過

。
竜

巻
の

幅
18

m
 

延
長

5
,2

8
0
m

。
）
 

明
治

3
6
 

1
9
0
3
 

7
 

1
～

2
 

豪
雨

 
 

 
 

 
天

竜
川

流
域

は
家

屋
の

流
失

・
堤

防
の

決
壊

な
ど

大
き

な
被

害
を

受
け

た
。

磐

田
郡

で
全

壊
2
戸

、
半

壊
2
戸

、
流

失
4
戸

、
床

上
浸

水
5
8
8
戸

、
床

下
浸

水
6
7
6

戸
、

堤
防

決
壊

1
6
7
箇

所
、

山
崩

れ
7
0
箇

所
。

 

周
智

郡
で

死
者

1
人

、
半

壊
1
戸

、
浸

水
2
2
2
戸

、
堤

防
決

壊
1
1
9
箇

所
。

 

明
治

3
6
 

1
9
0
3
 

7
 

8
～

1
1
 

豪
雨

 
 

 
浜

名
郡

中
瀬

村
付

近
で

天
竜

川
堤

防

が
1
8
0
m

に
わ

た
り

破
堤

。
浜

名
郡

で

全
壊

5
戸

、
半

壊
1
5
戸

、
流

失
6
戸

、

浸
水

3
3
7
戸

。
 

磐
田

郡
十

束
村

中
島

で
天

竜
川

堤
防

が
破

損
、

死
者

2
人

・
行

方
不

明
2
人

、

全
壊

5
戸

、
半

壊
3
戸

、
流

失
2
戸

、
床

上
浸

水
4
6
3
戸

、
床

下
浸

水
7
7
1
戸

。
 

 
 

周
智

郡
で

全
壊

6
0
戸

、
半

壊
4
6
戸

、

流
失

4
7
戸

、
浸

水
3
4
1
戸

の
被

害
。

 

 
 

 
 

天
竜

川
西

岸
中

瀬
村

破
堤

1
8
0
間

、

床
上

浸
水

4
1
戸

、
流

失
1
戸

、
浸

水
8
0

町
歩

。
 

磐
田

郡
は

河
川

の
氾

濫
に

よ
り

被
害

が
多

大
で

あ
っ

た
。

死
者

3
人

、
負

傷
者

3

人
、

全
壊

2
1
戸

、
半

壊
1
1
6
戸

、
流

失
9
9
戸

、
床

上
浸

水
8
5
1
戸

、
床

下
浸

水
7
3
7

戸
、

山
（
が

け
）
崩

れ
9
9
6
箇

所
。

 

周
智

郡
で

負
傷

者
1
人

、
全

壊
6
戸

、

半
壊

1
1

戸
、

流
失

1
1

戸
、

浸
水

6
1
3

戸
。

 

明
治

3
7
 

1
9
0
4
 

7
 

9
～

1
2
 

台
風

、
洪

水
 

台
風

は
9
日

夜
潮

岬
付

近
に

上
陸

し
、

彦
根

を
経

て
能

登
沖

に
去

っ
た

。
8
日

か
ら

1
1
日

に
か

け
て

大
雨

が
降

っ
た

。
総

雨
量

：
浜

松
（
8
～

1
2
日

）
2
7
2
m

m
、

気
多

（
9
～

1
2
日

）
6
7
2
m

m
。

 

明
治

3
8
 

1
9
0
5
 

7
 

1
8
～

2
0

台
風

 
 

 
 

 
 

周
智

郡
で

全
壊

3
戸

、
浸

水
1
8
8
戸

。

そ
の

他
道

路
・

橋
・

堤
防

な
ど

に
被

害
。

 

（
人

的
被

害
）
浜

名
郡

：
死

者
2
人

、
負

傷
者

3
人

、
引

佐
郡

：
死

者
1
人

、
負

傷
者

1

人
。

（
家

屋
被

害
）
浜

名
郡

：
全

壊
4
7
戸

、
半

壊
4
4
戸

、
引

佐
郡

：
全

壊
2
戸

、
半

壊

1
戸

、
流

失
1
戸

。
（
浸

水
被

害
）
浜

名
郡

：
床

上
1
,9

0
4
戸

、
床

下
2
,9

0
1
戸

、
引

佐

郡
：
床

上
7
8
戸

、
床

下
2
4
3
戸

。
 

河
川

が
氾

濫
し

、
磐

田
郡

下
で

死
者

2
人

、
負

傷
者

4
9
人

、
全

壊
2
2
戸

、
半

壊
7
2

戸
、

流
失

2
1
戸

、
床

上
浸

水
3
,1

0
8
戸

、
床

下
浸

水
3
,4

7
9
戸

、
橋

梁
1
,0

9
2
箇

所
、

堤
防

3
9
8
箇

所
。

 

周
智

郡
で

死
者

1
人

、
負

傷
者

2
人

、

全
壊

1
2
戸

、
半

壊
1
5
戸

、
床

上
浸

水

1
5
5
戸

、
床

下
浸

水
9
7
0
戸

。
 

明
治

4
3
 

1
9
1
0
 

8
 

7
～

1
0
 

台
風

 

台
風

は
四

国
南

方
海

上
に

達
し

、
房

総
沖

に
去

っ
た

。
7
日

か
ら

1
0
日

に
か

け
て

雨
が

降
り

続
い

た
。

総
雨

量
：
静

岡
6
5
0
m

m
、

浜
松

6
7
0
m

m
、

日
雨

量
：
見

付
3
4
0
m

m
、

御
厨

3
3
5
m

m
。

 
 

明
治

4
4
 

1
9
1
1
 

6
～

7
 

2
7
～

4
 

台
風

・
高

波
 

 
 

 
 

磐
田

郡
沿

岸
で

高
波

に
よ

り
岸

、
港

湾
、

波
止

場
な

ど
が

破
壊

さ
れ

、
全

壊
7
戸

、

半
壊

6
戸

、
床

上
浸

水
2
8
戸

、
床

下
浸

水
2
2
7
戸

等
。

 

 
 

 

 
 

浸
水

被
害

：
中

瀬
で

流
失

6
戸

、
半

壊

2
3
戸

、
浸

水
5
8
0
戸

、
橋

の
流

失
1
2
箇

所
、

田
畑

の
被

害
約

4
0
0
h
a。

浜
松

市

域
で

は
馬

込
川

、
新

川
な

ど
の

氾
濫

で
床

上
1
,5

2
8
戸

、
床

下
7
9
8
戸

。
 

天
竜

川
の

堤
防

が
決

壊
し

、
今

ノ
浦

川
以

西
の

各
村

は
浸

水
し

た
。

磐
田

郡
下

で
、

死
者

1
3
人

、
負

傷
者

1
1
人

、
行

方
不

明
6
人

、
全

壊
7
7
戸

、
半

壊
1
8
1
戸

、
床

上
浸

水
5
,4

4
6
戸

、
床

下
浸

水
3
,5

1
7
戸

。
 

死
者

8
人

、
負

傷
者

8
人

、
全

壊
2
2

戸
、

半
壊

3
5
戸

、
流

失
1
7
戸

、
床

上

浸
水

7
8
7
戸

、
床

下
浸

水
1
,0

0
4
戸

。
 

飯
田

村
で

は
太

田
川

洪
水

の
た

め
、

橋
梁

流
失

2
箇

所
、

山
崩

れ
2
箇

所
、

田
畑

の
被

害
甚

大
。

一
宮

村
で

も
堤

防
決

壊
3
1
箇

所
、

山
崩

れ
は

数
え

切

れ
な

い
ほ

ど
生

じ
た

。
 

 
 

明
治

4
4
 

1
9
1
1
 

8
 

3
～

5
 

台
風

 

台
風

は
潮

岬
の

南
方

海
上

を
北

上
し

て
、

熊
野

灘
よ

り
伊

勢
湾

に
上

陸
、

長
野

・
新

潟
両

県
を

通
過

し
た

。
浜

松
地

方
は

4
日

夜
よ

り
暴

風
雨

と
な

り
、

総
雨

量
は

大
井

川
か

ら
天

竜
川

流
域

に
か

け
て

3
0
0
～

8
0
0
m

m
に

達
し

た
。

 

大
正

1
 

1
9
1
2
 

9
 

8
 

落
雷

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
鰯

原
穴

口
に

落
雷

、
死

者
あ

り
。

 

大
正

1
 

1
9
1
2
 

9
 

2
2
～

2
3

高
潮

・
台

風
 

 
 

浜
名

湖
で

は
2
m

以
上

の
高

潮
が

起
こ

り
、

東
岸

の
和

地
村

・
伊

佐
見

村
・
雄

踏
村

・
北

庄
内

村
に

多
大

な
被

害
。

 

磐
田

郡
で

死
者

1
人

、
負

傷
者

1
6
人

、
全

壊
9
戸

、
半

壊
6
戸

、
床

上
浸

水
2
6
戸

、

床
下

浸
水

9
7
戸

。
 

周
智

郡
で

全
壊

1
7
戸

、
半

壊
2
0
戸

、

床
上

浸
水

2
0
戸

、
床

下
浸

水
6
戸

。
 

大
正

6
 

1
9
1
7
 

9
～

1
0

3
0
～

1
 

台
風

・
高

波
 

（
家

屋
被

害
）
浜

松
市

：
全

壊
1
戸

、
浜

名
郡

：
全

壊
2
1
戸

、
半

壊
5
戸

、
引

佐
郡

：

全
壊

6
戸

、
半

壊
2
戸

。
（
浸

水
被

害
）
浜

松
市

：
床

下
3
戸

、
浜

名
郡

：
床

下
1
8
0

戸
、

引
佐

郡
：
床

上
1
戸

、
床

下
2
8
戸

。
 

磐
田

郡
で

全
壊

2
6
戸

、
半

壊
6
戸

、
床

上
浸

水
2
戸

、
床

下
浸

水
6
9
戸

。
 

 
 

周
智

郡
で

全
壊

3
戸

、
半

壊
3
戸

、
床

上
浸

水
2
戸

、
床

下
浸

水
1
9
戸

。
 

大
正

7
 

1
9
1
8
 

1
1
 

2
 

豪
雨

 
 

 
 

 
 

掛
川

町
全

部
浸

水
。

 

浜
名

郡
で

暴
風

に
よ

る
破

損
家

屋
1
0

数
戸

。
 

各
河

川
が

増
水

、
浸

水
家

屋
8
0
0
戸

。
中

泉
町

で
浸

水
家

屋
3
0
0
余

戸
。

 
 

 
周

智
郡

で
浸

水
家

屋
4
2
戸

。
 

横
須

賀
町

・
大

淵
村

で
浸

水
家

屋
6
0
0

戸
。

 
大

正
1
0
 

1
9
2
1
 

9
 

4
～

8
 

台
風

 

四
国

南
海

上
で

発
達

し
た

台
風

は
、

7
日

夜
潮

岬
付

近
か

ら
浜

松
付

近
に

上
陸

。
浜

松
の

最
低

気
圧

は
9
9
9
.5

m
b
。

総
雨

量
：
浜

松
3
2
4
m

m
,、

袋
井

4
2
2
m

m
、

大
河

内
3
3
8
m

m
等

。
 

大
正

1
1
 

1
9
2
2
 

7
 

3
～

4
 

大
雨

 
 

 
天

竜
川

の
橋

が
流

失
、

床
下

浸
水

9
0

戸
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

浜
名

郡
で

突
風

に
よ

り
死

者
4
人

、
住

家
2
戸

倒
壊

。
落

雷
に

て
死

者
1
人

。
 

床
上

浸
水

多
数

、
床

下
浸

水
3
,0

0
0

戸
、

水
田

浸
水

7
0
0
h
a。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
正

1
4
 

1
9
2
5
 

9
 

1
0
～

1
1

台
風

 

小
笠

原
東

海
上

に
現

れ
た

台
風

は
、

志
摩

半
島

を
か

す
め

て
北

陸
に

抜
け

た
。

西
部

や
大

井
川

上
流

域
で

豪
雨

。
雨

量
は

2
0
0
m

m
以

上
に

達
し

、
二

俣
で

日
雨

量
3
5
1
m

m
を

観
測

。
 

大
正

1
5
 

1
9
2
6
 

7
 

4
 

豪
雨

 
 

 
 

 
原

野
谷

川
、

太
田

川
氾

濫
、

堤
防

決
 

壊
、

浸
水

家
屋

約
8
0
0
戸

。
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和
暦

 
西

暦
 

被
害

の
あ

っ
た

地
域

 

年
号

年
 

年
 

月
 

日
 

気
象

概
要

 

湖
西

市
浜

松
市

磐
田

市
袋

井
市

森
町

掛
川

市

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
正

1
5
 

1
9
2
6
 

9
 

4
 

台
風

 
（
人

的
被

害
）
引

佐
郡

：
死

者
1
人

、
負

傷
者

2
5
人

、
浜

名
郡

：
負

傷
者

3
5
人

、
（
家

屋
被

害
）
浜

名
郡

：
全

壊
7
7
2
戸

、
半

壊
4
0
3
戸

、
引

佐
郡

：
全

壊
1
8
8
戸

、
半

壊

1
0
6
戸

。
（
浸

水
被

害
）
浜

名
郡

：
床

下
浸

水
4
戸

。
 

西
部

は
被

害
が

大
き

く
家

屋
、

樹
木

の
倒

壊
、

鉄
道

貨
車

の
転

覆
、

電
信

電
話

の
不

通
、

死
傷

者
な

ど
を

多
く

出
し

た
。

磐
田

郡
で

死
者

4
人

、
負

傷
者

4
4
人

、
全

壊
2
6
8
戸

、
半

壊
2
7
3
戸

。
 

周
智

郡
で

死
者

1
人

、
負

傷
者

8
人

、

全
壊

6
9
戸

、
半

壊
1
3
4
戸

。
 

大
正

1
5
 

1
9
2
6
 

9
 

1
7
 

台
風

 
浜

松
で

最
大

風
速

2
5
.6

m
/
s
を

観
測

。
浜

松
市

・
浜

名
郡

で
全

壊
6
戸

、
引

佐
郡

で
半

壊
2
戸

。
 

磐
田

郡
で

負
傷

者
5
人

。
 

 
 

周
智

郡
で

死
者

1
人

、
負

傷
者

1
人

、

全
壊

4
戸

、
半

壊
1
0
戸

。
 

昭
和

4
 

1
9
2
9
 

8
 

1
5
～

1
6

台
風

、
大

雨
 

 
 

総
雨

量
2
0
8
m

m
。

浸
水

家
屋

7
0
0

余

戸
。

 

 
 

 
 

 
 

掛
川

署
管

内
で

浸
水

家
屋

3
0
戸

、
橋

流
失

6
箇

所
。

 

 
 

浜
松

・
島

田
地

方
浸

水
家

屋
7
,4

0
0

戸
、

そ
の

他
堤

防
決

壊
、

橋
流

失
等

。

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

4
 

1
9
2
9
 

1
0
 

2
5
～

2
6

台
風

 

台
風

は
26

日
遠

州
灘

に
達

し
、

浜
松

で
1
4
時

か
ら

1
8時

ま
で

の
4
時

間
に

1
1
8
m

m
を

観
測

。

昭
和

6
 

1
9
3
1
 

1
0
 

7
～

8
 

豪
雨

 
 

 
西

部
で

豪
雨

。
（
浸

水
被

害
）
浜

松
署

管
内

：
床

下
2
8
3
戸

、
気

賀
署

管
内

：

床
上

7
戸

、
床

下
4
7
戸

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

7
 

1
9
3
2
 

6
 

9
 

雷
雨

 
浜

名
郡

で
焼

失
3
戸

、
浜

松
市

で
浸

水
家

屋
約

1
,5

0
0
戸

。
 

落
雷

に
よ

り
、

磐
田

郡
で

焼
失

1
戸

。
 

 
 

 
 

昭
和

7
 

1
9
3
2
 

7
 

1
～

2
 

大
雨

 
 

 
雨

量
は

中
部

・
西

部
の

山
間

部
で

多

く
、

市
内

で
床

下
浸

水
2
0
0
戸

、
東

海

道
天

竜
橋

は
約

1
0
m

流
失

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

7
 

1
9
3
2
 

9
 

5
～

6
 

雷
雨

 
 

 
馬

込
川

、
新

川
の

氾
濫

で
床

上
浸

水

2
5
戸

、
床

下
浸

水
7
9
3
戸

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

馬
込

川
の

氾
濫

で
多

大
な

被
害

が
あ

っ
た

。
浜

松
署

管
内

で
半

壊
4
戸

、
床

上
浸

水
6
4
6

戸
、

床
下

浸
水

6
,3

8
9

戸
、

堤
防

1
0
0
箇

所
等

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

7
 

1
9
3
2
 

9
 

1
2
～

1
4

大
雨

 

低
気

圧
の

通
過

に
よ

り
、

浜
松

で
1
時

間
に

4
0
m

m
の

強
雨

を
観

測
。

 

昭
和

1
0
 

1
9
3
5
 

8
 

2
7
～

2
9

台
風

、
高

潮
 

浜
名

湖
は

高
潮

に
よ

り
田

・
畑

・
養

魚
池

の
浸

水
、

道
路

の
欠

潰
な

ど
多

大
な

被

害
。

（
浸

水
被

害
）
浜

名
郡

：
床

上
2
2
戸

、
床

下
1
1
4
戸

、
引

佐
郡

：
床

上
2
4
戸

、
床

下
1
5
8
戸

。
 

磐
田

郡
下

で
流

失
2
戸

、
床

上
浸

水
3
0
戸

、
床

下
浸

水
1
0
6
戸

。
 

 
 

 
 

 

 
 

浜
松

署
管

内
で

死
者

1
人

、
半

壊
1

戸
、

床
上

浸
水

1
4
8

戸
、

床
下

浸
水

4
,5

9
6
戸

、
堤

防
2
4
箇

所
等

。
梨

・
み

か
ん

・
た

ば
こ

を
は

じ
め

、
水

田
冠

水

1
,5

0
0
h
aに

も
及

び
農

作
物

の
被

害
甚

大
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

1
0
 

1
9
3
5
 

8
～

9
 

3
1
～

3
 

大
雨

 

本
州

南
岸

に
前

線
が

停
滞

し
、

3
1
日

か
ら

2
日

に
か

け
て

浜
松

・
二

俣
等

で
雨

量
は

2
0
0
m

m
を

超
え

た
。

 

昭
和

1
1
 

1
9
3
6
 

9
 

2
6
～

2
8

大
雨

 
浜

松
測

候
所

管
内

で
死

者
2
人

、
行

方
不

明
1
人

、
床

上
浸

水
7
戸

、
床

下
浸

水
2
5
3
戸

。
 

浜
松

測
候

所
管

内
で

死
者

8
人

、
負

傷
6
人

、
全

壊
1
戸

、
半

壊
2
戸

、
流

失
1
戸

、
床

上
浸

水
8
3
6
戸

、
床

下
浸

水
5
,3

3
6
戸

。
 

昭
和

1
3
 

1
9
3
8
 

8
 

1
～

4
 

豪
雨

 
九

州
西

方
か

ら
東

進
し

て
き

た
低

気
圧

に
よ

り
強

い
雨

が
降

っ
た

。
総

雨
量

：
浜

松
3
8
0
m

m
、

金
谷

4
9
4
m

m
、

静
岡

2
93

m
m

、
大

河
内

4
1
5
m

m
等

。
 

昭
和

1
3
 

1
9
3
8
 

8
 

2
5
～

2
7

台
風

 
 

 
気

賀
署

管
内

で
死

者
3

人
、

全
壊

4

戸
、

半
壊

5
戸

、
床

上
浸

水
1
7
7
戸

、

床
下

浸
水

8
7
8
戸

。
強

雨
に

よ
り

井
伊

谷
川

の
水

位
は

気
賀

で
3
m

に
達

し

た
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

新
居

署
管

内
で

死
者

1
人

、
負

傷
者

1

人
、

全
壊

1
戸

、
半

壊
4
戸

、
床

上
浸

水
1
戸

、
床

下
浸

水
4
2
2
戸

。
 

（
人

的
被

害
）
浜

松
署

管
内

：
死

者
6

人
、

負
傷

者
1
1
人

、
行

方
不

明
9
人

、

気
賀

署
管

内
：
死

者
2
人

、
負

傷
者

1

人
、

（
家

屋
被

害
）
浜

松
署

管
内

：
全

壊
8
戸

、
半

壊
1
3
戸

、
気

賀
署

管
内

：

全
壊

4
戸

、
（
浸

水
被

害
）
浜

松
署

管

内
：
床

上
3
,2

5
2
戸

、
床

下
8
,9

7
8
戸

、

気
賀

署
管

内
：
床

上
6
0
戸

、
床

下
4
5
1

戸
。

 

磐
田

署
管

内
で

、
流

失
1
戸

、
床

下
浸

水
5
0
0
戸

。
 

森
署

管
内

で
死

者
5
人

、
全

壊
1
戸

、

流
失

1
戸

、
床

上
浸

水
2
6
戸

、
床

下
浸

水
1
6
5
戸

。
 

掛
川

署
管

内
で

床
下

浸
水

1
6
6
戸

。
 

昭
和

1
6
 

1
9
4
1
 

7
 

1
1
～

1
2

豪
雨

 

梅
雨

前
線

が
本

州
南

海
上

に
停

滞
、

低
気

圧
が

静
岡

県
沿

岸
を

通
過

し
大

雨
と

な
っ

た
。

総
雨

量
：
浜

松
3
4
0
m

m
、

興
津

2
8
7
m

m
等

。
 

昭
和

1
6
 

1
9
4
1
 

1
1
 

2
8
 

大
雨

 
新

居
署

管
内

で
床

上
浸

水
3
0
戸

、
床

下
浸

水
1
4
0
戸

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

1
9
 

1
9
4
4
 

8
 

6
～

7
 

台
風

 
 

 
浜

松
市

で
浸

水
家

屋
1
,2

0
0
戸

。
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和
暦

 
西

暦
 

被
害

の
あ

っ
た

地
域

 

年
号

年
 

年
 

月
 

日
 

気
象

概
要

 

湖
西

市
浜

松
市

磐
田

市
袋

井
市

森
町

掛
川

市

 
 

 
 

 
 

 
引

佐
郡

は
都

田
川

・
井

伊
谷

川
・

釣

橋
川

が
増

水
。

（
浸

水
被

害
）

鎮
玉

村
：
床

下
1
1
9
戸

、
郡

下
：
床

上
5
0
戸

、

床
下

3
0
0
戸

。
田

畑
5
0
0
h
aが

浸
水

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

豪
雨

の
た

め
各

地
で

出
水

。
小

笠
・

磐
田

地
方

で
床

上
浸

水
1
,3

8
0
戸

、
床

下
浸

水
3
,0

0
0
戸

。
 

 
 

 
 

豪
雨

の
た

め
各

地
で

出
水

。
小

笠
・

磐
田

地
方

で
床

上
浸

水
1
,3

8
0
戸

、
床

下
浸

水
3
,0

0
0
戸

。
 

昭
和

2
0
 

1
9
4
5
 

8
 

2
3
～

2
4

台
風

 

台
風

は
房

総
南

部
か

ら
能

登
半

島
を

経
て

日
本

海
を

北
上

。
県

内
の

雨
量

：
興

津
24

4
m

m
、

藤
枝

20
6
m

m
等

。
 

 
 

（
人

的
被

害
）
浜

松
市

内
：
死

者
1
人

、

浜
名

郡
芳

川
村

：
行

方
不

明
3
4

人

（
内

2
3
人

死
亡

）
。

（
家

屋
被

害
）
浜

松

市
内

：
倒

壊
1
戸

、
（
浸

水
被

害
）
浜

松

市
内

：
床

上
4
0
戸

、
床

下
5
9
3
戸

、
浜

名
郡

芳
川

村
：
浸

水
5
0
0
戸

、
同

郡
和

田
村

：
床

上
1
4
0
戸

。
 

安
倍

川
・
天

竜
川

は
明

治
3
4
年

以
来

の
大

増
水

で
、

鉄
橋

お
よ

び
木

橋
の

通
行

は
禁

止
さ

れ
た

。
浜

名
郡

芳
川

村
で

は
天

竜
川

堤
防

が
約

4
0
m

決

壊
。

 

床
上

浸
水

9
1
戸

、
床

下
浸

水
1
2
3
戸

。
 

 
 

 
 

 
昭

和
2
0
 

1
9
4
5
 

1
0
 

4
～

5
 

台
風

（
1
9

号
）
 

台
風

は
遠

州
灘

・
房

総
半

島
の

南
海

上
を

通
過

。
総

雨
量

：
浜

松
（
4
～

5
日

）
2
4
5
m

m
、

静
岡

（
3
～

5
日

）
3
7
4
m

m
、

興
津

（
3
～

5
日

）
4
1
8
m

m
等

。
 

昭
和

2
4
 

1
9
4
9
 

6
 

1
8
～

2
2

台
風

（
2

号
）
 

浜
名

郡
知

波
田

村
で

太
田

川
・
今

川

の
堤

防
が

そ
れ

ぞ
れ

2
箇

所
決

壊
。

 

馬
込

川
が

浜
名

郡
積

志
村

で
決

壊
、

浜
松

市
内

向
宿

、
山

下
、

浅
田

方
面

で
浸

水
家

屋
数

百
戸

。
 

井
伊

谷
川

・
都

田
川

は
気

賀
町

地
先

で
1
.6

m
増

水
し

、
中

川
村

地
先

で
は

約
3
0
m

浸
水

。
 

磐
田

郡
長

野
村

刑
部

地
先

で
ぼ

う
僧

川
の

堤
防

約
2
0
m

が
決

壊
。

 

 
 

周
智

郡
飯

田
村

で
太

田
川

の
堤

防
約

2
0
m

が
決

壊
、

5
0
戸

が
床

下
浸

水
。

 

 
 

昭
和

2
5
 

1
9
5
0
 

5
 

3
～

5
 

大
雨

 
 

 
山

下
町

・
竜

禅
寺

町
で

浸
水

家
屋

1
0
0

余
戸

。
 

今
ノ

浦
川

の
氾

濫
で

水
田

1
0
0
h
a
が

冠
水

、
半

壊
家

屋
1
戸

。
 

 
 

 
 

昭
和

2
5
 

1
9
5
0
 

6
 

9
～

1
4
 

大
雨

 
 

浜
名

郡
和

田
村

で
床

下
浸

水
1
0
戸

、

引
佐

郡
麁

玉
村

瀬
戸

一
色

で
橋

が
流

失
。

 

 
 

敷
地

川
で

橋
が

流
失

、
原

野
谷

川
・

法
多

沢
川

で
堤

防
決

壊
。

袋
井

町
で

は
床

上
浸

水
5
0
戸

。
 

 
 

掛
川

町
で

床
下

浸
水

2
0
戸

。
 

昭
和

2
7
 

1
9
5
2
 

4
 

1
8
 

落
雷

 
突

風
の

た
め

浜
名

郡
新

居
町

新
居

弁

天
で

住
宅

1
戸

が
倒

壊
、

落
雷

に
よ

り

浜
名

郡
知

波
田

村
太

田
で

死
者

1

人
。

 

 
 

磐
田

市
貝

塚
で

焼
失

1
戸

。
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

2
8
 

1
9
5
3
 

6
 

2
3
～

2
4

大
雨

 
 

 
浜

松
市

元
浜

町
で

床
上

浸
水

4
7
戸

、

床
下

浸
水

5
0
0
戸

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

全
壊

4
戸

、
半

壊
3
5

戸
、

床
上

浸
水

2
6
3
戸

、
床

下
浸

水
2
1
6
戸

。
新

居
弁

天
で

高
潮

の
た

め
1
0
戸

を
残

し
て

全

滅
し

、
浸

水
は

床
上

9
0
c
m

に
及

ん

だ
。

（
旧

新
居

町
）
 

（
家

屋
被

害
）
入

出
村

：
全

壊
3
戸

、
半

壊
2
3
戸

、
（
浸

水
被

害
）
浜

名
郡

知
波

田
村

：
床

上
4
0
戸

、
床

下
8
戸

、
入

出

村
：
床

上
3
0
0
戸

、
新

所
村

：
床

上
1
2
0

戸
、

床
下

7
戸

、
鷲

津
町

：
床

上
2
5
0

戸
、

床
下

4
0
戸

。
 

気
賀

で
半

壊
1
5
戸

、
流

失
2
戸

、
（
浸

水
）
床

上
2
0
3
戸

・
床

下
3
9
8
戸

。
（
旧

細
江

町
）
 

浜
名

湖
に

高
潮

が
起

こ
り

、
全

壊
1
0

戸
、

半
壊

1
6
戸

、
（
浸

水
）
床

上
5
7
戸

・

床
下

7
0
9
戸

。
検

潮
器

に
よ

る
潮

位
の

上
昇

は
1
.1

m
。

（
旧

舞
阪

町
）
 

三
ヶ

日
で

は
全

壊
4
戸

、
半

壊
1
9
戸

、

（
浸

水
）
床

上
1
1
9

戸
・
床

下
2
6
4
戸

・

佐
久

米
で

床
下

5
0
戸

。
（
旧

三
ヶ

日

町
）
 

東
浜

名
村

で
は

床
下

浸
水

5
0
戸

、
流

失
1
0
戸

で
あ

っ
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
昭

和
2
8
 

1
9
5
3
 

9
 

2
5
～

2
6

台
風

（
1
3

号
）

、

高
潮

･高
波

 

台
風

の
北

上
と

と
も

に
本

州
南

岸
に

あ
っ

た
前

線
が

活
発

と
な

り
、

2
3
日

昼
ご

ろ
か

ら
雨

。
そ

の
後

台
風

は
中

心
気

圧
9
4
0
m

bで
紀

伊
半

島
南

部
に

上
陸

。
雨

量
は

山
間

部
特

に
大

井
川

上
流

域
で

2
0
0
m

m
以

上
と

な
っ

た
。

 

昭
和

2
9
 

1
9
5
4
 

8
 

1
8
～

1
9

台
風

（
5

号
）
・
高

潮
 

 
 

浜
名

湖
沿

岸
で

高
潮

が
発

生
。

（
浸

水
被

害
）
気

賀
町

：
床

上
4
戸

、
床

下
7

戸
、

三
ヶ

日
町

：
床

上
1
0
戸

、
床

下
5
5

戸
。

  

磐
田

郡
掛

塚
町

南
部

で
床

下
浸

水
3
0

戸
。

 

 
 

 
 

 
 

昭
和

2
9
 

1
9
5
4
 

9
 

1
7
～

1
8

台
風

（
1
4

号
）
・
高

波
 

 
 

（
浸

水
被

害
）
気

賀
町

：
床

上
4
戸

、
床

下
8
4
戸

、
三

ヶ
日

町
：
床

上
1
5
戸

、
床

下
8
0
戸

。
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和
暦

 
西

暦
 

被
害

の
あ

っ
た

地
域

 

年
号

年
 

年
 

月
 

日
 

気
象

概
要

 

湖
西

市
浜

松
市

磐
田

市
袋

井
市

森
町

掛
川

市

 
 

新
川

に
沿

っ
た

八
幡

町
・
助

信
町

・
山

下
町

・
西

上
池

川
町

・
中

沢
町

・
上

池

川
町

な
ど

で
床

上
浸

水
5
5
5
戸

が
あ

り
、

名
残

町
を

は
じ

め
床

下
浸

水

6
,0

0
0
～

7
,0

0
0
戸

の
被

害
が

生
じ

た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

3
1
 

1
9
5
6
 

9
 

1
 

豪
雨

 

前
線

の
影

響
で

浜
松

地
方

は
昼

ご
ろ

か
ら

2
～

3
時

間
の

間
に

豪
雨

が
あ

り
、

1
時

間
に

55
m

m
、

総
降

水
量

は
8
9
m

m
に

達
し

た
。

昭
和

3
1
 

1
9
5
6
 

9
 

2
6
～

2
7

台
風

（
1
5

号
）
 

湖
西

町
の

太
田

川
が

決
壊

。
 

全
壊

2
戸

、
半

壊
1
戸

、
（
浸

水
）
床

上

2
0
戸

・
床

下
1
,2

7
5
戸

。
 

宇
利

山
川

が
氾

濫
し

木
橋

が
流

失
、

堤
防

も
2
箇

所
決

壊
。

浸
水

家
屋

は

三
ケ

日
町

で
2
0

戸
、

細
江

町
で

1
2

戸
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

3
2
 

1
9
5
7
 

4
 

2
1
～

2
3

大
雨

 
 

 
浜

松
市

森
田

町
で

2
2
戸

が
床

下
浸

水

し
た

ほ
か

、
全

市
で

1
5
0
戸

の
床

下
浸

水
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

3
3
 

1
9
5
8
 

7
 

2
0
～

2
3

台
風

（
1
1

号
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

掛
川

市
各

和
・
原

川
一

帯
で

突
風

が

起
こ

り
、

全
壊

3
戸

、
半

壊
1
2
戸

。
 

 
 

浜
松

市
で

は
半

壊
1
戸

、
（
浸

水
）
床

上
2
戸

・
床

下
3
7
3
戸

の
被

害
が

あ
っ

た
。

 

（
浸

水
）

床
上

7
0

戸
・

床
下

9
2
0

戸
。

（
旧

浜
北

市
）
 

（
人

的
被

害
）
磐

田
市

：
負

傷
者

1
人

、

（
家

屋
被

害
）

磐
田

市
：

全
壊

1
戸

、

（
浸

水
被

害
）
磐

田
市

：
床

上
3
戸

、
床

下
3
0
戸

、
豊

岡
村

：
床

上
1
5
0
戸

、
床

下
6
0
0
戸

。
 

太
田

川
上

流
の

敷
地

川
、

一
宮

川
が

袋
井

市
三

川
で

氾
濫

、
そ

の
他

原
野

谷
川

な
ど

で
も

橋
の

流
失

が
あ

っ
た

。

（
浸

水
被

害
）
袋

井
市

：
床

上
2
6
戸

、

床
下

4
0
戸

、
周

智
郡

山
梨

町
：
床

上

1
0
戸

、
床

下
2
1
5
戸

。
 

床
上

浸
水

5
1
0
戸

・
床

下
浸

水
1
,8

0
0

戸
。

 

全
壊

2
戸

、
半

壊
5

戸
、

流
失

2
4
戸

、

（
浸

水
）
床

上
4
3
5
戸

・
床

下
2
2
0
戸

。
 

昭
和

3
4
 

1
9
5
9
 

8
 

2
6
～

2
7

豪
雨

 

日
本

海
中

部
の

低
気

圧
か

ら
南

に
の

び
た

温
暖

前
線

が
停

滞
し

各
地

で
局

地
的

な
豪

雨
と

な
っ

た
。

総
雨

量
：
三

倉
2
7
2
m

m
、

島
田

3
7
6
m

m
、

静
岡

1
5
3
m

m
等

。
 

浜
名

湖
に

高
潮

が
起

こ
り

、
浜

名
郡

で
全

壊
3
8
戸

、
半

壊
1
2
9
戸

、
（
浸

水
）

床
上

2
1
6
戸

・
床

下
6
9
7
戸

。
（
旧

新
居

町
）
 

湖
西

町
で

は
全

壊
2
1

戸
、

半
壊

4
4

戸
、

浸
水

1
7
1
戸

、
入

出
地

区
は

高
潮

被
害

。
 

（
家

屋
被

害
）
浜

松
市

：
全

壊
1
1
3
戸

、

半
壊

6
4
5

戸
、

浜
名

郡
下

：
全

壊
3
8

戸
、

半
壊

1
2
9
戸

、
（
浸

水
被

害
）
浜

松

市
：

床
下

5
4

戸
、

浜
名

郡
下

：
床

上

2
1
6
戸

、
床

下
6
9
7
戸

。
 

浜
名

湖
沿

岸
で

高
波

が
押

し
寄

せ
、

引
佐

郡
細

江
町

・
三

ケ
日

町
で

6
0
余

戸
が

床
下

浸
水

。
 

（
家

屋
被

害
）
磐

田
市

：
全

壊
5
戸

、
半

壊
8
戸

、
磐

田
郡

下
：
全

壊
1
3
2
戸

、
半

壊
3
9
8
戸

、
（
浸

水
被

害
）
磐

田
郡

下
：

床
上

1
8
戸

・
床

下
7
8
戸

。
 

全
壊

3
戸

、
半

壊
2
戸

。
 

県
西

部
で

被
害

が
多

か
っ

た
。

当
地

は
森

町
三

倉
の

大
府

川
畔

で
全

半
壊

家
屋

が
多

か
っ

た
。

ま
た

道
路

は
周

智
ト

ン
ネ

ル
な

ど
各

所
で

寸
断

、
交

通

途
絶

し
た

。
 

全
壊

4
戸

、
半

壊
7
戸

。
 

昭
和

3
4
 

1
9
5
9
 

9
 

2
6
 

伊
勢

湾
台

風
（
1
5

号
）
、

高
潮

･高
波

2
6
日

1
8
時

3
0
分

頃
紀

伊
半

島
南

部
に

上
陸

、
中

心
気

圧
は

9
3
0
m

b
。

そ
の

後
岐

阜
付

近
を

通
り

、
秋

田
沖

へ
去

っ
た

。
最

大
風

速
：
浜

松
2
6
.4

m
/
s、

静
岡

2
1
.4

m
/
s、

日
雨

量
：
水

窪
2
1
5
m

m
、

山
香

2
3
5
m

m
、

大
河

内
2
0
2
m

m
等

。
 

昭
和

3
4
 

1
9
5
9
 

1
0
 

7
 

台
風

（
1
6

号
）
 

 
 

 
磐

田
郡

南
部

で
床

上
浸

水
1
1
戸

、
床

下
浸

水
4
0
戸

。
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

3
4
 

1
9
5
9
 

1
0
 

2
8
～

2
9

雷
雨

 
 

 
浜

松
市

入
野

で
住

家
約

1
,3

0
0
戸

が

浸
水

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

3
5
 

1
9
6
0
 

8
 

1
2
～

1
4

台
風

（
1
2

号
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

太
田

川
が

氾
濫

し
、

死
者

1
人

、
床

上

浸
水

6
0
戸

、
流

出
4
戸

、
橋

流
失

8
箇

所
。

 

 
 

昭
和

3
6
 

1
9
6
1
 

4
 

1
5
～

1
6

大
雨

 
 

 
床

下
浸

水
2
5
0
戸

、
崖

崩
れ

1
箇

所
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 

昭
和

3
6
 

1
9
6
1
 

6
 

2
3
～

2
9

豪
雨

 
 

 
浜

名
郡

浜
北

町
で

床
上

浸
水

3
6
戸

、

床
下

浸
水

2
9
戸

。
 

 
 

 
 

 
 

掛
川

市
高

御
所

で
山

が
崩

壊
し

、
床

下
浸

水
7
戸

。
 

昭
和

3
6
 

1
9
6
1
 

9
 

1
4
～

1
6

第
2

室
戸

台
風

・

高
潮

 

浜
名

湖
に

高
潮

発
生

、
床

下
浸

水
1
4

戸
。

 

浜
名

湖
に

高
潮

発
生

。
（
浸

水
被

害
）

三
ケ

日
町

：
床

上
浸

水
7
戸

、
床

下
浸

水
4
5
戸

、
細

江
町

：
床

上
浸

水
2
戸

、

床
下

浸
水

4
戸

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

3
7
 

1
9
6
2
 

8
 

2
6
 

台
風

（
1
4

号
）
・
竜

巻
 

 
 

負
傷

者
1
8
人

、
全

壊
2
7
戸

、
半

壊
1
6
8

戸
。

 

（
2
6
日

志
摩

半
島

に
上

陸
し

た
台

風

に
と

も
な

っ
て

各
地

に
竜

巻
が

発
生

し

た
。

浜
松

市
天

竜
川

河
口

付
近

で
発

生
し

た
も

の
は

北
西

に
進

み
浜

名
郡

湖
東

町
伊

佐
地

付
近

に
至

り
、

浜
名

郡
篠

原
村

坪
井

で
発

生
し

た
も

の
は

北
西

に
進

ん
で

浜
名

湖
上

で
消

滅
し

た
。

）
 

浜
松

市
内

の
低

地
で

は
4
2
0
戸

が
床
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和
暦

 
西

暦
 

被
害

の
あ

っ
た

地
域

 

年
号

年
 

年
 

月
 

日
 

気
象

概
要

 

湖
西

市
浜

松
市

磐
田

市
袋

井
市

森
町

掛
川

市

 
 

 
 

 
 

 
下

浸
水

。
 

 
 

 
 

昭
和

3
7
 

1
9
6
2
 

9
 

4
 

豪
雨

 
 

 
 

 
 

 
 

 
森

署
管

内
で

負
傷

者
1

人
、

全
壊

1

戸
、

床
上

浸
水

4
戸

、
床

下
浸

水
4
5
8

戸
。

 

（
太

田
川

上
流

大
河

内
で

4
日

2
～

3
時

の
1
時

間
雨

量
1
1
9
m

m
の

豪
雨

で
あ

っ
た

。
太

田
川

は
急

増
水

し
て

、
土

砂

崩
れ

・
浸

水
に

よ
り

家
屋

に
被

害
を

生

じ
た

。
）
 

 
 

昭
和

3
8
 

1
9
6
3
 

5
 

1
5
～

1
7

大
雨

 
 

 
浜

松
署

管
内

で
床

上
浸

水
1
戸

、
床

下
浸

水
1
1
戸

。
 

磐
田

署
管

内
で

床
上

浸
水

1
0
戸

、
床

下
浸

水
3
3
戸

、
田

畑
冠

水
1
,0

4
3
h
a
。

 
森

署
管

内
で

床
上

浸
水

1
戸

、
床

下

浸
水

6
1
戸

。
 

掛
川

署
管

内
で

死
者

1
人

、
床

下
浸

水
2
7
戸

。
 

昭
和

3
8
 

1
9
6
3
 

6
 

2
～

5
 

台
風

 
 

 
 

 
磐

田
郡

竜
洋

町
の

天
竜

川
で

死
者

1

人
。

 

 
 

 
 

 
 

昭
和

3
8
 

1
9
6
3
 

8
 

2
2
 

雷
雨

 
 

 
浜

松
市

名
残

町
で

1
戸

が
床

上
浸

水

し
、

山
下

町
・
元

浜
町

・
天

神
町

・
旭

町
・
板

屋
町

・
海

老
塚

町
・
砂

山
町

な

ど
で

3
,6

0
0
戸

が
床

下
浸

水
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

3
8
 

1
9
6
3
 

8
 

2
8
～

2
9

台
風

 
 

床
下

浸
水

1
0
6
戸

。
 

 
 

 
 

昭
和

3
8
 

1
9
6
3
 

8
 

2
9
 

大
雨

・
竜

巻
 

 
 

浜
松

市
佐

藤
町

・
向

宿
町

・
天

神
町

・

幸
町

な
ど

で
床

下
浸

水
約

3
5
0
戸

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

3
9
 

1
9
6
4
 

3
 

2
0
 

大
雨

 
 

 
新

川
が

溢
れ

、
付

近
の

東
田

町
の

1
0
5
戸

が
床

下
浸

水
、

他
約

2
0
ヶ

町
に

わ
た

り
、

1
,7

7
5
戸

が
床

下
浸

水
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

3
9
 

1
9
6
4
 

6
 

2
7
～

2
8

豪
雨

 
 

 
床

上
浸

水
2
戸

、
床

下
浸

水
1
9
1
戸

。
 

 
 

 
 

 
 

床
下

浸
水

3
0
戸

。
 

昭
和

3
9
 

1
9
6
4
 

9
 

2
2
～

2
5

台
風

（
2
0

号
）
 

 
 

浜
松

中
央

署
管

内
で

死
者

1
人

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

4
0
 

1
9
6
5
 

6
 

1
5
 

豪
雨

 
 

 
床

上
浸

水
1
戸

、
床

下
浸

水
7
7
1
戸

。
 

浜
松

で
雷

を
伴

っ
た

集
中

豪
雨

と
な

り
、

家
屋

浸
水

、
土

砂
崩

れ
な

ど
の

被

害
が

発
生

し
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

4
0
 

1
9
6
5
 

7
 

4
～

5
 

大
雨

 
 

 
浜

松
中

央
署

管
内

で
、

床
下

浸
水

2
3
0
戸

。
 

磐
田

署
管

内
で

床
上

浸
水

4
3
戸

、
床

下
浸

水
1
2
3
戸

。
 

 
 

 
 

 

昭
和

4
0
 

1
9
6
5
 

9
 

1
5
～

1
8

台
風

（
2
4

号
）
･高

波
 

新
居

町
で

床
上

浸
水

1
戸

、
床

下
浸

水
1
3
6
戸

。
 

（
人

的
被

害
）
浜

松
東

署
管

内
：
負

傷

者
3
人

、
（
家

屋
被

害
）
浜

松
中

央
署

管
内

：
全

壊
1
戸

、
浜

松
東

署
管

内
：

全
壊

6
戸

、
半

壊
4
戸

、
（
浸

水
被

害
）

浜
松

中
央

署
管

内
：
床

上
1
1
戸

、
床

下
5
0
0
戸

、
浜

松
東

署
管

内
：
床

下
2
1

戸
、

細
江

署
管

内
：
床

上
9
戸

、
床

下

4
0
5
戸

。
 

そ
の

他
浜

松
中

央
署

管
内

で
田

畑
冠

水
2
8
5
h
a
、

道
路

決
壊

2
2

箇
所

、
山

（
崖

）
崩

れ
1
箇

所
。

 

磐
田

署
管

内
で

負
傷

者
1
人

、
全

壊
3
戸

、
半

壊
1
8
戸

。
 

森
署

管
内

で
負

傷
者

1
人

、
全

壊
1

戸
、

床
上

浸
水

8
9
戸

、
床

下
浸

水
2
0
3

戸
。

 

昭
和

4
1
 

1
9
6
6
 

6
 

2
7
～

2
8

台
風

（
4

号
）
 

 
 

（
人

的
被

害
）
浜

松
中

央
署

管
内

：
死

者
1
人

、
（
家

屋
被

害
）
浜

松
中

央
署

管
内

：
全

壊
1
戸

、
半

壊
1
戸

、
（
浸

水

被
害

）
浜

松
中

央
署

管
内

：
床

上
2
0

戸
、

床
下

3
,4

0
8

戸
、

浜
松

東
署

管

内
：

床
上

2
戸

、
床

下
2
2
4
戸

、
細

江

町
：
床

下
9
0
戸

。
（
そ

の
他

被
害

）
浜

松
中

央
署

管
内

：
田

畑
冠

水
7
1
2
h
a
、

道
路

損
壊

8
箇

所
、

堤
防

決
壊

1
箇

所
、

山
崩

れ
9
箇

所
、

浜
松

東
署

管

内
：
田

畑
冠

水
2
9
9
h
a等

。
 

床
下

浸
水

1
5

戸
、

水
田

冠
水

8
,0

0
0
h
a。

 

 
 

床
下

浸
水

1
4
戸

。
 

床
下

浸
水

2
0
戸

。
 

 
 

 
 

 
 

台
風

は
28

日
石

廊
崎

の
南

方
2
0
0k

m
付

近
の

海
上

を
通

り
、

房
総

の
東

海
上

に
抜

け
た

。
総

雨
量

：静
岡

24
8
m

m
、

浜
松

2
56

m
m

、
袋

井
3
0
0
m

m
、

大
河

内
2
99

m
m

等
。

 

昭
和

4
1
 

1
9
6
6
 

1
0
 

1
2
～

1
3

豪
雨

 
新

居
署

管
内

で
死

者
1
人

、
床

上
浸

水
2
5
戸

、
床

下
浸

水
1
6
0
戸

。
 

（
家

屋
被

害
）
細

江
署

管
内

：
全

壊
1

戸
、

半
壊

3
戸

、
（
浸

水
被

害
）
浜

松
中

央
署

管
内

：
床

上
1
戸

、
床

下
1
3
戸

、
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和
暦

 
西

暦
 

被
害

の
あ

っ
た

地
域

 

年
号

年
 

年
 

月
 

日
 

気
象

概
要

 

湖
西

市
浜

松
市

磐
田

市
袋

井
市

森
町

掛
川

市

 
 

 
 

 
 

 
細

江
署

管
内

：
床

上
3
0
0

戸
、

床
下

9
1
9

戸
。

そ
の

他
細

江
署

管
内

で
田

畑
冠

水
1
,0

8
0
h
a
。

 

 
 

 
 

昭
和

4
2
 

1
9
6
7
 

6
 

2
8
～

2
9

豪
雨

 
 

 
 

 
 

 
 

 
床

下
浸

水
5
0
戸

。
 

床
下

浸
水

6
1
戸

。
 

昭
和

4
2
 

1
9
6
7
 

1
0
 

2
7
～

2
8

台
風

（
3
4

号
）
 

新
居

署
管

内
で

全
壊

2
戸

。
 

引
佐

郡
三

ケ
日

町
都

筑
で

死
者

1

人
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

4
3
 

1
9
6
8
 

7
 

5
～

6
 

豪
雨

 
新

居
署

管
内

で
床

下
浸

水
3
1
戸

。
 

（
人

的
被

害
）
細

江
署

管
内

：
負

傷
者

1
人

、
（
浸

水
被

害
）
浜

松
中

央
署

管

内
：
床

上
1
戸

、
床

下
8
3
戸

、
浜

松
東

署
管

内
：

床
下

1
4
4

戸
、

細
江

署
管

内
：
床

下
1
0
4
戸

。
 

磐
田

署
管

内
で

床
上

浸
水

1
1
戸

、
床

下
浸

水
9
3
戸

。
 

 
 

 
掛

川
署

管
内

で
全

壊
3

戸
、

半
壊

3

戸
、

床
上

浸
水

2
戸

、
床

下
浸

水
3
4
2

戸
。

 

新
居

署
管

内
で

床
上

浸
水

2
戸

、
床

下
浸

水
4
3
戸

。
 

（
浸

水
被

害
）
浜

松
中

央
署

管
内

床

上
1
戸

、
床

下
9
5
8
戸

、
浜

松
東

署
管

内
：
床

下
1
0
0
戸

、
細

江
署

管
内

：
床

下
3
5
戸

。
 

磐
田

署
管

内
で

床
上

浸
水

2
1
戸

、
床

下
浸

水
1
2
9
戸

。
 

 
森

署
管

内
で

半
壊

2
戸

、
床

上
浸

水

2
8
戸

、
床

下
浸

水
2
2
6
戸

。
 

掛
川

署
管

内
で

床
下

浸
水

3
7
戸

。
 

昭
和

4
3
 

1
9
6
8
 

8
 

2
5
～

3
1

台
風

（
1
0

号
）
 

台
風

1
0
号

と
台

風
に

刺
激

さ
れ

た
秋

雨
前

線
に

よ
り

大
雨

と
な

っ
た

。
総

雨
量

：
静

岡
4
2
2
m

m
、

浜
松

3
0
9
.5

m
m

、
引

佐
3
7
8
m

m
、

水
窪

6
5
1
m

m
等

。
 

昭
和

4
4
 

1
9
6
9
 

6
 

2
3
 

雷
雨

 
 

 
土

砂
崩

れ
に

よ
り

、
浜

松
市

池
川

町
地

内
で

住
家

・
公

民
館

な
ど

3
棟

が
半

壊
。

ま
た

、
磐

田
郡

豊
田

村
・
福

田
町

・
浜

松
市

神
ヶ

谷
町

地
内

で
計

3
棟

が
落

雷
に

よ
り

全
焼

、
1
棟

は
屋

根
焼

く
。

 

 
 

 
 

 
 

 

昭
和

4
4
 

1
9
6
9
 

8
 

4
～

5
 

台
風

（
7

号
）
 

新
居

署
管

内
で

床
上

浸
水

1
戸

、
床

下
浸

水
1
1
戸

。
 

（
浸

水
被

害
）
浜

松
中

央
署

管
内

：
床

上
1
0
戸

、
床

下
6
7
戸

、
浜

松
東

署
管

内
：
床

上
1
戸

、
細

江
署

管
内

：
床

下

1
7
戸

。
 

 
 

 
 

森
署

管
内

で
負

傷
者

2
人

、
半

壊
9

戸
、

床
上

浸
水

1
2
7

戸
、

床
下

浸
水

2
9
1
戸

。
 

 
 

新
居

署
管

内
で

床
上

浸
水

5
戸

、
床

下
浸

水
8
9
戸

。
 

（
家

屋
被

害
）
浜

松
中

央
署

管
内

：
全

壊
1
戸

、
半

壊
2
戸

、
浜

松
東

署
管

内
：

半
壊

2
戸

、
（
浸

水
被

害
）
浜

松
中

央

署
管

内
：

床
上

2
5
0

戸
・

床
下

1
,3

1
1

戸
、

浜
松

東
署

：
床

上
8
戸

・
床

下
3
3
4

戸
、

（
そ

の
他

被
害

）
浜

松
中

央
署

管

内
：
田

畑
冠

水
1
,3

0
0
h
a
、

道
路

決
壊

6

箇
所

、
橋

梁
流

失
3
箇

所
、

堤
防

決
壊

7
箇

所
、

山
崩

れ
1
,1

2
8
箇

所
、

浜
松

東
署

：
田

畑
冠

水
2
5
h
a
、

山
崩

れ
2
箇

所
等

。
 

（
浸

水
）
床

上
8
9
戸

・
床

下
6
3
4
戸

、
田

畑
冠

水
1
,4

8
5
h
a
、

道
路

決
壊

2
2

箇

所
、

山
(崖

)崩
れ

4
1
箇

所
。

（
旧

細
江

町
）
 

3
1
日

3
時

3
0
分

こ
ろ

、
浜

松
市

高
薗

か

ら
上

天
神

、
油

一
色

、
新

原
本

村
に

か
け

て
、

竜
巻

に
よ

り
民

家
な

ど
約

3
0

戸
が

全
半

壊
。

被
害

は
幅

5
0
m

、
長

さ

5
km

の
範

囲
。

 

磐
田

署
管

内
で

半
壊

1
戸

、
床

上
浸

水
1
0
戸

、
床

下
浸

水
6
7
8
戸

。
 

森
署

管
内

で
床

上
浸

水
1
5
戸

、
床

下

浸
水

9
1
戸

。
 

掛
川

署
管

内
で

全
壊

1
戸

、
半

壊
2

戸
、

床
上

浸
水

1
2
戸

、
床

下
浸

水
1
0
0

戸
。

 

昭
和

4
6
 

1
9
7
1
 

8
 

2
9
～

3
1

台
風

（
2
3

号
）
・
竜

巻
 

風
に

よ
る

被
害

は
少

な
か

っ
た

が
、

南
か

ら
の

暖
湿

気
流

の
た

め
大

雨
が

断
続

的
に

降
っ

た
。

総
雨

量
：
静

岡
2
9
8
m

m
、

浜
松

3
3
1
m

m
、

引
佐

4
0
7
m

m
、

三
倉

3
9
0
m

m
等

。

昭
和

4
7
 

1
9
7
2
 

7
 

5
～

7
 

大
雨

 
 

 
 

 
 

 
 

 
森

署
管

内
で

床
上

浸
水

6
戸

、
床

下

浸
水

2
4
3
戸

。
 

掛
川

署
管

内
で

負
傷

者
1
人

、
床

上

浸
水

4
戸

、
床

下
浸

水
8
戸

。
 

昭
和

4
7
 

1
9
7
2
 

7
 

1
4
～

1
5

台
風

（
6

号
）
 

 
 

浜
松

中
央

署
管

内
で

負
傷

者
1
人

、

床
上

浸
水

3
戸

、
浜

松
東

署
管

内
で

床
下

浸
水

3
4
戸

。
 

磐
田

署
管

内
で

床
下

浸
水

4
0
戸

。
 

 
 

 
 

掛
川

署
管

内
で

負
傷

者
2
人

、
全

壊
1

戸
、

床
下

浸
水

3
1
戸

、
山

（
崖

）
崩

れ

1
8
箇

所
。

 

昭
和

4
7
 

1
9
7
2
 

7
 

2
2
～

2
4

台
風

（
9

号
）
 

 
 

（
家

屋
被

害
）
浜

松
中

央
署

管
内

：
全

壊
2
戸

、
半

壊
3
戸

、
（
浸

水
被

害
）
浜

松
中

央
署

管
内

：
床

上
1
0
戸

、
床

下

1
4
9
戸

、
細

江
署

管
内

：
床

下
5
0
戸

。
 

磐
田

署
管

内
で

床
下

浸
水

2
0
戸

。
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

4
7
 

1
9
7
2
 

9
 

9
 

大
雨

 
新

居
署

管
内

で
床

上
浸

水
1
戸

、
床

下
浸

水
1
5
0
戸

。
 

浜
松

東
署

管
内

で
床

下
浸

水
1
2
0

戸
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

4
7
 

1
9
7
2
 

9
 

1
1
 

落
雷

 
 

 
浜

松
市

浅
田

町
の

工
場

に
落

雷
し

、
3

棟
全

焼
、

死
者

1
人

、
負

傷
者

3
人

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

4
9
 

1
9
7
4
 

7
 

7
～

8
 

台
風

（
8

号
）
 
 

全
壊

1
4
戸

、
半

壊
1
0
戸

、
（
浸

水
）
床

 
（
人

的
被

害
）
浜

松
中

央
署

管
内

：
死

負
傷

者
3
人

、
全

壊
4
戸

、
半

壊
1
5
  

集
中

豪
雨

に
よ

り
延

久
・
横

井
で

太
 

死
者

1
人

、
負

傷
者

5
人

、
全

壊
1
戸

、
掛

川
署

管
内

で
負

傷
者

1
人

、
半

壊
1
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和
暦

 
西

暦
 

被
害

の
あ

っ
た

地
域

 

年
号

年
 

年
 

月
 

日
 

気
象

概
要

 

湖
西

市
浜

松
市

磐
田

市
袋

井
市

森
町

掛
川

市

 
者

4
人

、
負

傷
者

2
人

、
浜

松
東

署
管

内
：
死

者
1
人

、
（
家

屋
被

害
）
浜

松
中

央
署

管
内

：
全

壊
2
戸

、
浜

松
東

署
管

内
：

全
壊

4
戸

、
半

壊
2
0
戸

、
流

失
6

戸
、

（
浸

水
被

害
）

浜
松

中
央

署
管

内
：
床

上
1
4
7
戸

、
床

下
1
,0

1
3
戸

、
浜

松
東

署
管

内
：

床
上

3
4
0

戸
、

床
下

2
,4

1
5
戸

、
（
そ

の
他

被
害

）
浜

松
中

央

署
管

内
：
決

壊
道

路
1
箇

所
、

橋
梁

1

箇
所

、
山

崩
れ

2
7
箇

所
、

浜
松

東
署

管
内

：
冠

水
田

畑
1
9
7
h
a
、

橋
梁

6
箇

所
、

堤
防

1
1
箇

所
、

山
崩

れ
3
3
箇

所

等
。

 

死
者

1
人

、
負

傷
者

5
人

、
全

壊
2
1

戸
、

半
壊

3
1
戸

、
流

失
5
戸

、
（
浸

水
）

床
上

6
8
1
戸

・
床

下
1
,6

7
8
戸

、
流

失
田

畑
1
2
4
.8

7
h
a
、

冠
水

田
畑

7
5
9
.1

5
h
a
、

決
壊

道
路

5
0
6
箇

所
、

橋
梁

5
0
箇

所
、

堤
防

2
0

箇
所

、
山

崩
れ

9
1
5

箇
所

。

（
旧

細
江

町
）
 

戸
、

流
失

8
戸

、
床

上
浸

水
3
1
2
戸

、

床
下

浸
水

5
2
9

戸
、

冠
水

田
畑

6
5
9
.1

h
a
、

決
壊

道
路

8
箇

所
、

橋
梁

3

箇
所

、
堤

防
6

箇
所

、
山

崩
れ

2
箇

所
。

 

田
川

が
決

壊
し

、
多

く
の

被
害

を
受

け

た
。

全
壊

6
戸

、
半

壊
1
1
戸

、
床

上
浸

水
1
0
3
戸

、
床

下
浸

水
1
8
0
戸

、
そ

の

他
田

畑
の

埋
没

、
河

川
崩

壊
等

。
 

半
壊

2
戸

、
流

失
9
戸

、
床

上
浸

水
2
1
7

戸
、

床
下

浸
水

4
9
4

戸
、

冠
水

田
畑

3
5
.4

7
h
a
、

決
壊

道
路

4
9
箇

所
、

橋
梁

8
箇

所
、

堤
防

8
箇

所
、

山
崩

れ
8
6
箇

所
。

 

戸
、

床
上

浸
水

3
戸

、
床

下
浸

水
5
9

戸
。

 
 

 
 

 
 

（
七

夕
豪

雨
）
 

梅
雨

前
線

が
遠

州
灘

か
ら

関
東

沖
で

停
滞

。
前

線
の

影
響

で
発

生
し

た
強

い
雨

雲
と

台
風

8
号

が
共

に
東

進
し

、
天

竜
～

静
岡

～
三

島
を

結
ぶ

東
西

線
上

を
7
～

1
0
時

間
を

要
し

て
通

過
、

各
地

で
記

録
的

な
豪

雨
と

な
っ

た
。

特
に

静
岡

・
清

水
地

区
で

は

集
中

豪
雨

と
な

り
、

静
岡

地
方

気
象

台
創

立
以

来
の

日
雨

量
5
0
8
m

m
を

記
録

し
た

。
被

害
地

域
は

県
下

7
5
市

町
村

の
う

ち
、

5
9
市

町
村

と
広

く
、

と
く

に
大

き
な

被
害

を
出

し
、

災
害

救
助

法
を

受
け

た
の

は
2
2
市

町
村

に
及

ん
だ

。
日

雨
量

：
浜

松
2
7
9
m

m
、

天
竜

3
6
3
m

m
、

秋
葉

3
3
2
m

m
、

高
根

山
4
7
9
m

m
等

。
 

昭
和

5
0
 

1
9
7
5
 

1
0
 

5
 

台
風

（
1
3

号
）
・
竜

巻
 

 
 

 
 

床
上

浸
水

3
0
戸

、
床

下
浸

水
1
0
0
戸

。
 

 
 

 
 

 

半
壊

1
戸

、
床

上
浸

水
1
1
4
戸

、
床

下

浸
水

8
0
6
戸

、
そ

の
他

、
鉄

道
・
道

路
・

通
信

施
設

に
被

害
。

（
旧

新
居

町
）
 

市
内

全
体

で
床

上
浸

水
9
8
7
戸

、
床

下
浸

水
5
,6

6
2
戸

。
 

堀
留

川
流

域
で

家
屋

の
浸

水
や

田
畑

の
冠

水
が

あ
っ

た
。

 

死
者

1
人

、
負

傷
者

1
人

、
床

上
浸

水

7
4
3
戸

、
床

下
浸

水
1
,5

1
7
戸

。
鉄

道
・

道
路

・
通

信
施

設
に

も
被

害
。

 

 
 

森
署

管
内

で
床

下
浸

水
3
4
戸

。
 

掛
川

署
管

内
で

床
上

浸
水

6
1
戸

、
床

下
浸

水
7
1
5
戸

。
 

昭
和

5
0
 

1
9
7
5
 

1
0
 

7
～

8
 

豪
雨

 

低
気

圧
と

温
暖

前
線

の
停

滞
と

通
過

に
よ

る
大

雨
。

浜
松

の
総

雨
量

は
3
3
6
m

m
に

達
し

、
最

大
時

間
雨

量
は

8
1
.5

m
m

を
記

録
し

た
。

 

昭
和

5
0
 

1
9
7
5
 

1
1
 

2
2
～

2
3

台
風

（
2
0

号
）
・
高

波
 

 
 

浜
松

市
天

竜
川

河
口

付
近

で
、

高
波

に
よ

り
行

方
不

明
2
人

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

5
1
 

1
9
7
6
 

5
～

7
 

1
9
～

2
1

台
風

（
9

号
）
・
大

雨
 

 
 

 
 

磐
田

市
・
浅

羽
町

・
掛

川
市

に
て

太
田

川
堤

防
決

壊
と

内
水

氾
濫

。
全

壊
流

失
1

戸
、

床
上

浸
水

1
8
4
戸

、
床

下
浸

水
8
2
1
戸

。
 

 
 

 
磐

田
市

・
浅

羽
町

・
掛

川
市

に
て

太
田

川
堤

防
決

壊
と

内
水

氾
濫

。
全

壊
流

失
1
戸

、
床

上
浸

水
1
8
4
戸

、
床

下
浸

水
8
2
1
戸

。
 

昭
和

5
1
 

1
9
7
6
 

7
 

1
0
～

1
3

強
雨

 
 

 
浜

松
中

央
署

管
内

で
床

下
浸

水
3
0

戸
。

 

磐
田

署
管

内
で

負
傷

者
2
人

、
全

壊
1
戸

、
半

壊
1
戸

、
床

上
浸

水
2
9
戸

、
床

下
浸

水
4
3
0
戸

。
 

森
署

管
内

で
全

壊
1
戸

、
床

下
浸

水

8
5
戸

。
 

掛
川

署
管

内
で

負
傷

者
1
人

、
全

壊
1

戸
、

半
壊

1
戸

、
床

上
浸

水
1
7
戸

、
床

下
浸

水
1
0
2
戸

。
 

昭
和

5
1
 

1
9
7
6
 

8
 

9
～

1
0
 

台
風

（
1
3

号
）
・
高

波
 

新
居

町
沿

岸
で

、
高

波
の

た
め

行
方

不
明

者
あ

り
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

5
1
 

1
9
7
6
 

8
 

1
7
～

1
8

強
雨

 
強

雨
と

浜
名

湖
の

満
潮

時
が

か
さ

な
り

、
川

の
水

が
あ

ふ
れ

、
湖

西
市

鷲
津

・
浜

名
郡

新
居

町
・
舞

阪
町

・
浜

松
市

・
磐

田
市

な
ど

で
床

下
浸

水
約

2
9
0
戸

。
 

 
 

 
 

昭
和

5
1
 

1
9
7
6
 

8
 

2
6
 

豪
雨

 
新

居
町

で
床

下
浸

水
6
4
戸

。
 

 
 

久
保

川
増

水
に

よ
り

、
床

上
浸

水
2
9

戸
、

床
下

浸
水

6
3
戸

。
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

5
1
 

1
9
7
6
 

9
 

8
～

1
4
 

台
風

（
1
5

号
）
・
竜

巻
 

 
 

（
家

屋
被

害
）
浜

松
市

：
半

壊
1
戸

、
細

江
町

：
半

壊
1
戸

、
（
浸

水
被

害
）
浜

松

市
：
床

下
4
7
7
戸

、
浜

北
市

：
床

下
3
1
7

戸
、

細
江

町
：
床

下
7
0
戸

、
雄

踏
町

：

床
下

1
0
0
戸

。
 

床
上

浸
水

2
戸

、
床

下
浸

水
5
9
戸

。
 

浅
羽

町
で

竜
巻

が
発

生
。

約
2
km

北

上
し

、
約

5
分

間
で

消
滅

。
負

傷
者

1

人
、

家
屋

破
損

な
ど

7
棟

。
 

 
 

 
 

昭
和

5
2
 

1
9
7
7
 

5
 

1
5
 

大
雨

 
新

居
署

管
内

で
床

上
浸

水
1
戸

、
床

下
浸

水
3
0
戸

。
 

（
浸

水
被

害
）
浜

松
中

央
署

管
内

：
床

上
1
0
戸

、
床

下
5
8
2
戸

、
浜

松
東

署
管

内
：
床

上
1
戸

、
床

下
2
7
0
戸

。
 

磐
田

署
管

内
で

床
下

浸
水

1
6
戸

。
 

 
 

 
掛

川
署

管
内

で
床

上
浸

水
1
戸

、
床

下
浸

水
6
7
戸

。
 

昭
和

5
2
 

1
9
7
7
 

6
 

2
4
～

2
5

大
雨

 
 

 
浜

松
中

央
署

管
内

で
床

下
浸

水
5
0

戸
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

5
4
 

1
9
7
9
 

9
 

4
 

台
風

（
1
2

号
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

逆
川

の
氾

濫
に

よ
り

床
上

浸
水

2
戸

、

床
下

浸
水

3
2
4
戸

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

資 － 20



和
暦

 
西

暦
 

被
害

の
あ

っ
た

地
域

 

年
号

年
 

年
 

月
 

日
 

気
象

概
要

 

湖
西

市
浜

松
市

磐
田

市
袋

井
市

森
町

掛
川

市

昭
和

5
4
 

1
9
7
9
 

1
0
 

1
9
 

台
風

（
2
0

号
）
・
 

高
潮

 

（
浸

水
被

害
）
湖

西
市

：
床

上
3
戸

、
床

下
3
0
戸

、
新

居
町

：
床

下
6
戸

。
 

（
人

的
被

害
）
浜

松
市

：
重

傷
者

1
人

、

軽
傷

者
5
人

、
舞

阪
町

：
軽

傷
者

1
人

、

（
浸

水
被

害
）
浜

松
市

：
床

下
2
4
戸

、

舞
阪

町
：
床

下
4
5
戸

、
細

江
町

：
床

上

3
戸

、
床

下
1
6
戸

、
三

ケ
日

町
：
床

上

1
1
戸

、
床

下
5
8
戸

、
雄

踏
町

：
床

下
2

戸
。

 

全
壊

1
戸

、
床

下
浸

水
1
0
戸

。
 

 
軽

傷
者

5
人

 
 （

人
的

被
害

）
掛

川
市

：
軽

傷
者

１
人

 

大
須

賀
町

：
重

傷
者

1
人

、
（
浸

水
被

害
）
掛

川
市

：
床

上
1
戸

、
床

下
4
戸

、

大
須

賀
町

：
床

下
1
戸

。
 

昭
和

5
5
 

1
9
8
0
 

6
 

1
～

8
 

大
雨

 
 

 
袋

井
市

・
掛

川
市

・
磐

田
市

・
森

町
・
豊

岡
村

・
豊

田
町

に
て

太
田

川
堤

防
越

水
と

内
水

氾
濫

。
床

上
浸

水
2
戸

、
床

下
浸

水
5
2
8
戸

。
 

昭
和

5
5
 

1
9
8
0
 

7
 

3
0
 

大
雨

 
 

 
床

上
浸

水
1
4
戸

、
床

下
浸

水
7
8
7
戸

。
 

 
 

 
 

 
 

 

昭
和

5
5
 

1
9
8
0
 

9
 

7
 

大
雨

 
床

上
浸

水
1
0
戸

、
床

下
浸

水
2
5
0
戸

。
（
全

県
下

）
 

昭
和

5
5
 

1
9
8
0
 

1
0
 

1
4
 

台
風

（
1
9

号
）
 

 
 

死
者

1
人

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

5
6
 

1
9
8
1
 

8
 

2
2
～

2
3

台
風

（
1
5

号
）
 

死
者

2
人

、
負

傷
者

1
人

、
半

壊
1
戸

、
床

上
浸

水
8
0
戸

、
床

下
浸

水
8
9
9
戸

、
田

畑
冠

水
4
7
6
h
a
、

が
け

崩
れ

5
1
箇

所
。

（
全

県
下

）
 

昭
和

5
6
 

1
9
8
1
 

1
0
 

5
～

9
 

豪
雨

 
 

 
 

 
掛

川
市

と
磐

田
市

に
て

、
太

田
川

堤

防
越

水
や

内
水

氾
濫

。
床

上
浸

水
1
7

戸
、

床
下

浸
水

1
9
1
戸

。
 

 
 

 
 

掛
川

市
と

磐
田

市
に

て
太

田
川

流
域

で
堤

防
越

水
や

内
水

氾
濫

。
床

上
浸

水
1
7
戸

、
床

下
浸

水
1
9
1
戸

。
 

昭
和

5
6
 

1
9
8
1
 

1
0
 

8
～

9
 

大
雨

 
床

上
浸

水
7
8
戸

、
床

下
浸

水
1
,3

3
4
戸

、
崖

崩
れ

1
5
5
箇

所
。

（
全

県
下

）
 

昭
和

5
7
 

1
9
8
2
 

6
 

3
 

大
雨

 
死

者
1
人

、
軽

傷
者

1
人

、
道

路
3
6
箇

所
、

河
川

4
2
箇

所
。

（
全

県
下

）
 

昭
和

5
7
 

1
9
8
2
 

7
 

1
7
 

大
雨

 
床

上
浸

水
1
3
戸

、
床

下
浸

水
2
3
1
戸

。
（
全

県
下

）
 

昭
和

5
7
 

1
9
8
2
 

7
～

8
 

3
1
～

3
 

台
風

（
1
0

号
）
 

（
浸

水
被

害
）
湖

西
市

：
床

下
3
戸

、
新

居
町

：
床

下
3
戸

。
 

（
浸

水
被

害
）
浜

松
市

：
床

下
2
2
戸

、

浜
北

市
：
床

下
2
8
戸

、
細

江
町

：
床

上

4
戸

、
床

下
1
3
戸

、
引

佐
町

：
床

下
4

戸
、

三
ケ

日
町

：
床

下
1
3
戸

。
 

（
浸

水
被

害
）
磐

田
市

：
床

上
6
戸

、
床

下
1
5
戸

、
福

田
町

：
床

上
5
戸

、
床

下

1
8
0
戸

。
 

床
上

浸
水

3
戸

、
床

下
浸

水
1
5
戸

。
 

半
壊

1
戸

、
床

下
浸

水
4
戸

。
 

半
壊

1
戸

、
床

上
浸

水
4
6
戸

、
床

下
浸

水
1
0
2
戸

。
 

（
浸

水
被

害
）
湖

西
市

：
床

下
2
戸

、
新

居
町

：
床

下
1
戸

。
 

（
浸

水
被

害
）
浜

松
市

：
床

下
3
4
7
戸

、

浜
北

市
：
床

下
9
戸

、
舞

阪
町

：
床

下
1

戸
、

可
美

村
：
床

下
1
1
戸

。
 

（
浸

水
被

害
）
磐

田
市

：
床

上
1
4
戸

、

床
下

2
1
戸

、
福

田
町

：
床

上
1
3
戸

、
床

下
5
7
7
戸

、
竜

洋
町

：
床

下
3
戸

。
 

（
浸

水
被

害
）
袋

井
市

：
床

上
1
0
戸

、

床
下

8
1
戸

、
浅

羽
町

：
床

下
3
4
戸

。
 

 
 

掛
川

市
下

垂
木

で
茶

畑
が

崩
れ

、
2

人
が

死
亡

し
た

。
市

の
中

心
部

で
も

、

逆
川

が
決

壊
し

、
浸

水
し

た
。

市
内

全

域
で

、
死

者
2
人

、
負

傷
者

1
1
人

、
全

壊
5
戸

、
半

壊
4
戸

、
（
浸

水
）
床

上
9
9
4

戸
・
床

下
1
,4

4
1
戸

。
大

須
賀

町
で

（
浸

水
）
床

上
8
0
戸

・
床

下
2
8
0
戸

。
 

昭
和

5
7
 

1
9
8
2
 

9
 

1
0
～

1
2

台
風

（
1
8

号
）
 

本
州

南
岸

沿
い

に
停

滞
し

て
い

た
前

線
が

台
風

の
接

近
に

と
も

な
っ

て
活

発
化

し
、

1
2
日

に
は

台
風

が
御

前
崎

の
西

方
へ

上
陸

し
た

。
総

雨
量

：
静

岡
4
9
7
m

m
、

掛
川

5
0
4
m

m
、

梅
ヶ

島
4
8
5
m

m
等

。
 

 
 

（
浸

水
被

害
）
浜

松
市

：
床

上
1
3
0
戸

、

床
下

4
,6

0
6
戸

、
可

美
村

：
床

上
1
戸

、

床
下

1
0
4
戸

。
 

床
上

浸
水

5
戸

、
床

下
浸

水
1
0
1
戸

。
 

床
下

浸
水

2
3
戸

。
 

 
 

床
上

浸
水

6
戸

、
床

下
浸

水
6
1
戸

。
 

昭
和

5
7
 

1
9
8
2
 

1
1
 

3
0
 

豪
雨

 

2
つ

低
気

圧
に

よ
る

深
い

気
圧

の
谷

が
通

過
、

県
下

各
所

で
大

雨
と

な
っ

た
。

浜
松

で
は

3
0
日

6
時

に
測

候
所

開
設

以
来

最
高

の
時

間
雨

量
8
7
.5

m
m

を
記

録
し

た
。

 

昭
和

5
8
 

1
9
8
3
 

8
 

1
2
～

1
9

台
風

（
5
・
6

号
）
 

 
 

 
 

磐
田

市
、

浅
羽

町
な

ど
の

太
田

川
流

域
で

内
水

氾
濫

。
床

上
浸

水
2
6
戸

、
床

下

浸
水

2
1
7
戸

。
 

 
 

 

昭
和

5
8
 

1
9
8
3
 

8
 

1
5
～

1
8

台
風

（
5
・
6

号
）
 

（
浸

水
被

害
）
湖

西
市

：
床

上
4
戸

、
床

下
1
7
1
戸

、
新

居
町

：
床

下
2
1
戸

。
 

（
浸

水
被

害
）
浜

松
市

：
床

下
9
戸

、
浜

北
市

：
床

下
2
戸

、
可

美
村

：
床

下
1
0

戸
、

舞
阪

町
：
床

下
2
1
戸

、
雄

踏
町

：

床
上

1
戸

、
床

下
7
戸

、
細

江
町

：
床

上

2
戸

、
床

下
1

戸
、

引
佐

町
：

床
下

1

戸
、

三
ケ

日
町

：
床

下
1
9
戸

。
 

（
浸

水
被

害
）
磐

田
市

：
床

下
1
5
戸

、

福
田

町
：
床

下
8
6
戸

。
 

床
上

浸
水

1
2
戸

、
床

下
浸

水
1
5
戸

。
 

 
 

（
浸

水
被

害
）
掛

川
市

：
床

上
9
戸

、
床

下
5
0
戸

、
大

須
賀

町
：
床

下
3
戸

。
 

昭
和

5
8
 

1
9
8
3
 

9
 

8
 

大
雨

 
 

 
浜

北
市

で
床

下
浸

水
1
4
5
戸

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和

6
0
 

1
9
8
5
 

6
 

2
0
 

大
雨

 
床

上
浸

水
3
2
戸

、
床

下
浸

水
1
8
3
戸

、
田

畑
冠

水
2
0
3
h
a、

崖
崩

れ
9
箇

所
。

（
全

県
下

）
 

昭
和

6
1
 

1
9
8
6
 

8
 

3
～

6
 

台
風

（
1
0

号
）
 

死
者

1
人

、
全

壊
1
戸

、
半

壊
2
戸

、
床

上
浸

水
2
0
戸

、
床

下
浸

水
1
9
4
戸

。
（
全

県
下

）
 

昭
和

6
2
 

1
9
8
7
 

8
 

5
～

6
 

豪
雨

 
床

下
浸

水
1
7
戸

 
（
浸

水
被

害
）
浜

北
市

：
床

上
1
戸

、
床

下
3
1
戸

、
細

江
町

：
床

下
6
戸

、
三

ケ

日
町

：
床

下
1
1
戸

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
成

1
 

1
9
8
9
 

6
 

2
8
 

豪
雨

 
床

上
浸

水
9
戸

、
床

下
浸

水
1
9
9
戸

。
（
全

県
下

）
 

平
成

1
 

1
9
8
9
 

8
 

1
7
 

大
雨

 
床

上
浸

水
8
7
戸

、
床

下
浸

水
8
2
0
戸

。
（
全

県
下

）
 

平
成

2
 

1
9
9
0
 

8
 

8
～

1
1
 

台
風

（
1
1

号
）
 

 
 

 
 

 
 

袋
井

市
で

太
田

川
内

水
氾

濫
。

床
上

浸
水

3
戸

、
床

下
浸

水
3
0
4
戸

。
 

 
 

 
 

平
成

2
 

1
9
9
0
 

9
 

3
0
 

台
風

（
2
0

号
）
 

床
上

浸
水

4
1
戸

、
床

下
浸

水
8
1
1
戸

、

道
路

1
5
1
箇

所
、

河
川

7
1
箇

所
、

崖
崩

 
 

 
 

 
 

 
 

掛
川

市
板

沢
で

土
砂

崩
れ

に
よ

り
死

者
1
人

。
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和
暦

 
西

暦
 

被
害

の
あ

っ
た

地
域

 

年
号

年
 

年
 

月
 

日
 

気
象

概
要

 

湖
西

市
浜

松
市

磐
田

市
袋

井
市

森
町

掛
川

市

 
 

 
 

 
 

れ
7
7
箇

所
。

 
 

 
 

 
 

平
成

3
 

1
9
9
1
 

8
 

2
0
～

2
1

台
風

（
1
2

号
）
 

床
上

浸
水

1
3
戸

、
床

下
浸

水
1
4
8
戸

。
（
全

県
下

）
 

平
成

3
 

1
9
9
1
 

9
 

1
3
～

1
5

台
風

（
1
7

号
）
 

床
上

浸
水

3
6
戸

、
床

下
浸

水
3
2
6
戸

。
（
全

県
下

）
 

平
成

4
 

1
9
9
2
 

9
 

2
9
～

3
0

大
雨

・
波

浪
 

床
上

浸
水

1
9
戸

、
床

下
浸

水
4
8
3
戸

。
（
全

県
下

）
 

平
成

5
 

1
9
9
3
 

2
 

2
1
～

2
2

大
雨

・
突

風
 

床
上

浸
水

2
3
戸

、
床

下
浸

水
1
5
9
戸

。
（
全

県
下

）
 

平
成

5
 

1
9
9
3
 

7
 

5
 

豪
雨

 
半

壊
1
戸

、
床

上
浸

水
2
1
戸

、
床

下
浸

水
1
7
0
戸

、
が

け
崩

れ
3
7
箇

所
。

（
全

県
下

）
 

平
成

6
 

1
9
9
4
 

7
 

1
8
 

大
雨

 
新

居
町

で
床

下
浸

水
2
戸

。
 

（
浸

水
被

害
）
浜

北
市

：
床

下
3
戸

、
引

佐
町

：
床

下
3
戸

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
成

6
 

1
9
9
4
 

9
 

1
6
～

1
9

大
雨

 
床

下
浸

水
1
0
戸

 
（
浸

水
被

害
）
浜

松
市

：
床

上
3
3
戸

、

床
下

4
4
4
戸

、
浜

北
市

：
床

上
1
戸

、
雄

踏
町

：
床

下
2
戸

、
細

江
町

：
床

下
1
6

戸
、

引
佐

町
：
床

下
3
戸

。
 

床
上

浸
水

1
戸

、
床

下
浸

水
1
2
戸

。
 

 
 

 
 

 
 

平
成

6
 

1
9
9
4
 

9
 

2
9
～

3
0

台
風

（
2
6

号
）
 

床
上

浸
水

1
戸

、
床

下
浸

水
1
6
戸

。
 

（
人

的
被

害
）

細
江

町
：

死
者

1
人

、

（
家

屋
被

害
）

浜
松

市
：

半
壊

3
戸

、

（
浸

水
被

害
）
浜

北
市

：
床

上
1
戸

、
床

下
2
戸

、
細

江
町

：
床

上
1
戸

、
床

下
6

戸
、

三
ケ

日
町

：
床

上
5
戸

、
床

下
5
0

戸
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
成

1
0
 

1
9
9
8
 

9
 

1
5
～

1
6

台
風

（
5

号
）
 

 
 

床
下

浸
水

2
2
戸

 
床

下
浸

水
1
戸

 
床

上
浸

水
5
戸

、
床

下
浸

水
6
戸

。
 

 
 

 
 

平
成

1
0
 

1
9
9
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2
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7
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浦
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5
2
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・
7
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で
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川
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の
逆
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濫

。
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上
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戸
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成
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0
 

1
9
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2
3
～
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4
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市
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3

戸
、

三
ケ

日
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下
1
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（
家

屋
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豊
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1
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浸

水
被
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3
0
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、
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3
1
戸
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福
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戸
、

床
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4
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戸
、

竜
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下

8

戸
、

豊
田
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で
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下

1
戸
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被
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袋
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等
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浅
羽
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4
戸

、

床
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2
9
戸
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（
総

降
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量
2
1
1
m

m
、

時
間

最
高

雨

量
5
5
m

m
を

観
測

。
）
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下
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5
戸
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（
梅

雨
前

線
に

よ
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2
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の

4
時
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2
2
0
m
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の

豪
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な
っ

た
。

1
1
日

午
後

1
0
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午

後
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の
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は
、

袋

井
市

雨
量

観
測

過
去

最
大

の

7
6
m
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記
録

的
豪

雨
と

な
っ

た
。
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1
 

9
 

1
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1
5
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浸

重
傷

者
1
人

、
軽

傷
者

1
8
人

。
 

重
傷

者
1
人

、
軽

傷
者

7
人

。
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1
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1
4
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2
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成

2
4
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0
1
2
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0
 

1
9
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（
2
1

号
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・
高

波
 

 
 

高
波

に
よ

り
死

者
1
人

。
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◆災害年表作成について 

１．災害年表の作成範囲について 

土地履歴調査（災害履歴調査）の対象とした「静岡北部」「静岡」「磐田・掛塚」「浜松」の４図幅について、災害の

地域性や都市の一体性を考慮し、隣接する図幅をまとめ「静岡地域」及び「磐田・浜松地域」の２地域を災害年表

の作成単位とした。 

２．地震・津波災害 

地震・津波災害については、下記資料を参照した。 

 ・国立天文台（2012）,理科年表.地学部,丸善,p.720-753. 

 ・気象庁（2012）,気象統計情報. “地震、津波”,気象庁,http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/index.html, 

（参照 2012.12.21） 

 ・ 静 岡 県 地 震 防 災 セ ン ター （ 2011 ） , 静 岡 県 市 町 村 別 災 害 史 . 静 岡 県 地 震 防 災 セ ン タ ー , 2011-3-25.

http://www.e-quakes.pref.shizuoka.jp/shiraberu/higai/saigaishi/index.html,（参照 2012.10.9） 

 ・静岡県産業気象協会,静岡地方気象台（1980）,静岡県異常気象災害誌.静岡県産業気象協会, 559p.

 ・静岡県（1979）,昭和 54 年における災害の状況. 静岡県,11p. 

・静岡県（1980）,昭和 55 年における災害の状況. 静岡県,19p. 

・静岡県（1981）,昭和 56 年における災害の状況. 静岡県,18p. 

・静岡県（1982）,昭和 57 年における災害の状況. 静岡県,40p. 

・静岡県（1983）,昭和 58 年における災害の状況. 静岡県,37p. 

・静岡県（1984）,昭和 59 年における災害の状況. 静岡県,10p. 

・静岡県（1985）,昭和 60 年における災害の状況. 静岡県,19p. 

・静岡県（1986）,昭和 61 年における災害の状況. 静岡県,9p. 

・静岡県（1987）,昭和 62 年における災害の状況. 静岡県,15p. 

・静岡県（1988）,昭和 63 年における災害の状況. 静岡県,10p. 

・静岡県（1989）,平成元年における災害の状況. 静岡県,13p. 

・静岡県（1990）, 平成 2 年における災害の状況. 静岡県,27p. 

・静岡県（1991）, 平成 3 年における災害の状況. 静岡県,24p. 

・静岡県（1992）, 平成 4 年における災害の状況. 静岡県,15p. 

・静岡県（1993）, 平成 5 年における災害の状況. 静岡県,18p. 

・静岡県（1994）, 平成 6 年における災害の状況. 静岡県,18p. 

・静岡県（1995）, 平成 7 年における災害の状況. 静岡県,20p. 

・静岡県（1996）, 平成 8 年における災害の状況. 静岡県,18p. 

・静岡県（1997）, 平成 9 年における災害の状況. 静岡県,24p. 

・静岡県（1998）, 平成 10 年における災害の状況. 静岡県,24p. 

・静岡県（1999）, 平成 11 年における災害の状況. 静岡県,19p. 

・静岡県（2000）, 平成 12 年における災害の状況. 静岡県,22p. 

・静岡県（2001）, 平成 13 年における災害の状況. 静岡県,27p. 

・静岡県（2002）, 平成 14 年における災害の状況. 静岡県,24p. 

・静岡県（2003）, 平成 15 年における災害の状況. 静岡県,32p. 

・静岡県（2004）, 平成 16 年における災害の状況. 静岡県,38p. 

・静岡県（2005）, 平成 17 年における災害の状況. 静岡県,27p. 
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 ・静岡県（2001）,太田川水系河川整備計画. 静岡県,p.10. 

 ・岩橋徹,木宮一邦（1972）,静岡市石部大崩海岸道路の大崩壊の実態・要因および防災上の問題. 静岡大学地

学研究報告, 3(1), p.13-29 

・静岡地方気象台（2011）,平成 23 年台風第 15 号に関する静岡県気象速報. 静岡地方気象台,p.19. 

 ・静岡地方気象台（2012）,2011 年の気象・地震概況年報. 静岡地方気象台,p.57. 

・静岡地方気象台（2013）,2012 年の気象・地震概況年報. 静岡地方気象台,p.46. 

・静岡地方気象台（2013）,平成 25 年 1 月気象・地震概況. 静岡地方気象台,p.20. 

収録期間の全体の柱を、明治から昭和 50 年代までは気象災害についての情報量が他の資料と比較して多い

「静岡県異常気象災害誌」及び静岡県市町村別災害史、昭和 54 年以降平成 22 年までは静岡県災害年報とし、そ

の他の資料で原則補完するかたちを取った。 

本年表に記載する条件としては、原則として死者 1 人以上・負傷者 100 人以上・全壊 10 戸以上・半壊 100 戸以

上・床上浸水 10 戸以上・床下浸水 100 戸以上の規模の災害であることとした。事象によって郡や警察署の管轄区

域等、複数の市町にわたる場合には、記載欄を統合して記載した。 

なお、明治 5 年までの事象で資料が和暦のみの記載のものについては、西暦へ補う作業を行なった。 
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・静岡県（2006）, 平成 18 年における災害の状況. 静岡県,30p. 

・静岡県（2007）, 平成 19 年における災害の状況. 静岡県,41p. 

・静岡県（2008）, 平成 20 年における災害の状況. 静岡県,42p. 

・静岡県（2009）, 平成 21 年における災害の状況. 静岡県,51p. 

・静岡県（2010）, 平成 22 年における災害の状況. 静岡県,49p. 

 ・宇佐美龍夫（2003）,最新版日本被害地震総覧〔416〕－2001.東京大学出版会, 605p. 

 ・渡辺偉夫（1998）,日本被害津波総覧〔第 2 版〕. 東京大学出版会, 236p. 

 ・大庭正八（1957）, 1944 年 12 月 7 日東南海地震に見られた遠江地方の家屋被害分布と地盤の関係. 東京大学

地震研究所彙報, 35(1), p.201-295. 

 ・静岡地方気象台（2012）,2011 年の気象・地震概況年報. 静岡地方気象台, p. 57 

・静岡地方気象台（2013）,2012 年の気象・地震概況年報. 静岡地方気象台, p. 46 

・静岡地方気象台（2013）,平成 25 年 1 月気象・地震概況. 静岡地方気象台, p. 20 

・静岡地方気象台（2012）,静岡県の地震概況 2011 年. 静岡地方気象台, p. 15 

・静岡地方気象台（2013）,静岡県の地震概況 2012 年. 静岡地方気象台, p. 12 

 ・静岡県（2011）, 緊急・危機管理情報“3 月 15 日静岡県東部の地震に関する被害状況”. 静岡県, 2 p. 

・静岡県（2011）,緊急・危機管理情報“8 月 1 日駿河湾を震源とする地震に関する被害状況”. 静岡県, 1 p. 

収録期間全体の柱を、他の資料と比較して地域の詳細な記述の多い静岡県市町村別災害史とし、原則他の資

料で補完するかたちを取った。 

西暦年・震央位置・マグニチュード・地域（地震名称）については、理科年表、気象庁ホームページの気象統計

情報「地震・津波」震度データベース検索、静岡県災害年報、静岡地方気象台「地震概況」に準じた。 

なお広域に影響を与えていると思われる地震は、被害の有無に関わらず両地域に記載した。 

３．風水害・土砂災害 

 風水害・土砂災害については、下記資料を参照した。 

 ・気象庁(2012), “地震、津波”.気象統計情報.（参照 2012.12.21） 

 ・静岡県地震防災セン ター （2011） ,静岡県市町村別災 害史. 静岡 県地震防 災センター, 2011-3-25.

http://www.e-quakes.pref.shizuoka.jp/shiraberu/higai/saigaishi/index.html,（参照 2012.10.9） 

 ・静岡県産業気象協会,静岡地方気象台（1980）,静岡県異常気象災害誌. 静岡県産業気象協会, 559p. 

 ・静岡県（1996）, 静岡県史.別編 2.自然災害誌. 静岡県, 808p 

・静岡県（1996）, 静岡県史.別編 2.自然災害誌. 付録,自然災害年表. 静岡県, 131p 

・静岡県（1979）,昭和 54 年における災害の状況. 静岡県,11p. 

・静岡県（1980）,昭和 55 年における災害の状況. 静岡県,19p. 

・静岡県（1981）,昭和 56 年における災害の状況. 静岡県,18p. 

・静岡県（1982）,昭和 57 年における災害の状況. 静岡県,40p. 

・静岡県（1983）,昭和 58 年における災害の状況. 静岡県,37p. 

・静岡県（1984）,昭和 59 年における災害の状況. 静岡県,10p. 

・静岡県（1985）,昭和 60 年における災害の状況. 静岡県,19p. 

・静岡県（1986）,昭和 61 年における災害の状況. 静岡県,9p. 

・静岡県（1987）,昭和 62 年における災害の状況. 静岡県,15p. 

・静岡県（1988）,昭和 63 年における災害の状況. 静岡県,10p. 

・静岡県（1989）,平成元年における災害の状況. 静岡県,13p. 
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・静岡県（1990）, 平成 2 年における災害の状況. 静岡県,27p. 

・静岡県（1991）, 平成 3 年における災害の状況. 静岡県,24p. 

・静岡県（1992）, 平成 4 年における災害の状況. 静岡県,15p. 

・静岡県（1993）, 平成 5 年における災害の状況. 静岡県,18p. 

・静岡県（1994）, 平成 6 年における災害の状況. 静岡県,18p. 

・静岡県（1995）, 平成 7 年における災害の状況. 静岡県,20p. 

・静岡県（1996）, 平成 8 年における災害の状況. 静岡県,18p. 

・静岡県（1997）, 平成 9 年における災害の状況. 静岡県,24p. 

・静岡県（1998）, 平成 10 年における災害の状況. 静岡県,24p. 

・静岡県（1999）, 平成 11 年における災害の状況. 静岡県,19p. 

・静岡県（2000）, 平成 12 年における災害の状況. 静岡県,22p. 

・静岡県（2001）, 平成 13 年における災害の状況. 静岡県,27p. 

・静岡県（2002）, 平成 14 年における災害の状況. 静岡県,24p. 

・静岡県（2003）, 平成 15 年における災害の状況. 静岡県,32p. 

・静岡県（2004）, 平成 16 年における災害の状況. 静岡県,38p. 

・静岡県（2005）, 平成 17 年における災害の状況. 静岡県,27p. 

・静岡県（2006）, 平成 18 年における災害の状況. 静岡県,30p. 

・静岡県（2007）, 平成 19 年における災害の状況. 静岡県,41p. 
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 ・中部建設協会浜松支所（1990）,天竜川治水と利水. 建設省中部地方建設局浜松工事事務所, p.369-389. 

 ・静岡県（2001）,太田川水系河川整備計画. 静岡県,p.10. 

 ・岩橋徹,木宮一邦（1972）,静岡市石部大崩海岸道路の大崩壊の実態・要因および防災上の問題. 静岡大学地 

学研究報告, 3(1), p.13-29 

・静岡地方気象台（2011）,平成 23 年台風第 15 号に関する静岡県気象速報. 静岡地方気象台,p.19. 

 ・静岡地方気象台（2012）,2011 年の気象・地震概況年報. 静岡地方気象台,p.57. 

・静岡地方気象台（2013）,2012 年の気象・地震概況年報. 静岡地方気象台,p.46. 

・静岡地方気象台（2013）,平成 25 年 1 月気象・地震概況. 静岡地方気象台,p.20. 

収録期間の全体の柱を、明治から昭和 50 年代までは気象災害についての情報量が他の資料と比較して多い

「静岡県異常気象災害誌」及び静岡県市町村別災害史、昭和 54 年以降平成 22 年までは静岡県災害年報とし、そ

の他の資料で原則補完するかたちを取った。 

本年表に記載する条件としては、原則として死者 1 人以上・負傷者 100 人以上・全壊 10 戸以上・半壊 100 戸以

上・床上浸水 10 戸以上・床下浸水 100 戸以上の規模の災害であることとした。事象によって郡や警察署の管轄区

域等、複数の市町にわたる場合には、記載欄を統合して記載した。 

なお、明治 5 年までの事象で資料が和暦のみの記載のものについては、西暦へ補う作業を行なった。 
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土地分類基本調査（土地履歴調査）の成果は、国土交通省 

ホームページからご利用いただけます。 
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